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「自己点検・評価報告書2013」について 
 

平成26年度に作成する「自己点検・評価報告書2013」から、自己点検評価の実施方法を一新し、 

１．評価項目を計画的に選定して対象を絞り自己点検評価を行う 

２．データ部分を抽出して基礎資料集として整備する 

の２点を柱として自己点検評価を進めていくこととなりました。 

平成26年度は、「研究活動」「附属学校」の２項目について自己点検評価を行いました。 

それぞれの概要は以下のとおりです。 

＜研究活動＞ 

平成28年度に大学評価・学位授与機構が実施する、国立大学法人の第２期中期目標期間の教育研究の状況

についての評価に向けて、平成22～25年度について、実績報告書作成要領（平成26年７月改訂）に則って自

己点検評価する。 

＜附属学校＞ 

平成28年度に国立大学法人評価委員会が実施する、第２期中期目標期間の業務実績評価に向けて、平成22

～25年度について、自己点検評価する。 

Ⅰ．中期計画の達成状況評価 

「中期目標の達成に向けて、中期計画が十分に実施されているかどうか」という観点から、中期計画の

記載事項について、事業の実施状況を自己点検評価し、以下の４段階により進捗状況の記号及びその判

断理由を記載する。 

進捗状況 
中期計画を上回って実施している           （Ⅳ） 
中期計画を十分に実施している            （Ⅲ） 
中期計画を十分には実施していない          （Ⅱ） 
中期計画を実施していない              （Ⅰ） 

Ⅱ．基準ごとの評価 

「国立大学法人及び大学共同利用機関法人の第２期中期目標期間の業務実績評価に係る実施要領（一部

改正：平成25年11月６日）」（別紙５）「国立大学法人第２期中期目標期間に係る業務の実績における附

属学校の評価について」を参考に、以下のような取組の中で、特に改善された事項や特色ある取組を平

成22～25年度について、根拠となる資料・データを示しつつ簡潔に記載する。 

 

記載上の留意点 

１ 本書は、本学Webサイトにて公表しますので、公表に支障がある箇所については、記載を省略するなど

の配慮を行っています。 

2 その他、文章表現を統一するため、以下を原則としています。 

1) 年度、年は、「平成○○年度 入学者選抜試験」などの固有名称を除き、西暦を使用しています。 
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Ⅰ 教育学部・教育学研究科・教育実践研究科の研究目的と特徴 

 

【教育学部・教育学研究科・教育実践研究科・後期３年博士課程共同教科開発学専攻の 

基本的な研究目的】 

本学は、幼稚園教諭、小学校教諭、中学校教諭、高等学校教諭、特別支援学校教諭、養護教諭

を養成する教員養成の総合大学として、教職専門・教科教育・教科専門の各分野と共に、平成

25 年度から実施した市民リテラシー・多文化共生リテラシー・科学リテラシー・ものづくりシ

テラシーの４つのリテラシーの育成を図る教養科目等の各専門分野に教員を配置し、学術と文化

の創造及び発展に貢献を目指している。また、教育に係る総合的研究と共に、基礎研究と応用研

究を有機的に結合させ、学術的分野にも積極的に取り組んでいる。 

平成 22 年度に新設した教育実践研究科教職実践専攻（教職大学院）は、「学校教育法」第 99

条、及び「専門職大学院設置基準」に基づき「国立大学法人愛知教育大学学則」第 74 条第２項

に規定されている。また、教職大学院に求められる役割の再確認、すなわち教職大学院が教員養

成政策の大きな柱として創設された経緯を踏まえ、特に「学部と大学院を通した教員養成のモデ

ルを示し、教員養成の改革に資することが教職大学院の使命」であること（「教職大学院設置計

画履行状況調査（平成 21 年度）」を踏まえた研究に取り組んでいる。 

平成 24 年度に新設した後期３年博士課程共同教科開発学専攻は、教科専門と教科教育を融

合・発展させた「教科学」と、教職専門を発展させた「教育環境学」とをさらに融合させた「教

科開発学」の究明を通じ、その研究を遂行できる大学教員の養成、及び優れた学校教育現場の教

員を輩出するということを目的としている。 

 

【教育学部・教育学研究科・教育実践研究科・後期３年博士課程共同教科開発学専攻の 

研究の特徴】 

１ 教育と人間形成に関する現代的課題を研究対象とし、その研究成果は学生・大学院生の教育

に反映させている。 

２ 将来教員として活躍する人材を養成している教員養成系大学として、その存在基盤を確実に

高め、地域性を生かした研究を推進している。 

３ 名古屋・岡崎・刈谷の３地区にある７つの附属学校と連携し、今日的教育課題の解決に向け

て先導的研究を進め、その成果を地域に還元しつつ、多角的実践的研究を進めている。 

４ 教育学研究科では、個々の教員は専門分野の研究を発展させ、大学院生と共同研究を積極的

に進めている。 

５ 教育実践研究科では、学校教育に関わる「理論と実践の融合」を基本とした理論的考察と提

案、その実践的活用並びに実践の理論化などに関わる研究を基本とし、その研究成果は学生へ

の授業・実習指導などに反映させている。また、ミドル・リーダーとなる教員の育成に関わり、

授業づくり・学級づくり・学校づくりの３つの履修モデルについて確かな指導理論と実践力・

応用力を備えるための基盤となる研究と開発を進めている。 

６ 愛知県及び名古屋市教育委員会、愛知県総合教育センター、愛知県名古屋市内の連携協力校

と常時連携し、現代的教育課題に対応できる新人の実践的力量・指導力の開発及びミドル・リ

ーダーの資質となる確かな指導理論と実践力・応用力の開発について研究を進めている。 

７ 後期３年博士課程共同教科開発学専攻では、教科専門と教科教育を融合・発展させた「教科

学」に、教職専門を発展させた「教育環境学」をさらに融合させ、「教科開発学」という新し

い学問分野の研究を進めている。 
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【特色ある取組】 

ものづくりが盛んであり、外国籍児童生徒数全国一であるなどの地域の特色や教育委員会との

連携をもとにして、特別運営費交付金を申請し、以下の多様な研究に取り組んでいる。こうした

特色ある取組の概要を述べる。 

１ 科学・ものづくり教育推進に関する拠点づくりの取り組みについての研究 

科学・ものづくり推進センターを設置し、それを核として、訪問科学実験、ものづくり教

室、天文教育講座、貸し出し用の実験機器を揃えた「教材創庫」、文系の学生を対象とした「理

科実験講習会」などに取り組んでいる。 

 

２ 小学校外国語活動を前提とした小・中・高での英語関連科目の連携を進める英語教員養成カ

リキュラムの開発と授業実践力を高めるための教育改革についての研究 

外国語教育講座の教員を核として、大学と学校現場との連携を通して、有効な英語コミュ

ニケーション活動の創造と授業モデルの開発を行い、併せて実践力のある教員養成と現職教

員のリカレント教育の拡充に取り組んできた。 

 

３ 学習指導案データベース化を軸とする教育実習支援システムの構築についての研究 

教育実習を終えて集めた学習指導案から、研究補佐員（校長退職者）が優れたものを選び

出しコメントを付した学習指導案（約 1700 件）をデータベース化し、教育実習に臨む学生

への事前指導や教育実習中においても、学生が Web にアクセスできるような環境整備に取り

組んでいる。 

 

４ 教員養成キャリアと教員の資質能力との関係に関する調査研究についての研究 

2000 人を越える卒業生・修了生に、教師としての資質・能力の育成における大学教育の影

響性についてアンケート調査をし、900 人を超える回答を得た。また、卒業生・修了生 50 人

以上や教育委員会指導主事３人にインタビュー調査も行った。これらの結果を教員養成のカ

リキュラム改革に生かしていきたい。 

 

５ 教員養成大学の特徴を活かしたリベラルアーツ型教育の展開についての研究 

平成 25 年度から学部の教養教育を改め、市民リテラシー・多文化共生リテラシー・科学リ

テラシー・ものづくりリテラシーの４つのリテラシーからなるリテラシー学修領域を始め４

つの学修領域からの選択制に取り組んだ。リベラルアーツ教育に関するシンポジウム、セミ

ナー、学生向けの説明会を実施してきた。 

 

６ 外国人児童生徒を軸とした多文化共生社会をめざす教育支援の構築についての研究 

地域と連携しながら、本学のもつ専門的諸能力を地域社会の中で具体的・実践的に発揮し、

学校現場を中心に多文化共生社会の地域を支援する人材養成を行い、多文化共生社会が実現

しつつある愛知県下諸地域の発展の寄与に取り組んでいる。この一環として、支援を希望す

る小中学校で、学生・院生がボランティアとして活動している。 

 

７ 環境研究と環境教育の融合によるエコキャンパスづくりについての研究 

安全・健康・快適なエコキャンパス創造に向けて、研究と教育の両面から取り組んでいる。

研究面では、環境調和型作物生産技術に関する基礎・応用化研究、環境調和プロセスをもつ

電池技術に関する基礎・応用化研究等、教育面では、教員・職員を対象にした環境教育と環

境意識向上の取組、環境教育教材開発等である。 

 

８ 教員養成機能の充実（教育委員会等関係機関と連携・協働した教職大学院における教員養成

の機能強化の取組）についての研究 

教職大学院において、教育委員会等関係機関との連携を強化しつつ、「理論と実践の融合」
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を目指し、教師力向上実習や学校サポーター等の学校実習を一層充実させ、主に学部直進者

からなる基礎領域学生を対象とし、教育現場に即応できる高度な実践的指導力を有する教育

の養成を推進してきた。 

 

なお、上記８つの特色ある取組は、表１に示した特別運営費交付金を受けて実施した事業であ

る。 

＜表１＞特別運営費交付金（特別経費）事業実施一覧              （単位：千円） 

No. 区分 事業名 概    要 
事業 
実施 
期間 

運営費交付金 
交付総額 

備  考 

1 

高度な専門職
業人の養成や
専門教育機能
の充実 

科学・ものづく
り教育推進に関
する拠点づくり
の取り組み 

ものづくりが活発な愛知県にある
国立の教員養成大学という本学の
特性を活かし、理系、文系を問わず、
高い科学・ものづくりの知識と指導
力を持った教員を養成するととも
に、各種の教育・研修プログラム、
教材を開発し、理科実験セットの開
発と地域の学校への貸与、出前科学
実験、出張ものづくり教室などの実
施、教員に対する理科実験講習会の
実施など、地域の教育現場における
科学・ものづくり教育の向上と活性
化を図るための拠点となることを
目指す。 

H21～
H24 

181,918 

 

2 

高度な専門職
業人の養成や
専門教育機能
の充実 

小学校外国語活
動を前提とした
小・中・高での
英語関連科目の
連携を進める英
語教員養成カリ
キュラムの開発
と授業実践力を
高めるための教
育改革 

確かな学力を育むために英語コミ
ュニケーション活動の一層の充実
を求めて学習指導要領が改訂され
た。本事業では、グローバル人材育
成を担う大学教育の確立、とりわ
け、教員養成大学という本学の特性
を活かし、大学と国内のみならず海
外の学校現場との連携を通して、有
効な英語コミュニケーション活動
の創造と授業モデルの開発を行う。
リカレント教育の拡充を図り、併せ
て世界に通用する英語能力を有す
る実践力のある教員養成を行う。 

H22～
H25 60,749 

 

3 

高度な専門職
業人の養成や
専門教育機能
の充実 

学習指導案デー
タベース化を軸
とする教育実習
支援システムの
構築 

教育実習における研究授業の学習
指導案を経年的に収集してデータ
ベースを構築し、教育実習事前指導
時の教材及び通常の大学の授業時
の指導案作成とそれに基づく模擬
授業演習を行うとともに、教育実習
時における学習指導案作成の参考
となるよう、ウエッブ上での閲覧を
可能とするシステムを作り、教育実
習支援策の一つとする。 

H23～
H26 

47,804 

 

4 

高度な専門職
業人の養成や
専門教育機能
の充実 

教員養成キャリ
アと教員の資質
能力との関係に
関する調査研究 

教員養成期間の長期化を含む教員
免許制度改革を今後検討するにあ
たって、様々な教員養成キャリアを
持つ教員を送り出している本学卒
業生を事例対象としてキャリアの
差異と教員としての資質能力との
関係を調査するとともに、本学で行
っている６年一貫教員養成コース
の教員養成のカリキュラムの改善
を図る。 

H24～
H26 

21,110 

 

5 

幅広い職業人
の養成や教養
教育機能の充
実 

教員養成系大学
の特徴を活かし
たリベラル・ア
ーツ教育型教育
の展開 

本事業では、リベラル・アーツ型教
育を実施している現代学芸課程を
持つという本学の特性を活かし、今
日焦眉となっている教養教育に資
するために、リベラル・アーツ型教
育に特化した内容を教員養成課程
のカリキュラムに組み込み、それを
組織的に実施することによって教
員養成の質保証を実現する教育体
制を確立する。 

H23～
H26 

59,878 
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6 

連携融合事業 
(H20 は，特
殊 要 因 経 費
（政策課題対
応経費）とし
て内示） 

教育委員会との
連携による外国
人児童生徒のた
めの教材開発と
学習支援 

本学の周辺市町村は大企業の下請
けが多く、ここに働く外国籍の労働
者の子どもたちへの日本語指導に
ついて市町村から大学レベルでの
支援要請が増加している。本事業で
は教員養成大学という本学の特性
を活かし、大学教員、学生、本学と
連携に関する覚書を交わしている
刈谷市、豊田市、知立市、豊明市教
育委員会及び現場の教員が連携し
ながら、外国人児童生徒の学習支
援、教材開発及びカリキュラム開発
を行う。 

H20～
H23 79,775 

連携相手先 

刈谷市教育委員会
（1,000 千円） 

知立市教育委員会
（1,000 千円） 

豊田市教育委員会
（1,000 千円） 

豊明市教育委員会
（  500 千円） 

（  ） 
連携負担額 

地域貢献機能
の充実 

外国人児童生徒
を軸とした多文
化共生社会をめ
ざす教育支援の
構築 

愛知県教育委員会、本学と連携の覚
え書きを交わす周辺４市等と連携
し、学生による支援、教員研修・養
成、教材開発等を行うことを通じ、
地域を支援する人材養成を行うと
同時に多文化共生の地域社会にお
ける新たな外国人児童生徒支援を
構築する。 

H23～
H25 28,101 

連携相手先 

刈谷市教育委員会
（1,000 千円） 

知立市教育委員会
（1,000 千円） 

豊田市教育委員会
（1,000 千円） 

豊明市教育委員会
（1,000 千円） 

（  ） 
連携負担額 

7 

大学の特性を
生かした多様
な学術研究機
能の充実 

環境研究と環境
教育の融合によ
るエコキャンパ
スづくり 

日本一と評価された本学の省エネ
等の実績を踏まえ、教育大学として
の特性を活かした環境研究、教育を
展開し、安全・健康・快適な先進的
エコキャンパスの創造、地域社会と
の協同、持続可能な社会発展のため
の技術開発、環境の基本を修得した
教員・社会人の養成を実施する。 

H23～
H26 94,473 
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高度な専門職
業人の養成や
専門教育機能
の充実 

教員養成機能の
充実 
－学長のリーダ
ーシップによる
教員養成機能の
高度化－ 

教職大学院の「理論と実践の融合」
を目指す教師力向上実習や学校サ
ポーターなどの学校実習の内容、カ
リキュラム改善を行い、基礎領域学
生が学校の即戦力となる高度な能
力を有する教員の養成を推進する。 

H25 10,000 

 

 

 
[想定する関係者とその期待] 

１ 学生・保護者からの期待 

本学の研究成果が学生の自立と専門性の修得に生かされ、こうした教育活動によって保護者の

期待に応える確かな実践力を身に付ける教員養成教育の実現を図る。 

 

２ 研究の社会的還元を期待する地域からの期待 

教員養成課程・教育学研究科・教職実践研究科にあっては、学校現場や教育委員会等から優れ

た教育力を有する教育者育成や研究成果を生かした現職教員の再教育への期待がある。また、研

究成果を生かした地域の諸課題に対応する地域と連携した取り組みも期待されている。現代学芸

課程にあっては、一般企業や自治体からの研究成果の還元及び有為な人材育成への期待がある。 

 

３ 所属コミュニティー（学会等）の関係者からの期待 

学会誌への投稿、関連する国際会議や学会での研究成果の講演・発表、またその結果に基づく

国際賞、学会賞の受賞、学会の役員等としての学会活動の活性化への貢献など期待されている。

また、大学間連携事業では、その中核となったり、特色を生かした貢献をしたりなど期待されて

いる。後期３年博士課程共同教科開発学専攻は、新しい学問分野でもあり、年１回教科開発学研

究会を静岡大学と合同で開催し、シンポジウムや多数の研究発表などを行い、討論を通じて研究

者への関心・理解を深めたり、『教科開発学論集』を年１回発行したりしており、今後の取組が

期待されている。 

１．研究活動
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Ⅱ 「研究の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

観点 研究活動の状況 
(観点に係る状況) 

本学の教員数は、2010～2013 年度は、250 人前後で推移している。教育科学系（７講座）、

人文社会科学系（５講座）、自然科学系（３講座）、創造科学系（６講座）に、それぞれ、60～

70 名前後が所属し研究活動を進めている（表１）。それぞれの講座は、学生・院生の各教育組織

に対して、単独または横断的に教育責任を負う組織としても機能している。 

教員の専門分野、取得学位の状況を図１に示した。半数が「博士号」を取得している。また、

専門分野は約４割が教育学系であり、次いで人文科学系、理学系が同数で 17％となっている。

芸術系は７％である。このように多様な専門分野をもつ教員集団が本学の特色であり、多様な研

究活動が展開できる状況にある。 

 

【表１】講座別人員配置表           【図１】専門分野及び取得学位状況 

各年度 5/1 現在（人）      2013 年５月１日現在の教員の状況 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
科学研究費補助金の申請件数・採択件数・採択額等の推移を表２・図２に示した。2010 年度

と 2013 年度を比較すると、採択件数も採択額も約倍増しており活発な研究活動が遂行されてい

る。 

 

 

 

講    座 2010 2011 2012 2013 

教育科学系 62 59 62 62 

生活科教育 3 3 3 3 

障害児教育 11 9 9 10 

幼児教育 4 4 5 4 

養護教育 8 8 8 8 

学校教育 23 23 22 23 

教育臨床学 4 3 4 4 

教職実践 9 9 11 10 

人文社会科学系 67 68 62 63 

国語教育 17 16 14 16 

日本語教育 6 6 6 6 

社会科教育 13 13 12 13 

地域社会システム 12 12 11 9 

外国語教育 19 21 19 19 

自然科学系 65 63 64 63 

数学教育 17 16 16 17 

情報教育 15 14 14 13 

理科教育 33 33 34 33 

創造科学系 61 62 62 59 

音楽教育 8 8 7 8 

美術教育 16 16 16 16 

保健体育 16 17 18 16 

技術教育 7 7 7 6 

家政教育 11 11 12 11 

保健環境センター 3 3 2 2 

計 255 252 250 247 

１．研究活動
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【表２】科学研究費助成事業申請・採択状況 

申請年度 
申請可能
人数（人） 

申請件数
(件) 

申請率 
（％） 

内定件数
(件) 

内定金額 
(千円) 

採択件数
(件) 

採択金額 
(千円) 

2010 259 173 66.8 76 127,050 54 71,010 

2011 255 179 70.2 92 121,460 77 128,870 

2012 256 185 72.3 100 124,060 93 122,500 

2013 253 176 69.6 88 112,510 102 130,300 
* 申請可能人数は、各年度 11/1 現在。大学教員・学長・副学長等の合計人数から休職者等を減じた人数。 
* 申請率は、申請件数÷申請可能人数（×100）で算出。 
* 申請件数、内定件数、内定金額は本学から申請したものに対する内定件数及び金額。 
* 採択件数、採択金額は当該年度に実際に配当された件数及び金額（一部を除き、申請は前年度）。 

【図２】 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

本学では、研究活動を支えるために、学内の競争的資金である学長裁量経費及び重点教育研究

経費を設けている（表３）。その推移は、2010 年度から採択件数も採択金額も減少傾向にある。

特に、学長裁量経費は、2012・2013 年度と学内施設改修等の財政上の都合により公募を見送

った。 

【表３】学長裁量経費・重点教育研究経費                                      各年度年間実績 

年度 

学長裁量経費 重点教育研究経費 

採択金額(千円) 
 

採択金額(千円) 
 

プロジェクト経費 プロジェクト経費 

採択件数
(件) 

採択金額
(千円) 

採択件数
(件) 

採択金額
(千円) 

2010 14,276 6 4,450 16,548 15 11,242 

2011 13,242 5 3,600 16,539 8 7,589 

2012 8,000 0 0 12,321 5 3,593 

2013 0 0 0 14,697 8 4,578 
* 学長裁量経費：プロジェクト経費（学内公募）、教育基盤設備充実経費、委員会等経費から成る。 

2012、2013 年度は学内施設改修等の財政上の都合により、公募を見送った。 
* 重点教育研究経費：プロジェクト経費（学内公募）及び科研費採択者へのインセンティブ加配から成る。 

 
外部資金獲得状況は、この４年間約２～３億で推移している（表４）。科学研究費補助金は、

先に示したように順調な伸びをしているが、社会の経済状況の影響を受け、受託研究費、共同研

究費、教育研究基金は 2010 年度から減少してきている。 
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【表４】外部資金獲得状況（受託研究、受託事業、共同研究、奨学寄附金、教育研究基金、科学

研究費助成事業）                                            各年度年間実績 件数（件） 金額（千円） 

 2010 2011 2012 2013 

合計（千円） 213,158 293,232 258,069 279,679 

前年度比（％） 10.3 37.6 ▲12.0 8.4 

 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

受託研究費 9 14,859 7 8,116 4 8,379 3 4,798 

共同研究費 2 1,100 0 0 1 500 0 0 

受託事業費 14 74,142 13 59,791 14 56,728 14 63,160 

奨学寄付金 28 36,924 43 79,729 50 63,809 50 76,248 

教育研究基金 389 15,122 420 16,724 347 6,152 363 5,173 

科学研究費助成事業 54 71,010 77 128,870 93 122,500 102 130,300 

 
2008 年度から本学教員や大学院生などが執筆に関係した論文等を公開している「学術情報リ

ポジトリ」は、2010 年度には、登録数は 2,874 件、ダウンロード数は 229,204 件であった。

その後、年を経るごとに伸び続け、2013 年度には、登録数は 4,367 件、ダウンロード数は

1,017,256 件となった（表５）。 

【表５】                                                      各年度年度末累計（件） 
 2010 2011 2012 2013 

登録件数 2,874 3,621 4,025 4,367 

ダウンロード件数 229,204 450,921 603,417 1,017,256 
* ダウンロード件数は，検索サイト（Google、Yahoo 等）による巡回アクセス数は含んでいない。 
* 2013 年４月から統計出力ツールを awstates に変更。 

 
教員免許認定講習など研究成果を生かした地域貢献に取り組んでいる（表６）。「社会教育主事

講習」は東海地区の国立大学で持ち回り実施をしているので、2010 年度のみに開講となってい

るが、そのほかの講習は、この４年間、毎年コンスタントに実施している。 

【表６】資格取得に係る講習の開催状況等                                            各年度年間実績 

 
愛知県教育職員 
免許法認定講習 

免許法認定公開講座 学校図書館司書教諭講習 社会教育主事講習 

 教員派遣実績（人） 開講数 
受講者

数 
（人） 

担当 
教員数
（人） 

開講数 
受講者

数 
（人） 

担当 
教員数
（人） 

受講者
数 

（人） 

担当 
教員数
（人） 

2010 11 講座 11 人 13 560 13 3 183 3(2) 44 16(11) 

2011 10 講座 11 人 12 638 13 3 230 3(0) － 

2012 13 講座 14 人 13 540 13 3 248 3(0) － 

2013 13 講座 15 人 12 663 12 3 200 3(0) － 
* 愛知県教育職員免許法認定講習は、愛知県教育委員会の主催する講習の一部に講師を派遣しているのみのため、
本学教員の派遣実績のみ記載する。 

* 免許法認定公開講座は、本学の主催する公開講座の一部。受講者数及び担当教員数は延べ人数。 
* 学校図書館司書教諭講習は、文部科学省の受託事業として毎年度実施。受講者数は延べ人数。担当教員数は、本
学教員を内数で示す（延べ人数）。 

* 社会教育主事講習は、文部科学省の受託事業として４年に１度実施。担当教員数は、本学教員を内数で示す（実
人数）。 

 
表７～９は、2010～2013 年度に実施した「訪問科学実験」「ものづくり教室」「天文台一般

公開」の実績である。訪問科学実験は、大学のある刈谷市を中心にして、県内各地の小学校等で

実施しており、児童・生徒の科学への関心を高めると好評である。実績も順調に伸び、2013 年

度には、5,000 人を超える児童生徒が参加している。天文台一般公開は、リピーターも多く毎

年約 800 人の参加者がある。実施回数も実施当初から累積すると 100 回に近づいている。 
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【表７】訪問科学実験                                                    各年度年間実績(人) 
 実施回数 

参 加 者 数 （延べ） 

学生数（延べ） 教員数（延べ） 児童・生徒数 保護者等 

2010 33 － － 約 3,100 － 

2011 24 395 25(+多数) 約 2,000 約 400 

2012 26 439 25(+多数) 約 2,000(+多数) 約 700 

2013 30 515 28(+多数) 約 5,000(+多数) 約 600 
* 2010 年度については、統計が古く、詳細が不明な部分がある。 
* 「科学・ものづくりフェスタ＠愛教大」等、参加者多数の行事の場合、正確な数字は不明のことがある。 

【表８】ものづくり教室   各年度年間実績(人) 【表９】天文台一般公開     各年度年間実績(人) 

* 2010 年度については、統計が古く、詳細が不明な部  * 2010 年度については、統計が古く、詳細が不明な 
分がある。                      部分がある。 
* 「科学・ものづくりフェスタ＠愛教大」等、参加者多 
数の行事の場合、正確な数字は不明のことがある。 

 
毎年運営費交付金が減額されていくという厳しい財政状況の中で、教員一人あたりの年間の研

究費は、2010～2013 年度は、80 万円以上配分されており、十分な研究活動ができる環境を整

える努力がされている（表 10）。 

【表 10】大学教育研究費 
（千円） 

 １人あたり単価 
 
 
 
* 配当額を在籍者で除した金額を計上。 
* 大学教育研究費の内訳は，教員研究費，学生教育研究費，留学生教育研究費，
研究生教育研究費，専攻科生教育研究費，実地指導・実習経費，共通科目経費，
共同専攻運営費等。 

2010 約 806 

2011 約 810 

2012 約 825 

2013 約 816 

 
心理教育相談室（有料）における相談件数は 140～190 件、発達支援相談室（2012 年度より

有料）における相談件数は、有料化により減少したが、研究成果を生かした地域貢献及び大学院

生の臨床研究の場となっている（表 11）。 

【表 11】地域相談活動                                                                各年度年間実績 

年度 

心理教育相談室 発達支援相談室 

相談 
件数 

 面接 
回数 

(延べ) 

相談 
件数 

 面接 
回数 

(延べ) 

グループプレイ 
セラピー 

新規 継続 新規 継続 回数 
参加児童数 
(延べ人数) 

2010 140 56 84 1,569 133 84 49 1,007 14 117 

2011 185 50 135 1,435 108 21 87 693 13 107 

2012 149 55 94 1,622 66 20 46 969 12 78 

2013 178 42 136 1,168 56 14 42 792 10 42 
* 継続は、前年度からの引き継ぎの場合。 
* 心理教育相談室の統計期間は、以下のとおり。 

2010 年度：2009.12.1～2010.11.30、2011 年度：2010.12.1～2011.11.30、 
2012 年度：2012.1.1～2012.12.31、2013 年度：2013.4.1～2015.3.31 

相談内容は、不登校・登校しぶり、対人関係、家族関係、発達に関する相談、自分自身について、情緒不安定、
将来への不安、場面緘黙・緘黙傾向、非行・怠学・生活の乱れ、トラウマ、心身症、育児不安、引きこもり、対
人不安・対人恐怖、うつ、パニック、強迫傾向、家庭内暴力、いじめ、虐待、摂食障害等 

 
実施
回数 

参 加 者 数 （延べ） 
学生数 

（延べ） 
教員数 

（延べ） 
児童・ 
生徒数 

2010 22 348 － 1,199 

2011 15 207 18 529 

2012 15 233 18 522 

2013 18 259 23(+多数) 756 

 
実施
回数 

参 加 者 数 （延べ） 
学生数 

（延べ） 
教員数 

（延べ） 
児童・ 
生徒数 

2010 10 － － 約 780 

2011 9 71 9 744 

2012 10 － 10 847 

2013 11 － 11 849 
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* 発達支援相談室の統計期間は、以下のとおり。 
2010 年度：2010.1.1～2010.12.31、2011 年度：2011.1.1～2012.12.31 
2012 年度：2012.1.1～2012.12.31、2013 年度：2013.4.1～2014.3.31 

相談内容は、発達障害、知的障害、学習の遅れ、言葉の後れ、不登校・登校しぶり、きょうだい児、教員コンサ
ルテーション等 

* グループプレイセラピーの実施時期は、各年度５月～２月（８、９月除く）。 

論文掲載数（講座発行誌） 

 
『障害者教育・
福祉学研究』 

『愛知教育大学教育臨床
総合センター紀要』 

2010 8 7 

2011 7 7 

2012 9 5 

2013 13 7 
* 『障害者教育・福祉学研究』は、障害児教育講座発行。 
* 『愛知教育大学教育臨床総合センター紀要』は、『心理教育相談室紀要』及び『療教育学研究』の継続後誌。 

 
７つの附属学校と大学は、大学附属共同研究会を組織し、「管理運営」「教育実習」や 16 の教

科別分科会及び５つのプロジェクトに分かれ共同研究を進めている。毎年８月上旬に一斉研究会

を開催し、研究活動の報告書として年度末に発行している。また、７つの附属学校は、各学校が

数年のサイクルで研究主題・副題を定め、学校研究に取り組んでいる（表 12）。その成果を、年

１回の研究発表会開催や研究紀要発行で、主に多くの県下の教員に公開している。 

【表 12】各附属学校が取り組む研究テーマ 
年度 年次 主題 副題 

附属幼稚園 

2010 2/4 心豊かな幼児の育成 環境に視点をあてて 

2011 3/4 心豊かな幼児の育成 言葉で表現する力に視点をあてて 

2012 4/4 心豊かな幼児の育成 
ことばで考え、言葉で表現する力に視点をあ
てて 

2013 1/3 
「学びと育ちの連続性」を見通した幼児期の
教育を考える 

「学び」の連続性を探る 

附属名古屋小学校 

2010 2/3 
「『自分の考え』をしっかりともつことがで
きる子」の育成をめざした教科指導 

「『自分の考え』を再構築する子」に迫る 

2011 3/3 
「『自分の考え』をしっかりともつことがで
きる子」の育成をめざした教科指導 

「『再構築した自分の考え』を生かす子」に
迫る 

2012 1/3 「自己を磨き、学び続ける子」の育成 
感動のある授業を通して「自己を磨く」子に
迫る 

2013 2/3 「自己を磨き、学び続ける子」の育成 
感動のある授業を通して「自己を磨く」子に
迫る 

附属岡崎小学校 

2010 2/4 共に学び 共に生きる かかわり合いを深める教師の営み 

2011 3/4 共に学び 共に生きる 協同的に学ぶ子どもを支える教師の営み 

2012 4/4 共に学び 共に生きる  

2013 1/5 
授業づくりを通して新たな時代の生活教育
を探る 

 

附属名古屋中学校 

2010 1/4 かかわり合いの中で学ぶ授業の創造 言語活動を通して 

2011 2/4 かかわり合いの中で学ぶ授業の創造 言語活動を通して 

2012 3/4 かかわり合いの中で学ぶ授業の創造 言語活動を通して 

2013 4/4 かかわり合いの中で学ぶ授業の創造 言語活動を通して 

附属岡崎中学校 

2010 4/4 次代を創る 学びを深め合う授業の実現から 

2011 1/5 生き方の探究  

2012 2/5 生き方の探究 「学んだこと」を行動につなげる 
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2013 3/5 生き方の探究 「学んだこと」を行動につなげる 

附属高等学校 

2010 10/12 学びの可能性を拓く  

2011 11/12 学びの可能性を拓く  

2012 12/12 学びの可能性を拓く  

2013 1/継続 自立した学びのために 学びの喜びを感じられる授業開発 

附属特別支援学校 

2010 1/5 人とのかかわりをひろげる子 「人とのかかわり」をさぐる 

2011 2/5 人とのかかわりをひろげる子 人とかかわる中で学ぶ授業 

2012 3/5 人とのかかわりをひろげる子 人とかかわることのよさを味わうことがで
きる授業 

2013 4/5 人とのかかわりをひろげる子 その子がもつ「人とのかかわり方」を活かし
た授業 

* 年次欄は、当該年度が、複数年度に渡る研究期間の何年次にあたるかを「当該年次／研究期間年数」の書式で示す。 

 
2011 年度と 2012 年度の講座別研究業績集計表を示した（表 13、14）。本学の特色を生かし

多様な研究活動が展開されている。両年度を比較すると、学術論文、学術書等、翻訳書・翻訳論

文、口頭・ポスター発表、学会賞受賞など、数値が増加している。 

【表 13】2011 年度講座別研究業績集計表 
  教育科学系 人文社会科学系 自然科学系 創造科学系 

研究業績 区分 
合
計
（
件
） 

生
活
科
教
育
講
座 

障
害
児
教
育
講
座 

幼
児
教
育
講
座 

養
護
教
育
講
座 

学
校
教
育
講
座 

教
育
臨
床
学
講
座 

教
職
実
践
講
座 

国
語
教
育
講
座 

日
本
語
教
育
講
座 

社
会
科
教
育
講
座 

地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
講
座 

外
国
語
教
育
講
座 

数
学
教
育
講
座 

情
報
教
育
講
座 

理
科
教
育
講
座 

音
楽
教
育
講
座 

美
術
教
育
講
座 

保
健
体
育
講
座 

技
術
教
育
講
座 

家
政
教
育
講
座 

保
健
環
境
セ
ン
タ
ー 

１ 学術論文 226 6 5 1 19 8 4 28 14 6 7 13 16 25 4 30 5 8 8 7 9 3 
Ａ 国際的学会誌・学術誌掲載論文 26 1   4        1 5  11  1  1 1 1 
Ｂ 日本学術会議協力学術研究団体が 

発行する学術誌所載論文 35  1  8   2   3 3 1 1  9 2 3  2   

Ｃ Ｂに準ずる学術誌所載論文 27 2   2 1  1  2    9  3 1 3 3    
Ｄ 大学(学部)・大学附属施設・センター

等の紀要論文、地方学会誌、 
大学以外の紀要所載論文 

78 1 3  3 7 4 5  4 2 7 10 4 4 7 2 1 4 4 4 2 

Ｅ 講座等発行機関誌、個人的研究誌、 
その他の論文 60 2 1 1 2   20 14  2 3 4 6     1  4  

２ 学術書等 50 0 4 0 3 3 1 10 6 1 4 3 4 0 0 4 1 4 1 0 1 0 
Ａ ISBN 付き 36  2  3 3 1 4 5 1 4 3 4   3 1  1  1  
Ｂ 入門書・啓蒙書 14  2     6 1       1  4     

３ 翻訳書、翻訳論文 4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 
Ａ 学術書 0                      
Ｂ 啓蒙書 1                   1   
Ｃ 論文 3        1  2            

４ 上記１～３以外の執筆物 70 1 2 0 10 2 1 0 9 4 1 0 2 3 0 3 5 9 14 0 0 4 
５ 実技・作品発表 69 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 23 23 3 0 0 0 
Ａ 国際的規模（最高賞受賞・優勝） 0                      
Ｂ 国際的規模（上記以外） 10                6 4     
Ｃ 全国的規模（最高賞受賞・優勝） 1                 1     
Ｄ 全国的規模（上記以外） 21        4        4 11 2    
Ｅ 地方的規模（最高賞受賞・優勝） 0                      
Ｆ 地方的規模（上記以外） 37        16        13 7 1    

６ 口頭・ポスター発表 239 8 4 4 10 20 1 12 13 4 5 11 15 38 2 56 8 2 6 10 3 7 
Ａ 国際的規模の学会・研究会（招待講演） 15 3 1   1       1 5  4       
Ｂ 国際的規模の学会・研究会（上記以外） 25 2    1      1 4 4  6   2 4 1  
Ｃ 全国的規模の学会・研究会（招待講演） 7          1   2  4       
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Ｄ 全国的規模の学会・研究会（上記以外） 137 3 3 4 9 16 1 5 1  2 7 6 16 2 37 6 2 4 6 2 5 
Ｅ 地方的規模の学会・研究会 55    1 2  7 12 4 2 3 4 11  5 2     2 

７ 学会賞 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 
Ａ 国際的規模の学会 0                      
Ｂ 全国的規模の学会 2                1     1 
Ｃ 地方的規模の学会 1               1       

* 本表は、2011 年度に在籍していた教員が、2011/4/1 - 2012/3/31 に発表・受賞した業績を集計したもの。 
* 研究業績区分は、本学で定めた「大学教育職員の個人評価に関する実施基準」の「研究領域」を活用。 

 

【表 14】2012 年度講座別研究業績集計表 
  教育科学系 人文社会科学系 自然科学系 創造科学系 

研究業績 区分 

合
計 

生
活
科
教
育
講
座 

障
害
児
教
育
講
座 

幼
児
教
育
講
座 

養
護
教
育
講
座 

学
校
教
育
講
座 

教
育
臨
床
学
講
座 
教
職
実
践
講
座 
国
語
教
育
講
座 
日
本
語
教
育
講
座 

社
会
科
教
育
講
座 

地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
講
座 

外
国
語
教
育
講
座 

数
学
教
育
講
座 

情
報
教
育
講
座 

理
科
教
育
講
座 

音
楽
教
育
講
座 

美
術
教
育
講
座 

保
健
体
育
講
座 

技
術
教
育
講
座 

家
政
教
育
講
座 

保
健
環
境
セ
ン
タ
ー 

１ 学術論文 236 8 7 8 12 27 6 10 15 12 16 4 12 21 7 31 6 14 3 3 12 2 
Ａ 国際的学会誌・学術誌掲載論文 27    2         9 1 10    1 4  
Ｂ 日本学術会議協力学術研究団体が 

発行する学術誌所載論文 31 1  2 2 6 2 4   4 1 2   4 1 1  1   

Ｃ Ｂに準ずる学術誌所載論文 21    4 5 1    2   2  2 1  1 1  2 
Ｄ 大学(学部)・大学附属施設・センター

等の紀要論文、地方学会誌、 
大学以外の紀要所載論文 

91 6 2 4 4 6 3 5 2 9 4 3 8 3 5 11 4 6 2  4  

Ｅ 講座等発行機関誌、個人的研究誌、 
その他の論文 66 1  5 2  10  1 13 3 6  2 7 1 4  7   4  

２ 学術書等 52 2 2 5 3 8 3 1 7 0 7 0 4 0 0 4 0 2 1 0 1 2 
Ａ ISBN 付き 40  2 5 1 4 3 1 6  6  4   4   1  1 2 
Ｂ 入門書・啓蒙書 12 2   2 4   1  1       2     

３ 翻訳書、翻訳論文 13 0 0 0 0 0 0 4 1 0 2 0 1 0 0 0 3 0 0 1 1 0 
Ａ 学術書 1                    1  
Ｂ 啓蒙書 9       4     1    3   1   
Ｃ 論文 3        1  2            

４ 上記１～３以外の執筆物 45 2 0 0 1 0 1 20 6 0 1 3 0 1 0 0 5 0 3 0 2 0 
５ 実技・作品発表 45 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 15 23 0 0 0 0 
Ａ 国際的規模（最高賞受賞・優勝） 0                      
Ｂ 国際的規模（上記以外） 4                 4     
Ｃ 全国的規模（最高賞受賞・優勝） 0                      
Ｄ 全国的規模（上記以外） 13        1        3 9     
Ｅ 地方的規模（最高賞受賞・優勝） 0                      
Ｆ 地方的規模（上記以外） 28        6        12 10     

６ 口頭・ポスター発表 349 10 0 6 14 25 3 11 13 11 18 2 10 41 16 104 22 4 3 14 13 9 
Ａ 国際的規模の学会・研究会（招待講演） 21 3       1  1   8  7      1 
Ｂ 国際的規模の学会・研究会（上記以外） 34 2    4   1 3   3 3 3 12    3   
Ｃ 全国的規模の学会・研究会（招待講演） 19    1 1 1 3 2  1     8  1  1   
Ｄ 全国的規模の学会・研究会（上記以外） 177 4  6 10 18 2 5  3 6 2 2 22 9 53 6 1 3 9 11 5 
Ｅ 地方的規模の学会・研究会 98 1   3 2  3 9 5 10  5 8 4 24 16 2  1 2 3 

７ 学会賞 16 1 0 0 1 4 0 0 5 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3 0 
Ａ 国際的規模の学会 2    1    1              
Ｂ 全国的規模の学会 14 １    4   4       2     3  
Ｃ 地方的規模の学会 0                      

* 本表は、2012 年度に在籍していた教員が、2012/4/1 - 2013/3/31 に発表・受賞した業績を集計したもの。 
* 研究業績区分は、本学で定めた「大学教育職員の個人評価に関する実施基準」の「研究領域」を活用。 
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(水準)  期待される水準にある。 

 
(判断理由) 

本学は、多様な専門分野をもつ教員集団が本学の特色であり、多様な研究活動が展開できる状

況にある。その成果は、各分野で著書・論文・作品・講演などの学術研究活動として表れている。

また、附属学校との共同研究や各附属学校の学校研究にも取り組んでおり、その成果を研究発表

会や研究紀要及び報告書で公開し、地域の基幹的役割を果たしている。科学研究費補助金の採択

件数や採択額も順調に伸び、現代的な課題を探究する研究に積極的にチャレンジしている。学内

予算が厳しい中、一人当たりの研究費の確保や学長裁量経費等を用意し、研究活動の環境を支え

ている。 

また、研究活動の成果は、学術情報リポジトリで公開したり、教員免許法認定講習や訪問科学

実験、地域相談活動等を実施したりして、学界や地域への貢献に努めている。 

以上のことにより、本学の研究活動は、期待される水準にあると判断する。 
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分析項目Ⅱ 研究成果の状況 
 

観点 研究成果の状況(大学共同利用機関、大学の共同利用・共同研究拠点に認定され
た附置研究所及び研究施設においては、共同利用・共同研究の成果の状況を含め
ること。) 

(観点に係る状況) 
本学では、本学教員の専門分野が極めて多彩であることから、これまで大学として明確な研究

評価の基準を設けてこなかった。そこで、大学評価・学位授与機構における評価実施要項におけ

る研究業績評価に対応し、さらに本学における学術研究の活性化に資するために、教育科学系、

人文社会科学系、自然科学系、創造科学系の研究領域群の多彩な専門分野に対して、最小限の共

通項を含みつつ研究の多様性をも考慮した本学独自の研究評価基準を策定した。この基準は、「学

術的意義での判断基準」と「社会、経済、文化的意義での判断基準」の２つの柱からなり、それ

ぞれ「SS」「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の５段階の基準を設けている（表 15 参照）。この基準をもと

にして、平成 22～25 年度の４年間の研究業績から「SS」と「Ｓ」に相当する業績を選び出し

た。 

【表 15】愛知教育大学における研究評価基準 
内容 

教員及び研究員から提示された本学における研究業績に対して、学術的意義での判断基準ならびに社会、 
経済、文化的意義での判断基準にあげる各項の内いずれかに該当することを要件として、これを適用する。 

学術的意義での判断基準 

ＳＳ 

当該分野において、卓越した水準にある 
・当該分野の国際的に定評あるレフェリー制の学会誌・専門学術誌等に掲載された業績である場合。 
・国内外の定評ある出版社から学術書（単著）として出版された業績である場合。 
・論文の被引用件数が過去３年間で３０件を越える業績である場合。 
・国際会議等において招待講演された業績である場合。 
・国際的あるいは全国規模の定評ある国際賞、学術賞、学会賞、論文賞等の賞を受賞した業績であ

る場合。 

Ｓ 

当該分野において、優秀な水準にある 
・当該分野の国際的なレフェリー制の学会誌・専門学術誌等に掲載された業績である場合。 
・当該分野の全国的に定評あるレフェリー制の学会誌・専門学術誌等に掲載された業績である場合。 
・国内外の出版社から学術書（単著）として出版された業績である場合。 
・論文の被引用件数が過去３年間で２０件を越える業績である場合。 
・ 全国規模の学会等において招待講演された業績である場合。 
・国際的あるいは全国規模の定評ある学会誌等で書評として取り上げられた業績である場合。 
・国際的あるいは全国規模の国際賞、学術賞、学会賞、論文賞等の賞を受賞した業績である場合。 

Ａ 

当該分野において、良好な水準にある 
・当該分野の全国規模のレフェリー制の学会誌・専門学術誌等に掲載された業績である場合。 
・学術書（共著を含む）、入門書、啓発書、翻訳書等（単著）として出版された業績である場合。 
・国際的あるいは全国規模の学会誌等で書評として取り上げられた業績である場合。 
・地方の学術賞、学会賞、論文賞等の賞を受賞した業績である場合。 

Ｂ 

当該分野において、相応の水準（標準的な水準）にある 
・当該分野の学会誌・専門学術誌等に掲載された業績である場合。 
・当該分野の学会誌等で書評として取り上げられた業績である場合。 
・入門書、啓発書、翻訳書等（共著）として出版された業績である場合。 

Ｃ 上記の段階に達していない 

社会、経済、文化的意義での判断基準 

ＳＳ 

社会、経済、文化への貢献が卓越している 
・国際的あるいは全国規模の定評あるコンクール、作品発表会、競技会等において、入賞以上の高

い評価を受けた業績である場合。 
・国内外の定評ある出版社から出版された作品等（単著）で卓越した業績である場合。 
・国際的あるいは全国規模の定評ある団体等から表彰を受けた場合。 
・取得した特許等の社会的な貢献が著しい場合。 
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Ｓ 

社会、経済、文化への貢献が優秀である 
・国際的あるいは全国規模のコンクール、作品発表会、競技会等において、入賞以上の高い評価を

受けた業績である場合。 
・国内外の出版社から出版された作品等（単著）で優秀な業績である場合。 
・国際的あるいは全国規模の団体等から表彰を受けた場合。 
・特許等を取得した場合。 

Ａ 

社会、経済、文化への貢献が良好である 
・地方のコンクール、作品発表会、競技会等において、入賞等の高い評価を受けた業績である場合。 
・作品等（共著を含む）で良好な業績である場合。 
・地方の団体等から表彰を受けた場合。 

Ｂ 
社会、経済、文化への貢献が相応である 

・国内外のコンクール、作品発表会、競技会等に出場もしくは出展された業績である場合。 
・国あるいは地方公共団体等における社会的な活動である場合。 

Ｃ 上記の段階に達していない 

 
 

(水準)  期待される水準にある。 

 
(判断理由) 

「SS」と「Ｓ」に相当する業績を、教育科学系では 11 件、人文社会科学系では４件、自然科

学系では 10 件、創造科学系では 16 件の合計 41 件を選び出した。４つの学系の合計で「SS」

は 14 件、「Ｓ」は 28 件である（学術的意義及び社会、経済、文化的意義の双方の意義を有する

研究１件を含む）。 

各学系で１件ずつ「SS」「Ｓ」に該当する業績を紹介する。教育科学系業績 10 は、英文で執

筆されており、我国の教育学の海外発信を念頭に置き、国際的な競争力の開拓を意図した点に最

大の特徴がある。特に、Lesson Study は 100 年以上の歴史を持ち、本概念に着目した World 

Association of Lesson Studies が設立される等、我国の教育学・教育実践の価値が国際的に評

価されつつある。人文社会科学系業績１は、は、非常にポピュラーであるにもかかわらず、その

難解な歌詞は完全に解明されてはいない地歌『越後獅子』を取り上げ、作詞者が参照した可能性

のある百科事典・俳書・地誌の越後名物と『越後獅子』の「お国名物」を照合し、その著しい一

致から、「お国名物」としてあげられる物と産地を全て解明することに成功した。自然科学系業

績５は、成層圏と対流圏が結合した変動・力学の諸相について調査し、成層圏・対流圏大気にお

ける遠隔結合の理解・予測の重要性を指摘した。特に、今後、対流圏の中長期（天気）予報に対

する成層圏影響の評価の必要性を喚起している。創造科学系業績４は、肖像画制作に関して、従

来より課題であった構図と背景について、頭像・胸像・半身像七部身像・全身像の区分毎に多く

の画像収集を行い、分析を試みた結果、スタンードな構成法としての配置比率や様式を見出し、

実証するための制作を行ったものである。特に日常生活を主題とする肖像画では、背景（大舞台）

以外の物（小道具）の質感描写や光源の工夫が欠かせないとする仮説を証明している。 

これらの成果は、期待される水準にあると評価できる。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

① 事例１「科学・ものづくり教育推進に関する拠点づくりの取り組み」 

（質の向上があったと判断する取組） 

本学では、2009年度から2012年度まで、特別運営費交付金プロジェクトとして、「科学・も

のづくり教育推進に関する拠点づくりの取り組み」を実施し、学生主体による訪問科学実験のほ

か、ものづくり教室、天文教育講座、理科実験セミナー、科学・ものづくりフェスタ等を組織的

に実施してきた。2013年度からは、HATOプロジェクトの枠組みの中で、先導的実践プログラ

ムとして、「理科離れ克服の科学・ものづくり教育の推進プロジェクト」として、特に、理科実

験・ものづくりのできる教員の養成と育成、現職教員の支援を目的として活動している。訪問科

学実験は、学生が小・中学校をはじめとする地域からの依頼を受けて先方に出向き、子どもたち

と科学実験を楽しむ活動であり、子どもたちとふれあい、子どもの気持ちや行動を理解する能力

を高め、理科について正しい知識を身につけ、面白さや楽しさを子どもに効果的に伝えることの

できる能力を育成することを目指している。この活動の歴史は20年近くあり、実施依頼も多く、

例年30件程度実施している。また、参加学生はいわゆる理科を専門とする学生だけではなく、

国語・社会・英語・幼児教育の学生など、多様な専門領域から参加しており、全学的な活動とな

っている。また、理科実験に対する苦手意識を克服することを目的として、「理科実験プレ教員

セミナー（学生対象）」「理科実験セミナー（現職教員対象）」を年数回開講しており多数の学

生、教員の参加がある。従前に比べ、各種活動の実施回数、内容ともに格段に向上しており、そ

のことは訪問科学実験実施校やセミナー、イベント参加者のアンケート結果にも明確にあらわれ

ていることからも研究の質の向上が認められると判断できる。 

 

② 事例２「小学校外国語活動を前提とした小・中・高での英語関連科目の連携を進める英語

教員養成カリキュラムの開発と授業実践力を高めるための教育改革」 

（質の向上があったと判断する取組） 

外国語教育講座の教員を核として、大学と学校現場との連携を通して、有効な英語コミュニケ

ーション活動の創造と授業モデルの開発を行い、併せて実践力のある教員養成と現職教員のリカ

レント教育の拡充に取り組んできた。この研究は、2010 年度より４年間実施した特別運営費交

付金プロジェクト事業として行った研究を踏襲した形で実施した。具体的には、(1)愛知県教育

委員会（教育センター）をはじめとして、名古屋市、岡崎市、豊田市、知立市等の教員研修の講

師及び愛知県内の小中学校の英語教育の助言や相談に対応した。(2)名古屋市が地域、民間、大

学の連携事業として連携している「土曜学習」では、「異文化理解教育」の講座を担当し、小学

生に英語を使って「体験学習」を行った。企画・運営の段階から携わり、また、小学校現場に出

向き、学生の授業実践力を向上させるための指導助言等を行った。以上から質の向上が認められ

ると判断できる。 

 

③ 事例３「学習指導案データベース化を軸とする教育実習支援システムの構築」 

 （質の向上があったと判断する取組）                         

近年、県内に教員養成学部や学科の増加により、学校の教育実習の負担が増大したことなどに

配慮し、本学では 2013 年度より、従来４週間であった主免実習を 3 週間にした。教育実習の

期間が短くなったことで、事前の準備や指導の重要性が増した。2014 年度には、７割を超える

学生が、教育実習前に学習指導案を書いている。その手助けとして、このデータベースが機能し

ている。本事例は、教育実習中に学生が書いた５千余の学習指導案から、校長ＯＢ・ＯＧである

研究補佐員が優れたものを選び出しコメントを付して蓄積していく取組である。その数は４年間

で約 1700 件となった。その研究補佐員をシンポジストとしたシンポジウムでは、例えば、「授

業は、教師と生徒、生徒と生徒のコミュニケーションを図る場であり、心の通うものでなければ
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なりません」「どうしてその教科があるのかといういわゆる教科観、その題材を通してどういう

力を育てたいのかということを明確にもってほしい」「指導者だけのシュミレーションでなく、

児童・生徒の側に立った授業をシュミレーションする」などの言葉をいただいた。これらは、今

後の大学教育の中で生かしていけるものである。以上から教育実習の質の向上が認められると判

断できる。 

 

④ 事例４「教員養成キャリアと教員の資質能力との関係に関する調査研究」 

 （質の向上があったと判断する取組） 

本事例は、学部４年を卒業して教員になる学生、大学院教育学研究科や教育実践研究科を修了

して教員になる学生、さらに、少数だが、本学独自の取組である「６年一貫教員養成コース」を

修了して教員になる学生もいる。このように様々なキャリアを積んで教員になった方々や彼らの

就職先である教育委員会の皆様から本学の教育課程について振り返っていただき、成果や課題を

まとめることは、教員養成大学として、やらねばならない重要な研究であると考えた。「学び続

ける教師」が、キーワードになる中、時と得た研究である。 

若い先生 2000 人余りを対象に郵送により「教師の成長に関するアンケート調査」を行った。

900 人を超える方（回収率４割強）から回答を得た。「教師は語るⅠ」では 25 人、「教師は語る

Ⅱ」では 17 人の若手教員にインタビュー調査をしたものをまとめた。さらに、県内教育委員会

事務局の３人の指導主事の皆様にもインタビュー調査をした。本調査研究のまとめの時期に、「何

が、若い教師の成長を支えるのか ～教員養成と若い教師の研修の接続のあり方を考える～」と

いうテーマで、シンポジウムを行った。若い３名の先生方からは、「子どものために働く」「あき

らめずに最後まで」「子どもの身に付けさせたい力は、自分自身を高めていく」など、指導主事

からは、「教職に対する強い情熱は誰にも負けてほしくない」「新しい教員研修観」などは、実践

的な科目の導入や教養科目の見直しなど、カリキュラム改革の指針となり、質の向上が認められ

ると判断できる。 

 

⑤ 事例５「教員養成系大学の特徴を活かしたリベラル・アーツ型教育の展開」 

（質の向上があったと判断する取組） 

本学では 2011 年度から 2014 年度までの４年間、特別運営費交付金（プロジェクト分）事業

「教員養成系大学の特徴を活かしたリベラル・アーツ型教育の展開」を推進し、教養科目の再編

を行うとともにその教育内容の在り方について研究した。 

再編された教養科目は、４つの学修領域（リテラシー、基本概念、現代的課題、感性・創造）

に分けられ、さらにリテラシー学修領域が四つの分野（市民リテラシー、多文化リテラシー、科

学リテラシー、ものづくりリテラシー）に分けられる形で構成されることになり、2013 年度か

ら新カリキュラムが実施された。この改革の大きな特徴は、それぞれの学修領域や分野、あるい

は個々の授業に特有の教育内容や教育方法に基づきながらも、教養科目全体の教育目標として、

汎用的能力、いわゆるジェネリック・スキルにあたる４つの能力（課題を発見する能力、情報を

多面的に分析できる能力、論理的に思考できる能力、他者と協働できる能力）の育成を掲げたこ

とにある。 

これらの能力を育む教育内容や教育方法について学外・学内からの知見を得、それを教員間で

共有するために、毎年一回シンポジウムが開催され、またクリッカー講習会やクリティカル・シ

ンキングのワークショップを含め、多数のセミナーが実施された。さらに、学生が既習事項に基

づいて未習事項を自律的に学べるように、リテラシー各分野で検討された授業内容に基づき、キ

ーワードの相互関連性を示すリテラシー・マップを作成した。 

以上より、研究の質の向上が認められると判断できる。 

 

⑥ 事例６「外国人児童生徒を軸とした多文化共生社会をめざす教育支援の構築」 

（質の向上があったと判断する取組） 

2006 年度に現代 GP として始まった「外国人児童生徒のための教材開発と学習支援」の活動
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は、2008 年度以降、新たに特別運営費交付金（プロジェクト分）事業「教育委員会との連携に

よる外国人児童生徒のための教材開発と学習支援」として、2009 年度からは並行する形で「定

住外国人の子どもの就学支援事業」にも着手、2011 年度には「外国人児童生徒を軸とした多文

化共生社会をめざす教育支援の構築」事業として、2014 年度からは HATO プロジェクト内の先

導的取り組みの一つとして四大学連携という形に発展的に活動を展開している。 

本事業は、地域的特徴として日本語指導が必要な児童生徒が日本で最も多く在籍している地域

における事業であり、将来、そういった学校現場に立つことを想定した教員養成の観点から、本

事業にかかわっている教員が担当している座学としての講義と、さまざまな視点から問題をとら

えるための外部の講師をお招きしての講演、研修会と、実体験としての学びを重視した学校現場

でのボランティア活動とをリンクさせた事業である。ボランティアとして登録する学生数も年々

増加してきており、学生の意識の高まりが見て取れる。 

活動開始から 9 年目を迎え、2014 年度からは小中学校における日本語指導が「特別の教育課

程」としておかれるに至ったことにより、教員養成系大学の果たすべき役割を周辺市教育委員会

と連携し、より充実、発展した事業となることから、研究の質の向上が認められると判断できる。 

 

⑦ 事例７「環境研究と環境教育の融合によるエコキャンパスづくり」 

（質の向上があったと判断する取組） 

本学では2011年度から４年間、特別運営費交付金（プロジェクト分）事業「環境研究と環境

教育の融合によるエコキャンパスづくり」に取り組んできた。本事業の目的は、本学における省

エネの推進、独創的な環境調和型科学および技術の創出、環境を考え行動する教員や社会人の育

成である。本事業は研究課題と教育課題で構成されている。研究課題としては、摩擦ゼロを目指

す超潤滑油、廃熱を利用したエネルギー変換機構、環境調和型作物生産技術、環境調和プロセス

をもつ電池技術に係る基礎研究と実用化研究などの課題を取り上げ、研究を展開してきた。また、

その成果を教育に還元することを含めて、教職員対象の環境教育と環境意識向上のための事業の

展開、学生対象の環境教育の充実、地域の学校教員の環境教育能力向上のための講習と環境教育

支援などの展開にも取り組んできた。本事業の研究成果は54本の研究論文として公表され、高

い評価を受けている。関連する研究分野における本事業の国際的な貢献度は大きく、また、環境

教育などへの還元も期待でき、研究の質の向上が認められると判断できる。 

 

⑧ 事例８「教員養成機能の充実（教育委員会等関係機関と連携・協働した教職大学院における

教員養成の機能強化の取組）」 

（質の向上があったと判断する取組） 

特別運営費交付金（プロジェクト分）事業の取組として、愛知県教育委員会、名古屋市教

育委員会、愛知県総合教育センターとの協働、連携協力校との協働については、各機関と事

前の連携を行いつつ、2013年12月21日に「（教職大学院）実習指導教員研修会」を開催し、

多くの参加を得、好評であった。これらの連携を通して、連携協力校の現職研修や教育研究

活動に教職大学院教員が協力することが広がっている。 

次に、研究調査については、教職大学院修了生の質保証を確実なものとする学校実習の内

容、プログラムを改善し、教員養成の修士レベル化のモデルともなる研究調査として、国立

の全教職大学院及びボールステート大学（本学協定締結校）において調査研究活動を行い、

修士レベルだけでなく、Ed.Ｄ課程も含めたカリキュラムの調査研究を行った。これについて

は、2014年9月、報告書「教職大学院のカリキュラム・指導方法の改善に関する研究―「理

論と実践の融合・往還」の視点から―」を作成し、全国の教職大学院及び学内に調査研究の

成果を公表した。また、調査研究については、教職大学院の教員全員と教務課教職大学院係

も含めた取り組みとなり、広くカリキュラムと業務改善の視点とアイデアを得ることができ

た。これらの成果を基に、2015年度よりカリキュラムの改善を実施する。 

最後に、修了後のフォローアップ研修と教職大学院の学修内容の周知活動については、

2013 年 11 月 2 日に「フォローアップ研修会」、2 月 8 日に「基礎領域修了生交流会」を開
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催し、修了後のそれぞれのキャリアにおける研修、交流を行った。また、教職大学院 Web サ

イトのリニューアルにより、修了生相談窓口ページの整備と修了生向けメールマガジンの創

刊を行った。教職経験による多様な学習の要求にこたえることができた。また、ホームペー

ジの改善、メールマガジンの発行によって、大学から情報を発信し、修了生の相談に応える

体制ができ、メール等による相談が来ている。広報周知活動によって、公開授業、入試説明

会の参加者も増え、入学定員を充足することができた。 

以上のように、「理論と実践の融合」を目指し、教育実践を充実させ、修了生の質保証を目

指した研究の質の向上が認められると判断できる。 

 

 

（２）分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

前項目で述べた８つの事例のうち、第１期中期目標期間から継続しているものは、事例１

「科学・ものづくり教育推進に関する拠点づくりの取り組み」と事例６「外国人児童生徒を

軸とした多文化共生社会をめざす教育支援の構築」の２つである。 

まず、「科学・ものづくり教育推進に関する拠点づくりの取り組み」では、例えば、訪問科

学実験の実施回数は、2007 年度と 2013 年度を比較すると、16 回から 30 回に約倍増し、理

科を専攻する学生だけでなく全学的な活動になっている。参加者数も 2007 年度は 1000 人を

やや切っていたが、2013 年度は 5000 人を超えている。また、第１期中期目標期間には、実

施していなかった「理科実験プレ教員セミナー（学生対象）」「理科実験セミナー（現職教

員対象）」を年数回開講しており多数の学生、教員の参加がある。以上のことにより、質の

向上がみられると判断できる。 

次に、「外国人児童生徒を軸とした多文化共生社会をめざす教育支援の構築」では、事例６

（９頁）に示したように 2005 年度に現代ＧＰとして始まって以来、形を変えながら継続さ

れている。全国でも外国籍の児童・生徒数が圧倒的に多い愛知県においては、極めて重要な

事業になっており、第２期中期目標期間中には、大学近隣の４市から各 100 万円ずつの支援

を受けて実施しており、そのニーズの高さを伺うことができる。研修の形態も座学の講義だ

けでなく、実体験を取り入れた工夫をしており、ボランティアとして登録する学生数も年々

増加してきており、学生の意識の高まりが見て取れる。以上のことにより、質の向上がみら

れると判断できる。 

そのほかの６つの事例は、第２期中期目標期間に開始した事業であるが、実施体制の整備

から始め、事業規模の拡大、学生への指導の充実、研究の質の向上、地域への貢献の拡大等、

着実な質の向上がみられる。 
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Ⅳ
　

学
部

・
研

究
科

等
の

研
究

業
績

　

4
6

　
　

愛
知

教
育

大
学

学
部

・
研

究
科

等
番

号
-

　
２

．
選

定
し

た
研

究
業

績

※
分

析
項

目
Ⅱ

「
研

究
成

果
の

状
況

」
（
1
8
頁

）
に

お
け

る
分

析
の

資
料

と
し

て
、

学
部

・
研

究
科

等
の

目
的

に
照

ら
し

て
、

組
織

を
代

表
す

る
優

れ
た

研
究

業
績

（
S
S
及

び
S
）
に

該
当

す
る

と
判

断
で

き
る

業
績

を
選

定

　
１

．
学

部
・
研

究
科

等
の

目
的

に
沿

っ
た

研
究

業
績

の
選

定
の

判
断

基
準

＜
教

育
学

部
・
教

育
学

研
究

科
＞

　
学

部
は

、
教

員
養

成
４

課
程

で
は

多
様

な
教

員
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
通

し
て

、
平

和
な

未
来

を
築

く
子

ど
も

の
た

ち
の

教
育

を
担

う
教

員
の

養
成

、
現

代
学

芸
課

程
で

は
、

社
会

の
発

展
と

文
化

の
継

承
及

び
創

造
に

貢
献

で
き

る
社

会
人

に
育

成
と

い
う

目
的

を
有

し
て

い
る

。
ま

た
、

教
育

学
研

究
科

は
、

教
科

専
門

並
び

に
教

育
実

践
に

関
わ

る
研

究
能

力
を

有
す

る
教

員
の

育
成

を
目

的
と

し
て

い
る

。
教

員
の

研
究

分
野

は
、

教
育

学
・
心

理
学

、
教

科
教

育
学

、
人

文
社

会
科

学
、

自
然

科
学

、
芸

術
、

ス
ポ

ー
ツ

等
、

多
様

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

一
つ

の
判

断
基

準
で

選
定

す
る

こ
と

は
極

め
て

難
し

い
が

、
最

小
限

の
共

通
項

目
を

含
み

つ
つ

研
究

の
多

様
性

を
も

考
慮

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
教

育
に

係
る

総
合

的
研

究
と

共
に

、
基

礎
研

究
と

応
用

研
究

を
有

機
的

に
融

合
さ

せ
、

学
術

的
分

野
で

有
為

な
研

究
で

あ
る

か
と

い
う

判
断

基
準

で
研

究
業

績
を

選
定

し
て

い
る

。

＜
教

育
実

践
研

究
科

＞
　

　
本

研
究

科
は

、
学

部
直

進
院

生
に

対
し

て
は

、
学

校
教

育
に

関
わ

る
理

論
と

実
践

の
融

合
を

基
本

と
し

、
理

論
の

応
用

、
並

び
に

実
践

の
理

論
化

に
関

わ
る

諸
能

力
の

習
得

に
よ

っ
て

、
実

践
的

指
導

力
を

備
え

た
教

員
を

養
成

す
る

目
的

を
有

し
、

現
職

教
員

院
生

に
対

し
て

は
、

確
か

な
指

導
理

論
と

実
践

力
・
応

用
力

を
備

え
、

指
導

的
役

割
を

果
た

し
得

る
教

員
を

養
成

す
る

目
的

を
有

し
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

学
校

教
育

を
基

本
に

、
教

育
学

の
理

論
構

築
と

応
用

、
並

び
に

学
校

現
場

に
お

け
る

実
践

的
指

導
力

向
上

を
図

る
研

究
が

最
も

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

こ
れ

ら
を

踏
ま

え
、

教
育

学
の

理
論

構
築

と
国

内
外

に
お

け
る

研
究

成
果

の
貢

献
度

、
並

び
に

学
校

現
場

に
お

け
る

教
育

や
教

師
の

現
状

な
ど

実
践

的
指

導
力

向
上

を
図

る
上

で
の

研
究

成
果

の
貢

献
度

と
い

う
判

断
基

準
で

研
究

業
績

を
選

定
し

て
い

る
。

法
人

番
号

法
人

名

1

デ
ュ

ー
イ

実
験

学
校

の
統

合
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
 :
 当

時
の

ア
メ

リ
カ

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
論

の
文

脈
か

ら
の

－
考

察
－

、
日

本
デ

ュ
ー

イ
学

会
紀

要
、

第
5
5

号
、

2
0
1
4
年

1
0
月

、
1
4
5
-
1
5
4

頁

業
績

番
号

研
究

者
氏

名
、

研
究

テ
ー

マ
及

び
要

旨
代

表
的

な
研

究
成

果

S

　
1
9
9
0
年

代
半

ば
以

降
、

ア
メ

リ
カ

だ
け

で
な

く
日

本
に

お
い

て
も

デ
ュ

ー
イ

実
験

学
校

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

授
業

実
践

が
再

評
価

さ
れ

て
き

て
い

る
。

本
研

究
は

、
我

が
国

に
お

い
て

、
こ

の
デ

ュ
ー

イ
実

験
学

校
に

関
す

る
研

究
を

リ
ー

ド
し

て
き

た
研

究
と

し
て

高
く
評

価
さ

れ
て

い
る

。
そ

し
て

、
2
0
1
3
年

9
月

に
開

催
さ

れ
た

日
本

デ
ュ

ー
イ

学
会

第
5
7
回

研
究

大
会

（
全

国
大

会
）
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
提

案
さ

れ
た

研
究

で
あ

る
。

本
小

論
は

、
そ

の
研

究
の

中
核

を
な

す
論

文
で

あ
り

、
ま

た
、

現
在

の
日

本
に

お
け

る
生

活
科

及
び

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
授

業
実

践
に

と
っ

て
示

唆
に

富
む

研
究

で
あ

る
。

社
会

、
経

済
、

文
化

的
意

義
判

断
根

拠
（
第

三
者

に
よ

る
評

価
結

果
や

客
観

的
指

標
等

）
学

術
的

意
義

学
部

・
研

究
科

等
名

　
　

教
育

学
部

・
教

育
学

研
究

科
　

　
教

育
実

践
研

究
科

デ
ュ

ー
イ

実
験

学
校

に
お

け
る

統
合

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
関

す
る

研
究

本
小

論
に

お
い

て
、

ア
メ

リ
カ

に
お

け
る

当
時

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
論

の
文

脈
と

い
う

観
点

か
ら

デ
ュ

ー
イ

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
論

と
デ

ュ
ー

イ
実

験
学

校
の

統
合

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

考
察

し
、

彼
が

当
時

の
ア

メ
リ

カ
・
ヘ

ル
バ

ル
ト

主
義

者
、

人
文

主
義

者
、

発
達

主
義

者
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

論
を

再
解

釈
し

、
独

自
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

理
論

と
し

て
再

構
築

し
、

実
験

学
校

の
教

師
た

ち
と

と
も

に
そ

れ
を

教
育

実
践

に
お

い
て

、
そ

れ
ら

を
検

証
し

発
展

さ
せ

た
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。
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S

　
①

は
2
0
1
0
年

度
日

本
保

育
学

会
研

究
奨

励
賞

を
受

賞
し

た
論

文
で

あ
る

。
「
幼

児
の

感
性

そ
の

も
の

を
測

る
尺

度
を

開
発

す
る

こ
と

は
極

め
て

重
要

な
研

究
課

題
」
と

さ
れ

、
「
幼

児
の

感
性

を
捉

え
る

視
点

を
明

確
に

し
た

だ
け

で
な

く
、

感
性

豊
か

な
保

育
の

「
質

」
を

支
え

発
展

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
研

究
」
と

し
て

高
い

評
価

を
受

け
て

い
る

。
　

②
③

は
、

保
育

分
野

で
権

威
あ

る
学

術
雑

誌
『
保

育
学

研
究

』
『
子

ど
も

社
会

研
究

』
に

掲
載

さ
れ

た
論

文
で

あ
る

。
両

研
究

は
、

2
0
0
9
年

度
兵

庫
教

育
大

学
連

合
学

校
教

育
学

研
究

科
に

お
け

る
博

士
論

文
「
保

育
に

お
け

る
幼

児
の

身
体

に
よ

る
模

倣
行

為
の

機
能

と
役

割
」
を

発
展

さ
せ

、
新

た
に

「
模

倣
さ

れ
た

子
ど

も
」
に

焦
点

を
当

て
、

幼
児

期
の

子
ど

も
間

の
相

互
行

為
を

検
討

し
て

い
る

。
こ

れ
ま

で
に

な
い

観
点

か
ら

の
新

規
的

、
独

創
的

な
論

文
と

し
て

高
く
評

価
さ

れ
て

い
る

。
2
0
1
2
年

度
日

本
保

育
学

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
幼

児
の

「
身

体
に

よ
る

表
現

」
を

ど
う

捉
え

る
か

」
に

お
い

て
本

業
績

に
関

す
る

内
容

を
発

表
、

2
0
1
4
年

度
国

際
学

会
（
P

ac
if
ic

 E
ar

ly
 C

h
ild

h
o
o
d 

E
du

c
at

io
n
 R

e
se

ar
c
h
 A

ss
o
c
ia

ti
o
n
）
に

お
い

て
も

発
表

（
事

前
審

査
有

）
、

国
内

外
の

研
究

者
か

ら
の

反
響

も
大

き
い

。

2

①
幼

児
の

感
性

を
具

体
化

す
る

試
み

：
幼

児
期

の
感

性
尺

度
の

開
発

を
手

が
か

り
と

し
て

、
保

育
学

研
究

、
第

4
7
巻

2
号

、
1
3
2
-
1
4
2
、

2
0
0
9
、

（
2
0
1
0
年

度
学

会
賞

）
②

模
倣

さ
れ

た
子

ど
も

に
も

た
ら

さ
れ

る
身

体
に

よ
る

模
倣

の
機

能
と

役
割

、
保

育
学

研
究

、
第

5
0
巻

2
号

1
4
1
-
1
5
3
、

2
0
1
2

③
模

倣
さ

れ
た

こ
と

か
ら

広
が

る
子

ど
も

間
の

身
体

に
よ

る
相

互
行

為
：
3
歳

児
と

4
歳

児
の

発
達

的
特

徴
を

焦
点

と
し

て
、

子
ど

も
社

会
研

究
、

1
9
号

、
1
0
5
-

1
1
8
、

2
0
1
3

S

　
本

研
究

の
学

術
的

意
義

と
し

て
、

①
と

③
の

論
文

は
細

菌
の

ゲ
ノ

ム
を

解
明

す
る

こ
と

は
関

連
す

る
広

い
領

域
の

研
究

に
基

礎
的

な
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

提
供

す
る

点
で

意
義

が
大

き
い

。
次

世
代

シ
ー

ク
エ

ン
サ

ー
の

登
場

に
よ

り
細

菌
ゲ

ノ
ム

の
塩

基
配

列
自

体
の

決
定

は
容

易
と

な
っ

た
が

、
そ

の
解

析
や

解
釈

が
律

速
要

因
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
問

題
に

対
し

て
、

古
典

的
な

細
菌

学
が

発
展

さ
せ

て
き

た
表

現
形

に
基

づ
く
ユ

ニ
ー

ク
な

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
る

解
決

を
目

指
し

て
い

る
。

③
の

論
文

は
公

開
か

ら
の

2
年

間
で

5
回

引
用

さ
れ

て
い

る
。

　
ま

た
、

こ
の

よ
う

に
最

新
技

術
を

駆
使

し
た

基
礎

的
な

デ
ー

タ
を

も
と

に
、

古
典

的
な

細
菌

学
で

未
解

決
と

な
っ

て
い

る
表

現
形

に
お

け
る

諸
問

題
を

解
決

し
て

い
く
手

法
を

と
っ

て
い

る
の

が
②

の
論

文
で

あ
る

。
消

毒
薬

は
感

染
症

予
防

に
お

い
て

広
く
用

い
ら

て
い

る
化

学
物

質
で

あ
る

が
、

そ
の

効
果

は
微

生
物

の
み

な
ら

ず
使

用
環

境
な

ど
多

く
の

要
因

に
左

右
さ

れ
る

た
め

、
必

ず
し

も
期

待
通

り
の

効
果

が
え

ら
れ

る
と

限
ら

な
い

こ
と

か
ら

あ
ま

り
研

究
が

進
め

ら
れ

て
い

な
い

。
し

か
し

、
こ

の
ま

ま
研

究
を

放
置

す
る

こ
と

は
こ

の
分

野
は

非
科

学
、

あ
る

い
は

似
非

科
学

が
入

り
込

む
余

地
を

与
え

て
し

ま
う

こ
と

に
つ

な
が

り
か

ね
な

い
。

そ
こ

で
最

新
技

術
を

駆
使

し
た

基
礎

的
な

研
究

を
も

と
に

、
実

践
的

な
研

究
を

行
い

、
こ

こ
で

得
ら

れ
た

知
見

を
広

く
社

会
に

還
元

し
て

い
く
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

。
②

の
論

文
は

公
開

か
ら

の
1
年

間
で

2
回

引
用

さ
れ

て
い

る
。

3

①
D

ra
ft

 G
e
n
o
m

e
 S

e
qu

e
n
c
e

o
f 
a 

L
e
gi

o
n
e
lla

pn
e
u
m

o
ph

ila
 S

e
ro

gr
o
u
p 

4
S
tr

ai
n
 C

au
si

n
g

L
e
gi

o
n
e
llo

si
s.

『
G

e
n
o
m

e
A

n
n
o
u
n
c
e
m

e
n
ts

』
2
巻

、
e
0
0
6
0
2
-
1
4
頁

、
 2

0
1
4
年

②
L
ip

o
po

ly
sa

c
c
h
ar

id
e
-

D
e
fi
c
ie

n
t 

M
u
ta

n
ts

 o
f

S
al

m
o
n
e
lla

 e
n
te

ri
c
a 

H
av

e
In

c
re

as
e
d 

S
e
n
si

ti
vi

ty
 t

o
C

at
e
c
h
in

s.
『
A

dv
an

c
e
s 

in
M

ic
ro

bi
o
lo

gy
』
2
0
1
3
巻

、
1
0
3
-
1
0
8
頁

、
 2

0
1
3
年

③
C

o
m

pl
e
te

 G
e
n
o
m

e
S
e
qu

e
n
c
e
 o

f 
B

ac
ill

u
s

c
e
re

u
s 

N
C

7
4
0
1
、

 W
h
ic

h
P

ro
du

c
e
s 

H
ig

h
 L

e
ve

ls
 o

f
th

e
 E

m
e
ti
c
 T

o
xi

n
C

e
re

u
lid

e
.『

J
o
u
rn

al
 o

f
B

ac
te

ri
o
lo

gy
』
1
9
4
巻

、
 1

7
号

4
7
6
7
-
4
7
6
8
頁

、
 2

0
1
2
年

　 幼
児

期
に

お
け

る
感

性
及

び
身

体
的

な
相

互
作

用
に

関
す

る
研

究

本
研

究
は

，
こ

れ
ま

で
感

覚
的

に
し

か
捉

え
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
幼

児
期

の
感

性
と

、
そ

の
感

性
が

発
揮

さ
れ

る
身

体
的

な
相

互
作

用
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）
の

特
徴

を
具

体
化

し
た

も
の

で
あ

る
。

幼
児

期
の

感
性

に
つ

い
て

は
、

尺
度

開
発

の
手

法
を

用
い

て
、

そ
の

行
動

様
式

を
明

ら
か

に
し

た
。

さ
ら

に
、

感
性

が
発

揮
さ

れ
る

場
面

、
特

に
、

こ
れ

ま
で

注
目

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

相
互

行
為

に
お

け
る

受
動

性
と

い
う

視
点

か
ら

、
模

倣
さ

れ
た

子
ど

も
に

着
目

し
、

幼
児

期
の

相
互

行
為

の
発

達
的

特
徴

を
明

ら
か

に
し

た
。

環
境

衛
生

に
関

わ
る

病
原

細
菌

の
研

究

本
研

究
は

、
学

校
等

を
含

む
非

医
療

系
環

境
に

お
い

て
、

よ
り

よ
い

環
境

衛
生

を
達

成
す

る
た

め
に

従
来

は
医

療
系

を
中

心
に

扱
わ

れ
て

き
た

病
原

細
菌

の
動

態
に

対
し

、
ゲ

ノ
ム

や
プ

ロ
テ

オ
ミ

ク
ス

な
ど

最
新

の
手

法
を

用
い

る
と

と
も

に
、

古
典

的
な

細
菌

学
的

手
法

を
駆

使
し

て
分

析
し

た
。

具
体

的
に

は
環

境
衛

生
で

問
題

と
な

る
芽

胞
形

成
細

菌
で

あ
る

セ
レ

ウ
ス

菌
の

完
全

ゲ
ノ

ム
構

造
に

つ
い

て
、

ま
た

環
境

衛
生

が
主

な
予

防
手

段
と

な
る

レ
ジ

オ
ネ

ラ
菌

の
ド

ラ
フ

ト
ゲ

ノ
ム

構
造

に
つ

い
て

報
告

し
た

。
ま

た
、

消
毒

効
果

が
期

待
さ

れ
て

い
る

茶
カ

テ
キ

ン
が

食
中

毒
菌

で
あ

る
サ

ル
モ

ネ
ラ

属
菌

に
ど

の
よ

う
に

作
用

す
る

の
か

検
討

を
重

ね
て

い
る

。
本

研
究

を
統

合
的

に
活

用
し

、
環

境
衛

生
に

お
け

る
病

原
細

菌
の

動
態

、
ま

た
そ

の
消

毒
法

な
ど

に
つ

い
て

、
非

医
療

現
場

に
お

け
る

対
処

法
を

提
言

し
て

い
る

。

１．研究活動
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S

　
①

は
当

該
分

野
で

国
際

的
に

定
評

あ
る

レ
フ

ェ
リ

ー
制

の
学

術
雑

誌
「
S
c
h
o
o
l 
H

e
al

th
」
に

掲
載

さ
れ

た
論

文
で

あ
る

。
未

成
年

者
が

健
康

に
生

き
て

い
く
た

め
の

能
力

（
L
if
e
 S

ki
lls

）
を

効
果

的
に

形
成

す
る

た
め

に
、

幾
つ

か
の

条
件

群
を

設
定

し
て

介
入

を
行

い
、

最
も

効
果

的
に

L
if
e
 S

ki
llが

形
成

さ
れ

や
す

い
学

習
指

導
過

程
を

開
発

し
て

い
る

。
論

文
で

は
、

具
体

的
に

開
発

さ
れ

た
学

習
指

導
過

程
が

掲
載

さ
れ

て
お

り
、

国
内

外
の

研
究

者
か

ら
の

反
響

も
大

き
い

。
　

②
は

当
該

分
野

で
権

威
あ

る
レ

フ
ェ

リ
ー

制
の

学
術

雑
誌

「
学

校
保

健
研

究
」
に

掲
載

さ
れ

た
論

文
で

あ
り

、
こ

の
論

文
は

2
0
1
3
年

度
学

会
奨

励
賞

受
賞

論
文

と
し

て
、

翌
2
0
1
4
年

の
年

次
学

会
時

に
学

会
員

に
発

表
が

な
さ

れ
て

い
る

。
論

文
は

未
成

年
者

の
H

e
al

th
 R

is
k行

動
が

誘
発

さ
れ

る
対

人
葛

藤
場

面
を

設
定

し
、

各
場

面
に

ど
の

よ
う

な
心

理
社

会
的

能
力

が
関

わ
る

の
か

を
検

討
し

て
い

る
。

未
成

年
者

の
H

e
al

th
 R

is
k行

動
を

抑
制

す
る

た
め

に
、

こ
れ

ま
で

に
な

い
ユ

ー
モ

ア
等

の
観

点
か

ら
の

対
処

法
が

と
り

あ
げ

ら
れ

て
お

り
、

学
会

等
で

高
く
評

価
さ

れ
て

い
る

。

4

①
E
ff
e
c
ti
ve

 T
e
ac

h
in

g 
-

L
e
ar

n
in

g 
P

ro
c
e
ss

 f
o
r

T
ra

in
in

g 
L
if
e
 S

ki
lls

.
『
A

ss
o
c
ia

ti
o
n
 o

f 
S
c
h
o
o
l

H
e
al

th
』
　

V
o
l.9

、
4
5
-
5
8
、

2
0
1
3

②
対

人
葛

藤
場

面
で

の
断

り
行

動
に

対
す

る
自

己
効

力
感

と
自

己
表

現
ス

キ
ル

、
社

会
的

ス
キ

ル
及

び
ユ

ー
モ

ア
対

処
と

の
関

わ
り

『
学

校
保

健
研

究
』

V
o
l5

4
、

 p
2
0
3
-
2
1
0
、

 2
0
1
2

（
2
0
1
3
年

学
会

奨
励

賞
）

S

　
一

連
の

研
究

の
中

核
部

分
を

な
る

著
作

は
、

『
リ

ス
ク

社
会

の
授

業
づ

く
り

』
と

し
て

東
日

本
大

震
災

後
の

授
業

づ
く
り

理
論

の
変

化
の

必
要

性
を

ま
と

め
た

。
こ

の
議

論
は

、
日

本
教

育
学

会
、

日
本

生
活

指
導

学
会

の
課

題
研

究
に

お
け

る
発

表
と

し
て

も
提

案
し

た
。

そ
れ

ら
の

発
表

は
、

日
本

教
育

学
会

の
『
震

災
と

教
育

』
の

科
研

報
告

書
に

も
掲

載
さ

れ
、

日
本

生
活

指
導

学
会

紀
要

、
日

本
教

育
方

法
学

会
誌

に
も

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

議
論

を
、

教
育

実
践

と
し

て
具

体
化

す
る

も
の

と
し

て
『
原

発
を

授
業

す
る

』
を

編
集

刊
行

し
た

。

5

①
『
リ

ス
ク

社
会

の
授

業
づ

く
り

』
、

白
澤

社
、

2
0
1
3
年

②
『
原

発
を

授
業

す
る

』
、

旬
報

社
、

2
0
1
3
年

③
「
大

震
災

後
の

教
育

学
研

究
の

変
化

を
ど

こ
に

見
る

か
」

日
本

生
活

指
導

学
会

編
『
授

業
研

究
と

校
内

研
修

』
、

図
書

文
化

、
2
0
1
4
、

1
2
0
-
1
3
2
ペ

ー
ジ

教
育

の
内

容
と

な
る

科
学

的
到

達
点

が
複

数
存

在
す

る
場

合
の

教
育

内
容

の
決

定
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
授

業
の

構
成

原
則

の
解

明
に

関
す

る
研

究

本
研

究
は

，
震

災
時

・
後

の
ス

ト
レ

ス
等

に
関

す
る

問
題

や
、

放
射

性
物

質
・
放

射
線

教
育

と
そ

こ
に

お
け

る
リ

ス
ク

評
価

等
、

異
な

る
複

数
の

科
学

的
知

見
が

提
示

さ
れ

て
い

る
問

題
を

学
校

の
授

業
で

扱
う

際
に

、
ど

の
よ

う
な

内
容

が
採

用
さ

れ
て

い
る

か
／

採
用

さ
れ

る
べ

き
か

、
ま

た
、

そ
れ

ら
を

用
い

て
ど

の
よ

う
な

授
業

が
構

想
さ

れ
る

べ
き

か
の

原
則

を
理

論
的

に
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
れ

に
関

わ
る

教
育

実
践

を
蒐

集
し

分
析

し
た

も
の

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

そ
れ

ら
を

踏
ま

え
て

科
学

と
教

育
の

関
係

の
在

り
方

を
問

い
直

す
も

の
で

も
あ

る
。

未
成

年
者

の
H

e
al

th
 R

is
k行

動
に

関
連

す
る

諸
要

因
を

検
討

し
、

自
発

的
な

健
康

行
動

の
獲

得
の

た
め

の
研

究

本
研

究
は

、
未

成
年

者
の

自
発

的
な

健
康

行
動

の
獲

得
を

主
テ

ー
マ

と
し

て
、

対
象

者
の

Q
u
al

it
y 

o
f 
L
if
e
（
生

活
の

質
）
の

向
上

に
焦

点
を

あ
て

た
行

動
変

容
に

つ
い

て
取

り
組

ん
で

き
た

。
具

体
的

に
は

、
児

童
・
生

徒
に

視
点

を
あ

て
、

H
e
al

th
 R

is
k行

動
の

関
連

要
因

を
探

り
、

そ
の

関
連

要
因

に
効

果
的

に
対

処
す

る
た

め
に

、
現

在
の

学
校

現
場

で
注

目
さ

れ
て

い
る

意
志

決
定

や
問

題
解

決
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

学
習

指
導

過
程

の
開

発
や

、
学

校
で

の
総

合
的

健
康

教
育

実
施

の
た

め
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
開

発
を

行
っ

た
。

S

　
①

の
論

文
は

、
こ

れ
ま

で
重

要
と

さ
れ

な
が

ら
も

思
弁

的
論

考
に

留
ま

っ
て

い
た

中
学

生
の

教
師

に
対

す
る

信
頼

感
の

因
子

構
造

と
そ

の
規

定
要

因
を

検
討

し
た

研
究

成
果

で
あ

り
、

心
理

学
の

分
野

で
権

威
が

あ
る

と
さ

れ
る

日
本

教
育

心
理

学
会

の
学

術
雑

誌
「
教

育
心

理
学

研
究

」
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
②

の
論

文
は

、
中

学
生

の
教

師
に

対
す

る
信

頼
感

と
そ

の
規

定
要

因
で

あ
る

過
去

の
教

師
と

の
関

わ
り

経
験

と
の

関
連

を
検

討
し

た
研

究
成

果
で

あ
り

、
教

師
－

生
徒

関
係

に
新

た
な

視
点

を
も

た
ら

し
た

点
が

評
価

さ
れ

、
①

と
同

様
「
教

育
心

理
学

研
究

」
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

③
の

著
書

は
、

①
、

②
の

論
文

等
か

ら
構

成
さ

れ
、

そ
の

重
要

性
が

改
め

て
指

摘
さ

れ
て

い
る

生
徒

の
教

師
に

対
す

る
信

頼
感

と
そ

の
関

連
要

因
を

中
学

校
か

ら
大

学
ま

で
発

達
的

に
明

ら
か

に
し

た
著

書
で

あ
る

。
当

該
著

書
は

、
そ

の
社

会
的

意
義

が
認

め
ら

れ
、

科
学

研
究

費
補

助
金

、
研

究
成

果
公

開
促

進
費

の
助

成
の

も
と

出
版

さ
れ

た
（
「
生

徒
の

教
師

に
対

す
る

信
頼

感
に

関
す

る
研

究
」
研

究
代

表
：
研

究
課

題
番

号
2
3
5
2
3
1
）
。

6

①
中

学
生

の
教

師
に

対
す

る
信

頼
感

と
そ

の
規

定
要

因
　

教
育

心
理

学
研

究
、

 5
4
、

 4
5
3
‐

4
6
3
.（

2
0
0
6
）

②
中

学
生

の
教

師
に

対
す

る
信

頼
感

と
教

師
と

の
関

わ
り

経
験

と
の

関
連

　
教

育
心

理
学

研
究

、
 5

7
、

 4
9
‐
6
1
.（

2
0
0
9
）

③
生

徒
の

教
師

に
対

す
る

信
頼

感
に

関
す

る
研

究
　

風
間

書
房

（
2
0
1
2
）

生
徒

の
教

師
に

対
す

る
信

頼
感

に
関

す
る

研
究

本
研

究
は

，
教

師
と

生
徒

の
信

頼
感

の
重

要
性

と
，

青
年

期
の

特
定

の
他

者
と

の
信

頼
感

の
重

要
性

を
踏

ま
え

，
こ

れ
ま

で
重

要
と

さ
れ

な
が

ら
も

思
弁

的
論

考
に

留
ま

っ
て

い
た

「
生

徒
の

教
師

に
対

す
る

信
頼

感
」
を

実
証

的
に

検
討

し
，

そ
の

構
造

や
規

定
要

因
を

明
ら

か
に

し
た

。
従

来
の

教
師

－
生

徒
関

係
の

研
究

が
，

教
師

側
の

要
因

に
着

目
し

て
い

た
の

に
対

し
，

本
研

究
で

は
生

徒
側

の
要

因
に

着
目

し
，

喫
緊

の
教

育
課

題
と

な
っ

て
い

る
教

師
‐
生

徒
関

係
を

新
た

な
枠

組
み

か
ら

捉
え

な
お

し
た

こ
と

は
独

創
的

で
あ

る
。

１．研究活動
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S

　
①

～
③

の
業

績
は

全
て

、
全

国
的

に
定

評
あ

る
レ

フ
ェ

リ
ー

制
の

学
会

誌
に

掲
載

さ
れ

た
業

績
で

あ
る

。
特

に
①

に
つ

い
て

は
、

2
0
1
0
年

度
日

本
産

業
教

育
学

会
の

桐
原

賞
（
奨

励
賞

）
を

授
与

さ
れ

て
い

る
。

　
日

本
に

お
い

て
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

重
要

性
が

指
摘

さ
れ

る
中

、
国

際
比

較
研

究
の

重
要

性
が

高
ま

っ
て

い
る

が
、

こ
れ

ま
で

は
ア

メ
リ

カ
の

理
論

や
実

践
に

関
す

る
も

の
が

大
部

分
を

占
め

て
き

た
。

筆
者

の
研

究
は

、
経

済
・
文

化
・
教

育
機

会
・
就

職
機

会
な

ど
多

様
な

側
面

に
お

い
て

格
差

拡
大

や
、

そ
の

背
景

と
し

て
の

移
民

問
題

、
社

会
的

包
摂

・
排

除
問

題
に

直
面

す
る

フ
ラ

ン
ス

に
着

目
し

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

独
自

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
提

示
し

た
。

　
な

お
、

一
連

の
業

績
は

2
0
1
3
年

度
に

博
士

学
位

申
請

論
文

と
し

て
ま

と
め

ら
れ

、
早

稲
田

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
に

提
出

さ
れ

た
。

さ
ら

に
、

平
成

2
6
年

度
科

学
研

究
費

補
助

金
（
研

究
成

果
公

開
促

進
費

）
の

助
成

を
受

け
、

2
0
1
5
年

1
月

末
に

刊
行

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

（
『
フ

ラ
ン

ス
の

学
校

教
育

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
成

立
と

展
開

』
風

間
書

房
、

印
刷

済
）
。

7

①
1
8
8
0
〜

1
9
1
0
年

代
フ

ラ
ン

ス
に

お
け

る
職

業
指

導
の

展
開

と
実

践
－

小
学

校
で

の
教

科
指

導
を

通
し

た
職

業
観

・
勤

労
観

の
育

成
－

、
『
産

業
教

育
学

研
究

』
4
0
巻

2
号

、
1
6
-
2
3

頁
、

 2
0
1
0
年

②
フ

ラ
ン

ス
の

「
学

級
生

活
の

時
間

」
に

お
け

る
「
進

路
へ

の
教

育
」
の

実
践

－
教

員
と

資
料

専
門

員
と

の
連

携
に

着
目

し
て

－
、

『
日

本
特

別
活

動
学

会
紀

要
』
第

1
9
号

、
4
3
-
5
2
頁

、
2
0
1
1
年

③
フ

ラ
ン

ス
の

進
路

指
導

に
お

け
る

教
員

と
相

談
員

と
の

連
携

－
リ

ヨ
ン

郊
外

の
教

育
困

難
校

を
事

例
と

し
て

－
、

『
キ

ャ
リ

ア
教

育
研

究
』
3
0
巻

第
1
号

、
1
5
-

2
3
頁

、
2
0
1
1
年

フ
ラ

ン
ス

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
成

立
と

展
開

に
関

す
る

研
究

本
研

究
は

、
日

本
で

も
キ

ャ
リ

ア
教

育
と

し
て

新
し

い
展

開
を

み
て

い
る

、
生

徒
が

主
体

的
に

進
路

を
選

択
す

る
能

力
を

育
て

る
教

育
に

つ
い

て
、

フ
ラ

ン
ス

に
焦

点
を

当
て

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
発

生
と

展
開

の
過

程
を

歴
史

的
に

解
明

す
る

と
共

に
、

現
代

の
制

度
、

原
理

、
実

践
、

課
題

に
つ

な
げ

る
こ

と
で

、
進

路
形

成
に

関
す

る
機

能
の

変
容

と
そ

の
影

響
を

明
ら

か
に

し
た

。
従

来
の

研
究

が
焦

点
を

当
て

て
き

た
ア

メ
リ

カ
と

は
異

な
る

、
進

路
に

対
す

る
独

自
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

分
析

し
た

こ
と

は
画

期
的

で
あ

る
。

S

①
国

内
外

の
出

版
社

か
ら

学
術

書
（
単

著
）
と

し
て

出
版

さ
れ

た
業

績
で

あ
る

場
合

。
　

本
業

績
は

、
文

章
か

ら
の

知
識

獲
得

を
初

め
と

す
る

学
習

過
程

に
関

す
る

過
去

の
主

要
な

研
究

を
ま

と
め

、
そ

れ
ら

に
基

づ
い

て
有

効
な

教
授

学
習

の
方

法
に

つ
い

て
示

し
た

著
書

で
あ

る
。

本
業

績
を

収
め

る
書

籍
は

多
く
の

大
学

で
教

科
書

と
し

て
採

用
さ

れ
、

重
版

が
決

ま
っ

て
い

る
。

②
「
当

該
分

野
の

全
国

的
に

定
評

あ
る

レ
フ

ェ
リ

ー
制

の
学

会
誌

・
専

門
学

術
誌

等
に

掲
載

さ
れ

た
業

績
で

あ
る

場
合

。
 」

　
本

業
績

は
、

大
学

生
の

専
門

的
文

章
の

読
解

の
仕

方
に

関
す

る
研

究
で

、
高

等
教

育
に

お
け

る
指

導
改

善
に

示
唆

を
与

え
る

内
容

を
含

む
論

文
で

あ
る

。
③

国
内

外
の

出
版

社
か

ら
学

術
書

（
単

著
）
と

し
て

出
版

さ
れ

た
業

績
で

あ
る

場
合

。
　

本
業

績
は

、
著

者
の

文
理

解
過

程
に

関
す

る
研

究
の

過
去

の
英

文
論

文
や

、
学

会
発

表
賞

を
受

賞
し

た
研

究
、

国
内

学
術

誌
に

掲
載

さ
れ

た
論

文
等

に
つ

い
て

ま
と

め
、

概
説

し
た

著
書

で
あ

る
。

8

①
知

識
の

構
造

と
獲

得
　

授
業

の
心

理
学

：
認

知
心

理
学

か
ら

み
た

教
育

方
法

論
　

福
村

出
版

　
pp

.4
3
-
6
0
．

　
(2

0
1
4
)

②
大

学
生

の
専

門
的

文
章

の
読

解
に

お
け

る
未

知
語

の
意

味
の

推
測

過
程

　
日

本
教

育
工

学
会

論
文

誌
、

3
7
(s

u
pp

l.)
、

5
-
8
．

　
(2

0
1
3
)

③
文

の
意

味
表

象
の

形
成

過
程

　
　

　
　

 心
理

学
研

究
の

新
世

紀
　

第
1
巻

　
認

知
・
学

習
心

理
学

　
ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

書
房

pp
.4

5
6
-
4
6
9
.　

(2
0
1
2
)

人
間

の
言

語
理

解
に

関
す

る
研

究

本
テ

ー
マ

は
，

人
間

の
知

識
獲

得
や

学
習

の
基

本
で

あ
る

言
語

の
理

解
に

関
す

る
も

の
で

，
複

数
の

語
か

ら
な

る
句

や
文

の
レ

ベ
ル

に
関

す
る

研
究

や
，

よ
り

大
き

な
文

章
の

レ
ベ

ル
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

る
。

　
句

レ
ベ

ル
に

関
し

て
は

，
理

解
プ

ロ
セ

ス
を

説
明

す
る

モ
デ

ル
構

築
や

そ
の

実
験

的
検

証
等

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
，

文
章

レ
ベ

ル
に

関
し

て
は

，
例

え
ば

高
等

教
育

に
資

す
る

研
究

と
し

て
，

大
学

生
が

専
門

的
文

章
を

読
む

際
，

未
知

の
用

語
の

意
味

を
ど

の
よ

う
に

推
測

し
て

読
む

の
か

等
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
，

文
章

理
解

を
通

し
て

の
知

識
獲

得
メ

カ
ニ

ズ
ム

等
に

関
す

る
テ

キ
ス

ト
の

執
筆

も
行

っ
て

い
る

。
　

こ
の

よ
う

に
本

テ
ー

マ
は

，
人

間
の

認
知

過
程

そ
の

も
の

を
探

る
基

礎
的

な
領

域
か

ら
，

教
授

学
習

過
程

へ
の

示
唆

を
与

え
る

応
用

的
な

領
域

ま
で

を
カ

バ
ー

す
る

有
意

義
な

も
の

で
あ

る
。

１．研究活動
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S
S

　
本

英
文

書
：
『
L
e
ss

o
n
 S

tu
dy

 a
n
d 

C
u
rr

ic
u
lu

m
 m

an
ag

e
m

e
n
t 

in
 J

ap
an

 F
o
c
u
si

n
g 

o
n
 A

c
ti
o
n

R
e
se

ar
c
h
』
　

は
、

国
際

的
に

も
一

定
の

評
価

を
受

け
て

お
り

、
そ

の
著

書
内

容
に

つ
い

て
の

国
際

的
講

演
依

頼
、

及
び

そ
の

成
果

普
及

が
散

見
で

き
る

。
そ

の
客

観
的

根
拠

は
①

～
③

の
通

り
で

あ
る

。

①
 A

E
O

 “
N

az
ar

ba
ye

v 
In

te
lle

c
tu

al
 s

c
h
o
o
ls

”
 c

o
n
du

c
ts

 I
n
te

rn
at

io
n
al

 r
e
se

ar
c
h
-
to

-
pr

ac
ti
c
e

c
o
n
fe

re
n
c
e
 “

E
du

c
at

io
n
 P

o
lic

y、
 P

ra
c
ti
c
e
 a

n
d 

R
e
se

ar
c
h
”
 A

st
an

a、
 2

3
-
2
4
 O

c
to

be
r 

2
0
1
4
.

に
お

け
る

招
待

講
演

、
及

び
教

育
省

の
中

央
研

修
・
講

師
を

依
頼

さ
れ

た
。

②
 T

h
e
 W

o
rl
d 

A
ss

o
c
ia

ti
o
n
 o

f 
L
e
ss

o
n
 S

tu
di

e
s、

 I
n
do

n
e
si

a、
 2

5
-
2
8
 N

o
ve

m
be

r 
2
0
1
4
で

は
、

香
港

教
育

省
の

依
頼

で
sy

m
po

si
u
m

発
表

と
な

っ
て

い
る

。

③
 当

該
英

文
書

は
、

中
国

語
に

翻
訳

さ
れ

て
出

版
予

定
で

あ
る

。
翻

訳
者

：
前

愛
知

教
育

大
学

・
客

員
教

授
 P

ro
fe

ss
o
r 

、
 H

u
n
an

 N
o
rm

al
 U

n
iv

e
rs

it
y、

 C
h
in

a

9

L
e
ss

o
n
 S

tu
dy

 a
n
d

C
u
rr

ic
u
lu

m
 m

an
ag

e
m

e
n
t 

in
J
ap

an
　

F
o
c
u
si

n
g 

o
n
 A

c
ti
o
n

R
e
se

ar
c
h
,P

P
.1

-
1
6
1
 (
英

文
),

P
P

.1
6
2
-
2
1
2
（
日

本
文

）
,2

0
1
4

赴
任

赴
任

2
0
1
3
.4

月
以

降
の

業
績

は
、

左
の

英
文

書
籍

が
全

て
で

あ
る

。
（
赴

任
前

の
英

文
論

文
を

所
収

し
て

出
版

し
た

も
の

で
あ

る
。

）

我
国

に
お

け
る

､L
e
ss

o
n
 S

tu
dy

 a
n
d 

C
u
rr

ic
u
lu

m
 m

an
ag

e
m

e
n
t

に
関

す
る

研
究

 英
文

執
筆

の
本

著
　

（
資

料
は

日
本

語
）
は

、
我

国
の

教
育

学
の

海
外

発
信

を
念

頭
に

置
き

、
国

際
的

な
競

争
力

の
開

拓
を

意
図

し
た

点
に

最
大

の
特

徴
が

あ
る

。
特

に
、

L
e
ss

o
n
 S

tu
dy

は
1
0
0
年

以
上

の
歴

史
を

持
ち

、
本

概
念

に
着

目
し

た
W

o
rl
d 

A
ss

o
c
ia

ti
o
n
 o

f
L
e
ss

o
n
 S

tu
di

e
sが

設
立

さ
れ

る
等

、
我

国
の

教
育

学
・
教

育
実

践
の

価
値

が
国

際
的

に
評

価
さ

れ
つ

つ
あ

る
。

こ
う

し
た

文
脈

に
鑑

み
、

次
に

注
目

さ
れ

る
概

念
が

C
u
rr

ic
u
lu

m
 M

an
ag

e
m

e
n
t 

、
及

び
方

法
論

と
し

て
の

A
c
ti
o
n
 R

e
se

ar
c
h
で

あ
り

、
究

極
的

に
は

我
が

国
の

教
育

実
践

の
再

開
拓

に
も

帰
結

す
る

と
考

え
て

い
る

。

S
S

　
①

は
2
0
1
4
年

度
の

日
本

大
学

評
価

学
会

の
田

中
昌

人
賞

を
受

賞
し

た
論

文
で

あ
る

。
こ

の
論

文
は

、
特

に
教

育
財

政
研

究
の

新
し

い
理

論
枠

組
み

を
提

起
し

た
と

い
う

点
で

評
価

が
高

く
、

教
育

制
度

学
会

や
日

本
教

育
学

会
に

お
い

て
も

教
育

財
政

を
テ

ー
マ

と
す

る
新

し
い

課
題

別
セ

ッ
シ

ョ
ン

が
設

け
ら

れ
、

執
筆

者
は

い
ず

れ
も

本
業

績
を

ふ
ま

え
た

研
究

発
表

を
行

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
教

育
関

連
学

会
の

み
な

ら
ず

財
政

法
分

野
に

お
い

て
も

注
目

を
集

め
、

招
待

講
演

を
依

頼
さ

れ
、

そ
こ

で
の

研
究

成
果

に
つ

い
て

は
③

と
し

て
刊

行
さ

れ
て

い
る

。
本

研
究

は
、

①
の

研
究

発
表

後
に

着
実

に
前

進
を

み
せ

、
初

等
中

等
教

育
分

野
か

ら
高

等
教

育
分

野
な

ら
び

に
生

涯
学

習
分

野
へ

も
理

論
適

用
可

能
範

囲
を

広
げ

る
こ

と
に

成
功

し
、

そ
の

研
究

業
績

と
し

て
②

の
も

の
が

あ
る

。

1
0

①
「
教

育
に

お
け

る
公

費
・
私

費
概

念
―

そ
の

日
本

的
特

質
―

」
（
福

祉
国

家
構

想
研

究
会

編
『
公

教
育

の
無

償
性

を
実

現
す

る
―

教
育

財
政

法
の

再
構

築
―

』
大

月
書

店
、

2
0
1
2
年

8
月

、
3
3
9
-
3
7
7
頁

）
②

「
日

本
に

お
け

る
青

年
期

の
学

習
費

保
障

と
生

活
保

障
制

度
の

横
断

的
検

討
」
（
『
「
無

償
教

育
の

漸
進

的
導

入
」
と

大
学

界
改

革
』
晃

洋
書

房
、

2
0
1
4
年

3
月

、
1
1
5
-
1
3
8
頁

）
③

「
大

学
運

営
と

市
場

原
理

」
日

本
財

政
法

学
会

編
『
大

学
運

営
と

税
財

政
法

上
の

課
題

』
（
全

国
会

計
職

員
協

会
、

2
0
1
4

年
、

3
2
-
4
8
頁

）

戦
後

日
本

に
お

け
る

教
育

財
政

構
造

の
研

究

　
本

研
究

は
、

戦
後

日
本

の
教

育
財

政
構

造
の

成
立

と
展

開
を

ふ
ま

え
そ

の
日

本
的

特
質

を
分

析
し

解
明

し
た

も
の

で
あ

る
。

こ
れ

ま
で

の
戦

後
教

育
財

政
研

究
で

は
、

「
教

育
費

」
に

お
け

る
公

財
政

教
育

支
出

と
私

費
負

担
に

の
み

着
目

を
し

て
き

た
が

、
日

本
型

雇
用

の
成

立
と

解
体

お
よ

び
そ

の
も

と
で

の
子

育
て

・
福

祉
制

度
と

を
関

連
付

け
て

考
察

す
る

こ
と

に
よ

り
、

日
本

型
の

教
育

財
政

構
造

を
析

出
す

る
こ

と
に

成
功

し
た

。
あ

わ
せ

て
「
教

育
財

政
」
と

「
福

祉
制

度
」

の
横

断
的

な
理

論
枠

組
み

を
提

起
す

る
重

要
な

知
見

を
提

供
し

た
。
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地
歌

『
越

後
獅

子
』
歌

詞
の

研
究

地
歌

『
越

後
獅

子
』
は

、
非

常
に

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
で

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

そ
の

難
解

な
歌

詞
は

完
全

に
解

明
さ

れ
て

は
い

な
い

。
「
様

々
」
あ

げ
ら

れ
る

「
お

国
名

物
」
は

、
言

葉
遊

び
に

満
ち

た
歌

詞
の

せ
い

で
、

ど
こ

に
何

が
歌

わ
れ

て
い

る
の

か
判

然
と

し
な

い
と

こ
ろ

が
あ

る
。

本
研

究
は

、
作

詞
者

が
参

照
し

た
可

能
性

の
あ

る
百

科
事

典
・
俳

書
・
地

誌
の

越
後

名
物

と
『
越

後
獅

子
』
の

「
お

国
名

物
」
を

照
合

し
、

そ
の

著
し

い
一

致
か

ら
、

「
お

国
名

物
」
と

し
て

あ
げ

ら
れ

る
物

と
産

地
を

全
て

解
明

す
る

こ
と

に
成

功
し

た
。

1
2

①
地

歌
『
越

後
獅

子
』
歌

詞
の

表
現

世
界

―
「
お

国
名

物
」
の

選
出

と
そ

れ
に

か
か

わ
る

問
題

―
、

日
本

歌
謡

学
会

誌
「
日

本
歌

謡
研

究
」
第

五
十

四
号

、
2
0
1
4
年

②
「
地

唄
の

中
お

国
名

物
あ

っ
た

　
「
越

後
獅

子
」
新

た
に

五
つ

解
読

　
愛

教
大

・
教

授
、

学
会

誌
発

表
へ

」
あ

る
い

は
「
地

唄
に

お
国

名
物

５
種

　
「
越

後
獅

子
」
か

ら
解

読
　

愛
教

大
・
教

授
、

新
た

に
」
と

し
て

、
「
朝

日
新

聞
」
2
0
1
4
0
6
1
1
朝

刊
三

河
版

・
知

多
版

・
尾

張
版

・
名

古
屋

版
に

掲
載

S

　
当

該
分

野
に

お
け

る
全

国
的

規
模

の
学

会
で

あ
る

日
本

歌
謡

学
会

で
2
0
1
3
年

に
口

頭
発

表
し

、
そ

の
学

会
誌

「
日

本
歌

謡
研

究
」
へ

の
掲

載
を

認
め

ら
れ

た
。

地
歌

歌
詞

研
究

は
従

来
手

薄
だ

っ
た

分
野

で
あ

り
、

今
回

、
よ

く
知

ら
れ

る
『
越

後
獅

子
』
の

歌
詞

を
完

全
解

明
し

た
こ

と
は

、
地

歌
歌

詞
研

究
と

い
う

分
野

の
開

拓
に

つ
な

が
る

と
期

待
さ

れ
る

。
ま

た
、

地
歌

は
現

在
も

歌
わ

れ
て

い
る

古
典

音
楽

で
あ

る
が

、
歌

詞
の

研
究

が
遅

れ
て

い
る

た
め

、
意

味
が

わ
か

ら
な

い
ま

ま
演

奏
・
鑑

賞
さ

れ
る

と
い

っ
た

ケ
ー

ス
が

少
な

く
な

い
。

伝
統

文
化

へ
の

貢
献

と
い

う
点

か
ら

も
、

評
価

さ
れ

る
べ

き
研

究
成

果
と

思
わ

れ
る

。
実

際
、

2
0
1
4
年

、
西

宮
市

の
箏

三
絃

な
か

に
し

に
お

い
て

開
か

れ
た

「
竹

山
順

子
～

古
典

の
夕

べ
～

」
で

は
、

『
越

後
獅

子
』
に

関
す

る
歌

詞
解

説
が

好
評

を
博

し
た

。
そ

し
て

、
愛

知
県

内
限

定
で

は
あ

る
も

の
の

、
朝

日
新

聞
に

と
り

あ
げ

ら
れ

て
研

究
成

果
が

周
知

さ
れ

た
こ

と
は

、
演

奏
者

・
鑑

賞
者

に
と

っ
て

朗
報

だ
っ

た
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

る
。

S

【
学

術
的

意
義

】
　

①
の

論
文

は
、

小
学

校
に

お
け

る
実

態
と

課
題

を
明

ら
か

に
し

た
研

究
成

果
で

あ
り

、
理

科
教

育
学

の
分

野
で

権
威

の
あ

る
日

本
理

科
教

育
学

会
が

出
し

て
い

る
研

究
成

果
物

を
掲

載
す

る
学

術
雑

誌
「
理

科
教

育
学

研
究

」
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
②

の
論

文
は

、
中

学
校

に
お

け
る

実
態

と
課

題
を

明
ら

か
に

し
た

研
究

成
果

で
あ

り
、

実
践

に
基

づ
く
教

科
教

育
学

の
分

野
で

権
威

の
あ

る
臨

床
教

科
教

育
学

会
の

学
術

雑
誌

「
臨

床
教

科
教

育
学

会
誌

」
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

　
な

お
、

本
研

究
の

基
盤

と
な

る
「
野

外
自

然
体

験
学

習
の

推
進

を
図

る
学

校
教

育
と

教
員

の
在

り
方

に
関

す
る

実
践

研
究

」
に

お
い

て
2
0
0
8
年

に
博

士
（
学

校
教

育
学

）
を

兵
庫

教
育

大
学

よ
り

授
与

し
て

い
た

だ
き

、
2
0
0
9
年

に
刊

行
を

し
た

．
こ

の
書

に
つ

い
て

は
日

本
理

科
教

育
学

会
誌

に
お

い
て

も
紹

介
を

さ
れ

、
理

科
教

育
関

係
者

に
影

響
を

与
え

た
．

【
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

】
　

①
と

②
の

論
文

の
前

に
、

幼
稚

園
と

保
育

所
に

お
け

る
野

外
自

然
体

験
活

動
の

実
態

と
課

題
に

関
す

る
研

究
成

果
を

、
日

本
理

科
教

育
学

会
誌

「
理

科
教

育
学

研
究

」
、

第
5
2
巻

、
第

１
号

、
8
7
－

9
6
ペ

ー
ジ

、
2
0
1
1
．

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

。
幼

児
教

育
、

小
学

校
教

育
、

中
学

校
教

育
全

体
を

通
し

た
野

外
自

然
体

験
学

習
の

実
態

と
課

題
を

明
ら

か
に

し
、

今
後

各
学

校
種

に
お

い
て

ど
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

し
て

い
け

ば
よ

い
の

か
に

つ
い

て
、

具
体

的
に

提
言

を
し

て
い

っ
た

こ
と

は
、

関
係

学
会

か
ら

も
高

い
評

価
を

受
け

て
い

る
。

1
1

①
小

学
校

教
育

に
お

け
る

野
外

自
然

体
験

学
習

の
実

態
と

課
題

に
関

す
る

研
究

 :
 教

師
の

意
識

を
ふ

ま
え

て
、

日
本

理
科

教
育

学
会

誌
、

「
理

科
教

育
学

研
究

」
、

第
5
3
巻

、
第

1
号

、
1
3
3
－

1
4
6
ペ

ー
ジ

、
2
0
1
2
．

②
中

学
校

教
育

に
お

け
る

野
外

自
然

体
験

学
習

の
実

態
と

課
題

に
関

す
る

研
究

 :
 教

師
の

意
識

を
ふ

ま
え

て
、

臨
床

教
科

教
育

学
会

誌
、

「
臨

床
教

科
教

育
学

会
誌

」
、

第
1
4
巻

、
第

1
号

、
1
0
9
－

1
1
8
ペ

ー
ジ

、
2
0
1
4
．

学
校

教
育

に
お

け
る

野
外

自
然

体
験

学
習

の
実

態
と

課
題

に
関

す
る

研
究

　 　
本

研
究

は
，

東
京

都
と

神
奈

川
県

の
公

立
小

学
校

，
並

び
に

中
学

校
に

お
け

る
，

(1
)．

自
然

事
象

と
理

科
指

導
に

対
す

る
教

師
の

意
識

の
実

態
，

(2
)．

野
外

自
然

体
験

学
習

の
実

施
状

況
，

(3
)．

野
外

自
然

体
験

学
習

の
実

施
内

容
の

調
査

結
果

に
基

づ
き

，
野

外
自

然
体

験
学

習
の

実
態

を
明

ら
か

に
し

た
。

　
ま

た
，

各
学

校
種

に
お

け
る

課
題

を
明

ら
か

に
し

た
。

さ
ら

に
，

小
・

中
学

校
教

育
に

お
け

る
野

外
自

然
体

験
学

習
の

推
進

に
向

け
た

改
善

の
方

向
性

に
つ

い
て

提
言

を
行

っ
た

。
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江
戸

の
読

書
会

に
関

す
る

研
究

　 本
書

は
江

戸
時

代
の

共
同

読
書

法
で

あ
る

会
読

を
焦

点
に

し
た

、
伊

藤
仁

斎
・
荻

生
徂

徠
か

ら
明

治
維

新
・
自

由
民

権
運

動
期

ま
で

の
新

た
な

視
角

か
ら

の
教

育
・
政

治
思

想
史

の
研

究
書

で
あ

る
。

な
お

本
書

は
、

第
3
2
回

角
川

源
義

賞
（
歴

史
研

究
部

門
、

0
1
0
年

1
2

月
）
を

受
賞

し
た

拙
著

『
江

戸
後

期
の

思
想

空
間

』
（
ぺ

り
か

ん
社

、
2
0
0
9
年

刊
）
の

会
読

に
関

す
る

研
究

を
も

と
に

し
て

い
る

。

1
4

『
ア

ジ
ア

共
通

歴
史

学
習

の
可

能
性

ｰ
解

釈
型

歴
史

学
習

の
史

的
研

究
ｰ

』
（
梓

出
版

社
，

2
0
1
3
年

）
主

な
主

な
書

評

１
．

『
図

書
新

聞
』
3
1
5
5
号

（
梅

野
正

信
書

評
2
0
1
4
年

4
月

1
2

日
）

２
．

『
探

究
』
2
5
号

（
舩

尾
日

出
志

書
評

2
0
1
4
年

2
月

）

S

　
本

研
究

は
、

著
者

が
2
0
1
1
年

7
月

に
出

版
し

た
単

著
『
解

釈
型

歴
史

学
習

の
す

す
め

ー
対

話
を

重
視

し
た

社
会

科
歴

史
ー

』
を

発
展

さ
せ

た
も

の
で

あ
る

。
国

内
で

定
評

あ
る

書
評

専
門

紙
『
図

書
新

聞
』
に

お
い

て
、

書
評

と
し

て
取

り
上

げ
ら

れ
、

「
今

日
の

歴
史

学
習

の
課

題
を

日
本

の
歴

史
教

育
史

か
ら

鮮
や

か
に

描
き

出
す

研
究

」
と

評
価

さ
れ

た
。

ま
た

、
日

本
に

お
い

て
社

会
科

教
育

学
研

究
の

中
心

で
あ

る
全

国
社

会
科

教
育

学
会

機
関

誌
『
社

会
科

研
究

』
に

お
い

て
も

書
評

と
し

て
取

り
上

げ
ら

れ
、

「
学

術
書

で
あ

り
な

が
ら

、
歴

史
教

育
改

革
を

願
う

広
い

読
者

に
理

解
し

受
け

入
れ

ら
れ

易
い

書
」
と

そ
の

社
会

的
な

影
響

力
を

評
価

さ
れ

た
。

本
書

に
基

づ
き

、
2
0
1
4
年

8
月

に
韓

国
釜

山
教

育
大

学
に

お
い

て
開

催
さ

れ
た

韓
国

社
会

科
教

育
研

究
学

会
年

次
学

術
大

会
に

招
聘

さ
れ

講
演

し
た

（
テ

ー
マ

：
国

家
・
社

会
的

葛
藤

を
超

え
て

相
生

を
模

索
す

る
社

会
科

教
育

）
。

さ
ら

に
2
0
1
4
年

1
2
月

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

ス
ラ

バ
ヤ

大
学

に
お

い
て

開
催

さ
れ

た
国

際
会

議
（
S
o
c
ia

l 
S
tu

di
e
s 

C
h
al

le
n
ge

 i
n
 T

h
e
 I
m

pl
e
m

e
n
ta

ti
o
n
 E

ra
 o

f
A

F
T
A

 2
0
1
5
）
に

も
招

聘
さ

れ
、

本
書

に
基

づ
き

講
演

し
た

。
国

内
の

出
版

社
か

ら
学

術
書

（
単

著
）
と

し
て

出
版

さ
れ

た
業

績
で

あ
る

。

ア
ジ

ア
共

通
歴

史
学

習
の

可
能

性
に

関
す

る
研

究
　 本

書
は

，
2
0
世

紀
前

半
か

ら
現

代
ま

で
の

「
解

釈
型

歴
史

学
習

」
の

系
譜

を
整

理
し

，
現

代
的

意
義

と
方

法
的

特
色

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
で

，
歴

史
認

識
の

対
立

を
乗

り
越

え
る

，
市

民
と

生
徒

の
た

め
の

歴
史

学
習

論
を

明
ら

か
に

し
た

も
の

で
あ

る
。

2
0
1
3
年

度
科

学
研

究
費

助
成

事
業

（
研

究
成

果
公

開
促

進
費

）
学

術
図

書
の

助
成

を
受

け
て

出
版

し
た

（
課

題
番

号
2
5
5
2
5
5
）

1
3

『
江

戸
の

読
書

会
』
（
平

凡
社

選
書

、
2
0
1
2
年

）
に

対
す

る
書

評 学
会

誌
な

ど
１

、
『
日

本
教

育
史

往
来

』
2
0
8

号
（
森

田
智

幸
書

評
、

日
本

教
育

史
研

究
会

、
2
0
1
4
年

2
月

）
２

、
『
自

由
民

権
』
2
7
号

（
中

村
春

作
書

評
、

町
田

市
立

自
由

民
権

資
料

館
、

2
0
1
4
年

3
月

）
３

、
『
年

報
政

治
学

　
2
0
1
4
－

１
』
（
中

田
喜

万
書

評
、

日
本

政
治

学
会

、
2
0
1
4
年

6
月

）
　

４
、

『
平

成
2
5
年

度
　

日
本

通
信

教
育

学
会

　
研

究
論

集
』
（
白

石
克

己
書

評
、

2
0
1
4
年

6
月

）
新

聞
・
雑

誌
な

ど
１

、
読

売
新

聞
2
0
1
2
年

1
1
月

1
8

日
）
。

　
２

、
日

本
経

済
新

聞
（
2
0
1
2
年

1
1
月

1
8
日

）
。

　
３

、
朝

日
新

聞
（
2
0
1
2
年

1
2
月

2
日

）
。

　
４

、
日

新
聞

2
0
1
2
年

1
2

月
1
6
日

）
。

　
５

．
共

同
通

信
社

（
2
0
1
2
年

1
1
月

1
2
日

）
。

６
、

熊
本

日
日

新
聞

（
2
0
1
2
年

1
1
月

1
8
日

）
。

　
７

、
京

都
新

聞
（
1
2

月
1
6
日

）
。

　
８

、
週

刊
読

書
人

（
2
0
1
2
年

1
2
月

7
日

）
。

　
９

、
文

芸
春

秋
（
2
0
1
3
年

2
月

号
）
。

S
S

【
学

術
的

意
義

】
　

本
書

は
、

第
3
2
回

角
川

源
義

賞
（
歴

史
研

究
部

門
、

2
0
1
0
年

1
2
月

）
を

受
賞

し
た

『
江

戸
後

期
の

思
想

空
間

』
（
ぺ

り
か

ん
社

、
2
0
0
9
年

刊
）
の

会
読

に
関

す
る

研
究

を
も

と
に

、
「
「
会

読
」
と

い
う

一
つ

の
切

り
口

か
ら

、
近

世
～

近
代

日
本

思
想

史
全

体
を

構
成

し
直

そ
う

と
す

る
、

知
的

刺
激

に
満

ち
た

著
作

で
あ

る
」
（
中

村
春

作
氏

書
評

、
『
自

由
民

権
』
2
7
号

）
。

本
書

は
日

本
思

想
史

の
学

会
の

み
な

ら
ず

、
近

接
す

る
日

本
政

治
学

会
、

日
本

教
育

史
研

究
会

、
日

本
通

信
教

育
学

会
の

書
評

で
も

取
り

上
げ

ら
れ

、
「
本

書
の

明
快

な
主

張
は

誰
を

も
魅

了
す

る
に

違
い

な
い

」
（
中

田
喜

万
氏

書
評

、
『
年

報
政

治
学

2
0
1
4
－

1
』
）
、

「
1
8
世

紀
初

頭
か

ら
幕

末
維

新
期

に
い

た
る

ま
で

の
知

的
実

践
の

歴
史

的
展

開
を

描
き

出
す

と
い

う
、

魅
力

的
な

書
籍

」
（
森

田
智

幸
氏

書
評

、
『
日

本
教

育
史

往
来

』
2
0
8
号

）
と

、
高

い
評

価
を

受
け

て
い

る
。

ま
た

本
書

に
関

し
て

、
福

沢
諭

吉
協

会
の

交
詢

社
土

曜
セ

ミ
ナ

ー
（
2
0
1
4
年

1
2
月

6
日

）
で

、
「
江

戸
の

読
書

会
の

思
想

的
な

可
能

性
」
と

い
う

演
題

で
、

招
待

講
演

を
行

っ
て

い
る

。
な

お
本

書
に

関
連

す
る

成
果

と
し

て
、

①
と

②
で

は
江

戸
期

の
思

想
史

全
体

を
分

析
し

、
③

で
は

日
本

思
想

史
研

究
史

に
お

け
る

方
法

論
的

な
位

置
づ

け
を

行
っ

て
い

る
。

【
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

】
　

本
書

は
、

「
江

戸
時

代
の

会
読

を
、

日
本

の
伝

統
文

化
と

し
て

の
「
再

発
見

」
し

た
意

義
は

大
き

い
」
（
日

本
経

済
新

聞
、

2
0
1
2
年

1
1
月

1
8
日

）
、

「
江

戸
の

読
書

会
の

風
景

を
前

に
、

湧
き

い
ず

る
痛

切
な

る
問

い
」
（
東

京
新

聞
、

2
0
1
2
年

1
2
月

1
6
日

）
を

投
げ

か
け

て
い

る
と

、
数

多
く
の

新
聞

・
雑

誌
の

書
評

に
も

取
り

上
げ

ら
れ

、
高

い
評

価
を

受
け

て
い

る
（
読

売
新

聞
、

2
0
1
2
年

1
1
月

1
8
日

。
朝

日
新

聞
、

2
0
1
2
年

1
2
月

2
日

。
共

同
通

信
社

、
2
0
1
2
年

1
1
月

1
2
日

。
熊

本
日

日
新

聞
、

2
0
1
2
年

1
1
月

1
8
日

。
京

都
新

聞
、

2
0
1
2

年
1
2
月

1
6
日

。
週

刊
読

書
人

、
2
0
1
2
年

1
2
月

7
日

。
『
文

芸
春

秋
』
2
0
1
3
年

2
月

号
。

『
雑

誌
プ

レ
ジ

デ
ン

ト
』
2
0
1
3
年

2
月

4
日

）
。
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1
6

①
 R

e
m

ar
ks

 o
n
 H

ilb
e
rt

id
e
n
ti
ti
e
s、

 i
so

m
e
tr

ic
e
m

be
dd

in
gs

、
 a

n
d 

in
va

ri
an

t
c
u
ba

tu
re

、
 S

t.
 P

e
te

rs
bu

rg
M

at
h
. 
J
.、

 2
5
(4

):
1
3
9
-
-
1
8
1
、

2
0
1
3
.

②
 L

o
w

e
r 

bo
u
n
ds

 f
o
r 

th
e

m
in

im
u
m

 d
ia

m
e
te

r 
o
f

in
te

gr
al

 p
o
in

t 
se

ts
、

A
u
st

ra
la

s.
 J

. 
C

o
m

bi
n
、

5
6
:1

3
9
-
-
1
4
3
、

 2
0
1
3
．

③
 A

 g
e
o
m

e
tr

ic
al

c
h
ar

ac
te

ri
za

ti
o
n
 o

f
st

ro
n
gl

y 
re

gu
la

r 
gr

ap
h
s、

L
in

e
ar

 A
lg

e
br

a 
A

pp
l.

4
3
7
(1

0
):
2
5
8
7
-
-
2
6
0
0
、

2
0
1
2
.

S
S

　
①

、
②

、
③

共
に

国
際

的
な

数
学

雑
誌

に
掲

載
さ

れ
た

代
数

的
組

合
せ

論
の

業
績

に
関

す
る

論
文

で
あ

る
。

特
に

、
①

が
掲

載
さ

れ
た

雑
誌

は
、

代
数

的
組

合
せ

論
の

研
究

者
以

外
に

も
認

知
さ

れ
る

数
学

分
野

の
有

名
な

一
般

誌
で

あ
り

、
一

定
の

評
価

を
与

え
る

こ
と

が
出

来
る

。
③

が
掲

載
さ

れ
た

雑
誌

は
、

基
礎

科
目

で
あ

る
線

形
代

数
学

に
関

わ
る

業
績

を
掲

載
す

る
雑

誌
で

あ
り

、
他

の
数

学
分

野
の

研
究

者
か

ら
も

認
知

さ
れ

、
本

研
究

が
線

形
代

数
学

の
本

質
的

な
貢

献
を

果
た

し
て

い
る

こ
と

を
意

味
す

る
。

②
の

業
績

の
内

容
に

つ
い

て
、

ア
メ

リ
カ

・
テ

キ
サ

ス
州

の
テ

キ
サ

ス
大

学
ブ

ラ
ウ

ン
ズ

ビ
ル

校
主

催
で

2
0
1
3
年

4
月

に
行

わ
れ

た
国

際
研

究
集

会
「
F
if
th

 D
is

c
re

te
 G

e
o
m

e
tr

y 
an

d 
A

lg
e
br

ai
c

C
o
m

bi
n
at

o
ri
c
s 

C
o
n
fe

re
n
c
e
」
に

招
待

さ
れ

、
「
E
ig

e
n
va

lu
e
s 

o
f 
la

rg
e
 d

is
ta

n
c
e
 s

e
ts

 a
n
d 

it
s

ap
pl

ic
at

io
n
s」

の
題

目
で

講
演

を
行

っ
た

。

有
限

点
配

置
理

論
か

ら
み

る
代

数
的

組
合

せ
論

の
研

究

球
面

や
ユ

ー
ク

リ
ッ

ド
空

間
上

に
，

あ
る

意
味

で
「
良

い
」
と

さ
れ

る
点

の
配

置
を

与
え

，
そ

の
隣

接
関

係
よ

り
得

ら
れ

る
代

数
的

な
構

造
を

研
究

対
象

に
し

て
い

る
。

群
の

組
合

せ
論

的
一

般
化

で
あ

る
ア

ソ
シ

エ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ー

ム
の

言
葉

を
用

い
て

，
良

い
と

さ
れ

る
点

の
配

置
に

新
た

な
特

徴
づ

け
を

与
え

る
こ

と
，

ま
た

逆
に

点
の

配
置

か
ら

新
た

な
代

数
的

構
造

を
発

見
す

る
こ

と
が

主
な

問
題

で
あ

る
。

本
研

究
対

象
は

，
球

面
の

理
論

を
拡

張
し

た
，

よ
り

抽
象

的
な

空
間

に
お

い
て

も
注

目
さ

れ
始

め
て

い
る

。

1
5

①
『
中

国
語

の
程

度
表

現
の

体
系

的
研

究
』
白

帝
社

　
2
0
1
1

②
『
中

国
の

量
的

修
飾

構
造

の
研

究
』
好

文
出

版
　

2
0
1
2

S

　
①

は
中

国
語

と
日

本
語

に
お

け
る

程
度

副
詞

に
つ

い
て

対
照

研
究

の
立

場
か

ら
考

察
し

た
も

の
で

あ
る

。
東

京
都

立
大

学
(論

文
）
博

士
学

位
取

得
論

文
(2

0
0
1
年

3
月

6
日

付
)の

公
刊

で
あ

る
。

「
本

書
は

中
国

語
と

日
本

語
の

対
照

研
究

・
副

詞
研

究
の

両
方

に
お

け
る

研
究

の
方

法
と

課
題

を
示

し
て

お
り

、
中

国
語

と
日

本
語

の
対

照
研

究
を

志
す

者
に

も
、

日
本

語
副

詞
研

究
を

志
す

者
に

も
、

示
唆

に
富

ん
だ

内
容

と
な

っ
て

い
る

」
と

評
価

さ
れ

、
中

日
対

照
言

語
学

会
か

ら
中

日
対

照
言

語
学

賞
(カ

シ
オ

学
術

賞
）
が

2
0
1
0
月

8
月

に
、

語
彙

研
究

会
（
日

本
）
か

ら
公

益
信

託
田

島
毓

堂
語

彙
研

究
基

金
学

術
賞

（
田

島
毓

堂
賞

）
が

2
0
1
0
年

9
月

に
そ

れ
ぞ

れ
授

与
さ

れ
た

。
　

②
は

現
代

中
国

語
の

多
様

な
程

度
表

現
の

実
態

を
、

綿
密

な
例

文
分

析
と

体
系

的
な

観
点

か
ら

追
究

す
る

程
度

副
詞

研
究

の
専

門
書

で
あ

る
。

本
書

は
中

国
語

の
程

度
表

現
に

お
け

る
肯

定
命

題
と

否
定

命
題

と
の

関
係

、
前

置
的

修
飾

と
後

置
的

修
飾

と
の

関
係

及
び

複
合

的
修

飾
な

ど
と

い
っ

た
文

法
的

機
能

に
つ

い
て

体
系

的
に

分
析

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

今
後

の
研

究
に

有
効

な
方

法
論

も
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
③

現
代

中
国

語
に

お
け

る
量

的
修

飾
構

造
に

つ
い

て
こ

れ
ま

で
に

な
い

分
類

法
と

分
析

法
を

用
い

、
体

系
的

に
考

察
し

た
専

門
書

で
あ

る
。

本
書

は
中

国
語

に
お

け
る

量
的

修
飾

構
造

の
存

在
、

そ
の

多
様

性
と

複
雑

性
を

鮮
明

に
浮

か
び

上
が

ら
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

そ
の

成
果

は
今

後
の

副
詞

研
究

だ
け

で
な

く
、

動
詞

や
形

容
詞

な
ど

の
研

究
に

対
し

て
も

大
き

な
影

響
を

与
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
学

術
の

国
際

交
流

に
も

寄
与

す
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
と

思
わ

れ
る

。

程
度

表
現

の
研

究

本
研

究
は

中
国

語
の

程
度

副
詞

に
関

し
，

従
来

よ
り

課
題

と
な

っ
て

い
た

程
度

表
現

と
否

定
命

題
や

量
的

修
飾

構
造

と
の

関
係

に
つ

い
て

，
一

般
言

語
学

の
理

論
を

用
い

，
分

析
・
解

明
し

た
も

の
で

あ
る

。
こ

の
手

法
は

，
程

度
表

現
シ

ス
テ

ム
が

解
明

で
き

た
と

い
う

点
で

画
期

的
で

あ
り

，
こ

れ
に

よ
り

程
度

副
詞

が
否

定
命

題
・
量

的
修

飾
構

造
と

の
共

起
も

許
容

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

が
明

ら
か

と
な

り
，

詳
細

な
用

例
分

析
を

通
し

て
，

中
国

語
が

多
様

な
程

度
表

現
形

式
を

有
す

る
言

語
で

あ
る

こ
と

を
示

す
こ

と
が

で
き

た
。
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1
9

①
 A

to
m

ic
-
sc

al
e
 P

e
e
lin

g 
o
f

G
ra

ph
e
n
e
、

 A
pp

lie
d

P
h
ys

ic
s 

E
xp

re
ss

、
 V

o
l. 

5
、

0
6
5
1
0
2
、

2
0
1
2
.

②
ナ

ノ
カ

ー
ボ

ン
の

原
子

ス
ケ

ー
ル

の
剥

離
と

接
着

、
 日

本
物

理
学

会
誌

、
 5

月
号

、
V

o
l.6

8
  
p.

3
0
9
、

 2
0
1
3
年

 ③
 C

6
0
/
グ

ラ
フ

ェ
ン

界
面

構
造

の
合

成
と

超
潤

滑
特

性
、

日
本

機
械

学
会

誌
、

 1
2
月

号
V

o
l.1

1
6
 N

o
.1

1
4
1
 p

.5
7
、

2
0
1
3
年

.

S
S

　
①

、
 ②

、
 ③

を
含

む
「
摩

擦
の

科
学

」
の

研
究

活
動

、
普

及
活

動
に

よ
っ

て
、

氏
は

2
0
1
4
年

日
本

表
面

科
学

会
の

フ
ェ

ロ
ー

称
号

を
授

与
さ

れ
て

い
る

。
氏

は
超

潤
滑

分
子

ベ
ア

リ
ン

グ
材

料
の

実
用

化
を

進
め

る
た

め
に

、
科

学
技

術
振

興
機

構
（
J
S
T
）
実

用
化

の
た

め
の

育
成

研
究

「
グ

ラ
フ

ァ
イ

ト
と

フ
ラ

ー
レ

ン
に

よ
る

超
潤

滑
シ

ス
テ

ム
の

実
用

化
研

究
」
を

行
い

そ
の

後
、

J
S
T
の

フ
ィ

ー
ジ

ビ
リ

テ
ィ

ス
タ

デ
ィ

　
可

能
性

発
掘

タ
イ

プ
（
起

業
検

証
）
で

起
業

化
、

実
用

化
の

研
究

を
行

っ
て

き
た

。
摩

擦
研

究
の

普
及

活
動

と
し

て
平

成
1
9
年

度
及

び
平

成
2
2
年

度
に

は
「
摩

擦
の

科
学

」
に

関
す

る
国

際
会

議
を

愛
知

県
伊

良
湖

、
三

重
県

伊
勢

志
摩

で
そ

れ
ぞ

れ
開

催
し

た
。

氏
は

日
本

表
面

科
学

会
に

摩
擦

の
科

学
研

究
部

会
を

設
置

し
、

日
本

表
面

科
学

会
学

術
講

演
会

で
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

企
画

し
、

摩
擦

研
究

を
通

し
て

関
連

す
る

研
究

者
・
技

術
者

を
日

本
表

面
科

学
会

に
集

結
さ

せ
る

活
動

も
行

っ
て

い
る

。
氏

の
活

動
は

、
摩

擦
の

科
学

研
究

部
会

を
受

け
皿

と
し

て
、

世
界

の
研

究
者

・
技

術
者

と
の

交
流

を
深

め
る

こ
と

を
可

能
し

、
日

本
表

面
科

学
会

の
国

際
的

な
知

名
度

の
向

上
に

貢
献

し
て

い
る

。

1
8

①
 I
de

n
ti
fi
c
at

io
n
 o

f 
a

n
o
n
c
au

sa
l 
It
o
 p

ro
c
e
ss

 f
ro

m
th

e
 s

to
c
h
as

ti
c
 F

o
u
ri
e
r

c
o
e
ff
ic

ie
n
ts

、
 B

u
ll.

 S
c
i.

M
at

h
.、

 v
o
l.1

3
8
-
1
、

 1
4
7
-
-

1
6
3
. 
 (
2
0
1
4
)

S

　
こ

の
論

文
は

ノ
イ

ズ
に

よ
り

増
幅

さ
れ

た
デ

ー
タ

（
確

率
フ

ー
リ

エ
係

数
）
か

ら
の

元
の

ラ
ン

ダ
ム

関
数

の
復

元
問

題
の

嚆
矢

を
な

す
論

文
の

一
つ

で
あ

る
。

本
研

究
に

対
し

て
平

成
2
5
年

度
か

ら
３

年
間

、
科

学
研

究
費

の
交

付
を

受
け

て
い

る
。

平
成

2
6
年

1
2
月

に
は

共
同

研
究

者
の

立
命

館
大

学
特

任
教

授
が

こ
の

研
究

テ
ー

マ
で

フ
ラ

ン
ス

国
立

先
端

技
術

学
校

(E
N

S
T
A

)で
招

待
講

演
を

行
っ

て
い

る
。

確
率

フ
ー

リ
エ

係
数

の
研

究

本
研

究
は

，
従

来
の

フ
ー

リ
エ

係
数

に
よ

る
関

数
の

復
元

問
題

を
，

関
数

を
ラ

ン
ダ

ム
な

関
数

に
，

デ
ー

タ
た

る
フ

ー
リ

エ
係

数
を

ラ
ン

ダ
ム

な
ノ

イ
ズ

の
付

随
を

表
す

確
率

積
分

に
よ

り
与

え
ら

れ
る

も
の

（
確

率
フ

ー
リ

エ
係

数
）
に

設
定

し
直

し
た

場
合

に
考

察
す

る
も

の
で

あ
る

。
こ

の
設

定
下

で
は

従
来

の
フ

ー
リ

エ
理

論
に

み
ら

れ
る

同
型

性
な

ど
の

整
然

と
し

た
性

質
が

崩
れ

る
一

方
で

，
不

十
分

な
デ

—
タ

の
下

で
の

復
元

可
能

性
が

見
い

だ
さ

れ
る

な
ど

，
ラ

ン
ダ

ム
ネ

ス
に

由
来

す
る

興
味

深
い

性
質

が
現

れ
て

い
る

。

ナ
ノ

カ
ー

ボ
ン

の
原

子
ス

ケ
ー

ル
の

剥
離

と
接

着
に

関
す

る
研

究

本
論

文
は

,グ
ラ

フ
ァ

イ
ト

基
板

上
で

の
カ

ー
ボ

ン
ナ

ノ
チ

ュ
ー

ブ
や

単
層

グ
ラ

フ
ェ

ン
の

原
子

ス
ケ

ー
ル

で
の

剥
離

・
接

着
特

性
を

実
験

的
に

調
べ

た
も

の
で

あ
る

。
原

子
ス

ケ
ー

ル
で

の
剥

離
力

お
よ

び
接

着
力

に
は

, 
グ

ラ
フ

ァ
イ

ト
基

板
上

で
の

カ
ー

ボ
ン

ナ
ノ

チ
ュ

ー
ブ

と
グ

ラ
フ

ェ
ン

の
滑

り
力

が
反

映
し

て
い

る
こ

と
, 
さ

ら
に

原
子

ス
ケ

ー
ル

で
の

剥
離

・
接

着
に

は
グ

ラ
フ

ァ
イ

ト
基

板
上

を
滑

る
グ

ラ
フ

ァ
イ

ト
フ

レ
ー

ク
の

振
る

舞
い

と
同

様
に

グ
ラ

フ
ァ

イ
ト

の
積

層
関

係
を

維
持

す
よ

う
な

滑
り

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

1
7

①
『
「
知

の
創

造
」
の

視
点

か
ら

の
統

計
的

リ
テ

ラ
シ

ー
の

階
層

に
対

す
る

再
検

討
』
、

科
学

教
育

研
究

、
 v

o
l. 

3
5
、

 N
o
. 
2
、

pp
.1

0
1
-
1
1
0
. 
2
0
1
1
年

S

　
わ

が
国

の
代

表
的

な
科

学
教

育
研

究
の

雑
誌

に
掲

載
さ

れ
た

統
計

的
リ

テ
ラ

シ
ー

に
関

す
る

研
究

で
あ

る
。

ま
た

、
我

が
国

の
教

育
課

程
に

お
い

て
、

統
計

に
関

す
る

内
容

は
充

実
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

現
行

教
育

課
程

に
お

い
て

、
中

学
校

数
学

科
に

「
資

料
の

活
用

」
領

域
、

高
等

学
校

数
学

Ⅰ
に

「
デ

ー
タ

の
分

析
」
が

新
設

さ
れ

る
な

ど
取

り
組

み
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

本
論

文
は

そ
れ

ら
新

設
領

域
の

指
導

の
方

向
性

も
示

唆
す

る
提

案
が

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

。
こ

の
論

文
及

び
研

究
成

果
が

認
め

ら
れ

、
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
か

ら
「
デ

ー
タ

の
分

析
」
担

当
の

作
問

委
員

の
委

嘱
を

受
け

、
文

部
科

学
省

に
よ

る
教

育
課

程
実

施
状

況
調

査
の

「
資

料
の

活
用

」
領

域
の

結
果

分
析

委
員

の
委

嘱
を

受
け

た
。

統
計

的
リ

テ
ラ

シ
ー

の
階

層
性

に
関

す
る

研
究

本
研

究
は

，
統

計
関

連
内

容
の

指
導

の
目

標
概

念
と

し
て

議
論

さ
れ

る
統

計
的

リ
テ

ラ
シ

ー
に

着
目

し
，

そ
の

階
層

構
造

を
日

本
の

生
徒

を
対

象
と

す
る

調
査

に
よ

り
項

目
反

応
理

論
を

用
い

て
分

析
す

る
こ

と
で

明
ら

か
に

し
た

。
こ

れ
ま

で
の

研
究

に
お

い
て

は
，

統
計

情
報

に
対

す
る

「
批

判
的

解
釈

」
を

統
計

的
リ

テ
ラ

シ
ー

の
最

上
位

に
位

置
付

け
る

視
点

が
主

流
で

あ
っ

た
が

，
統

計
情

報
か

ら
新

規
の

情
報

や
仮

説
を

作
り

出
す

創
造

性
を

リ
テ

ラ
シ

ー
の

内
容

と
し

て
新

た
に

取
り

入
れ

，
具

体
化

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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2
0

①
（
招

待
講

演
）
 2

0
1
4
:

T
ro

pi
c
al

 a
n
d 

e
xt

ra
tr

o
pi

c
al

c
o
n
n
e
c
ti
o
n
s 

as
so

c
ia

te
d

w
it
h
 Q

B
O

 a
n
d 

E
N

S
O

.
S
P

A
R

C
 2

0
1
4
 G

e
n
e
ra

l
A

ss
e
m

bl
y、

 Q
u
e
e
n
st

o
w

n
、

N
e
w

 Z
e
al

an
d.

 （
2
0
1
4
年

１
月

1
7
日

発
表

）
②

（
招

待
講

演
）
 2

0
1
3
:

E
N

S
O

-
in

du
c
e
d 

c
h
an

ge
s 

in
th

e
 n

o
rt

h
e
rn

 w
in

te
r

st
ra

to
sp

h
e
re

 r
e
vi

si
te

d:
R

e
su

lt
s 

fr
o
m

 J
R

A
-

2
5
/
J
C

D
A

S
 r

e
an

al
ys

is
 a

n
d

J
M

A
 h

in
dc

as
t 

da
ta

. 
W

C
R

P
R

e
gi

o
n
al

 W
o
rk

sh
o
p 

o
n

S
tr

at
o
sp

h
e
re

-
T
ro

po
sp

h
e
re

P
ro

c
e
ss

e
s 

an
d 

th
e
ir
 R

o
le

in
 C

lim
at

e
、

 K
yo

to
、

 J
ap

an
.

（
2
0
1
3
年

４
月

２
日

発
表

）
③

 2
0
1
0
a:

 O
bs

e
rv

e
d

C
o
n
n
e
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
S
tr

at
o
sp

h
e
ri
c
 Q

u
as

i-
bi

e
n
n
ia

l 
O

sc
ill

at
io

n
 w

it
h
 E

l
N

iñ
o
–
S
o
u
th

e
rn

 O
sc

ill
at

io
n

in
 R

ad
io

so
n
de

 D
at

a、
 J

.
G

e
o
ph

ys
. 
R

e
s.

、
 1

1
5
、

D
1
8
1
2
0
、

do
i:1

0
.1

0
2
9
/
2
0
1
0
J
D

0
1
4
3
2

5
.

S
S

　
氏

の
左

記
研

究
成

果
及

び
そ

の
他

の
関

連
論

文
な

ど
は

、
国

際
会

議
に

お
け

る
招

待
講

演
・
国

際
的

に
定

評
あ

る
レ

フ
ェ

リ
ー

付
き

学
術

論
文

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

本
学

研
究

評
価

基
準

に
よ

り
、

当
該

（
気

象
学

・
気

候
学

）
分

野
に

お
い

て
卓

越
し

た
水

準
に

あ
る

と
言

え
る

。

　
特

に
成

果
①

は
、

氏
の

専
門

（
成

層
圏

と
気

候
）
分

野
に

お
け

る
中

核
的

国
際

会
議

の
第

五
回

総
会

に
お

け
る

招
待

講
演

で
あ

り
、

特
筆

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

。
こ

の
会

議
の

参
加

者
は

、
世

界
各

国
か

ら
の

約
3
0
0
人

で
あ

り
、

そ
の

う
ち

日
本

人
は

2
6
人

で
あ

っ
た

（
2
0
1
4
、

日
本

気
象

学
会

・
天

気
、

6
1
、

5
6
5
-

5
7
2
）
。

日
本

人
の

招
待

講
演

は
、

氏
の

も
の

が
唯

一
で

あ
っ

た
。

　
招

待
講

演
①

、
②

の
背

景
に

は
、

論
文

③
（
学

会
誌

の
書

評
で

取
り

上
げ

ら
れ

た
）
や

、
そ

の
他

の
論

文
（
2
0
0
6
、

J
. 
C

lim
at

e
、

3
2
4
-
3
3
2
；
2
0
0
8
、

J
. 
A

tm
o
s.

 S
c
i.、

1
4
4
2
-
1
4
5
4
 ；

2
0
1
5
、

J
. 
M

e
t.
 S

o
c
.

J
ap

an
、

2
0
1
5
-
0
0
7
）
な

ど
、

氏
が

、
国

際
的

に
定

評
あ

る
レ

フ
ェ

リ
ー

付
き

学
術

雑
誌

に
継

続
的

に
論

文
発

表
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

。

成
層

圏
―

対
流

圏
結

合
系

の
変

動
と

力
学

に
関

す
る

研
究

本
研

究
は

、
成

層
圏

と
対

流
圏

が
結

合
し

た
変

動
・
力

学
の

諸
相

（
エ

ル
ニ

ー
ニ

ョ
/
南

方
振

動
に

伴
う

準
二

年
周

期
振

動
の

変
調

、
こ

れ
ら

二
要

因
に

伴
う

北
半

球
成

層
圏

の
変

化
）
に

つ
い

て
調

査
し

た
。

こ
れ

ら
の

結
果

は
、

成
層

圏
・
対

流
圏

大
気

に
お

け
る

遠
隔

結
合

の
理

解
・
予

測
の

重
要

性
を

指
摘

す
る

。
特

に
、

今
後

、
対

流
圏

の
中

長
期

（
天

気
）
予

報
に

対
す

る
成

層
圏

影
響

の
評

価
の

必
要

性
を

喚
起

す
る

。
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2
2

①
D

e
n
si

ty
-
w

av
e
 i
n
st

ab
ili

ty
in

 a
 t

w
o
-
di

m
e
n
si

o
n
al

di
po

la
r 

F
e
rm

i 
ga

s､
P

h
ys

ic
al

R
e
vi

e
w

 A
、

 V
o
lu

m
e
 8

2
、

Is
su

e
 1

、
 2

9
 J

u
ly

 2
0
1
0
、

A
rt

ic
le

 n
u
m

be
r 

0
1
3
6
4
3
、

2
0
1
0
年

S
S

　
本

業
績

は
物

理
分

野
の

国
際

的
に

定
評

の
あ

る
P

h
ys

ic
al

 R
e
vi

e
w

 A
誌

に
掲

載
さ

れ
た

業
績

で
あ

る
。

引
用

文
献

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

で
あ

る
S
c
o
pu

sに
よ

れ
ば

、
①

の
論

文
の

被
引

用
回

数
は

２
０

１
４

年
１

０
月

現
在

で
３

５
件

を
数

え
る

。
ま

た
本

業
績

に
関

連
し

て
、

２
０

１
０

年
５

月
に

開
催

さ
れ

た
国

際
会

議
"
U

lt
ra

c
o
ld

 F
e
rm

i 
G

as
: 
S
u
pe

rf
lu

id
it
y 

an
d 

S
tr

o
n
g 

C
o
rr

e
la

ti
o
n
"
で

は
"
D

e
n
si

ty
 W

av
e
 I
n
st

ab
ili

ty
o
f 
Q

u
as

i-
2
D

 D
ip

o
la

r 
F
e
rm

i 
G

as
e
s"

の
演

題
で

招
待

講
演

を
行

っ
た

。
本

業
績

は
、

凝
縮

系
物

理
分

野
の

み
な

ら
ず

、
原

子
核

分
野

な
ど

の
量

子
多

体
系

の
研

究
分

野
に

も
重

要
な

貢
献

を
な

し
て

い
る

。

２
次

元
双

極
子

フ
ェ

ル
ミ

気
体

の
研

究

本
研

究
は

，
双

極
子

フ
ェ

ル
ミ

気
体

に
関

し
て

，
従

来
ま

で
考

察
さ

れ
て

こ
な

か
っ

た
２

次
元

系
に

お
け

る
気

体
の

安
定

性
と

相
転

移
現

象
に

つ
い

て
調

べ
た

理
論

研
究

で
あ

る
。

双
極

子
フ

ェ
ル

ミ
気

体
で

は
粒

子
間

に
働

く
非

等
方

的
相

互
作

用
の

引
力

効
果

に
よ

り
，

気
体

が
安

定
に

存
在

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
て

い
た

。
こ

の
困

難
を

克
服

す
る

た
め

に
，

気
体

を
２

次
元

的
な

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

に
閉

じ
込

め
る

こ
と

を
我

々
は

既
に

提
案

し
て

い
た

も
の

の
，

実
際

に
そ

の
安

定
性

を
調

べ
た

研
究

は
な

か
っ

た
。

そ
こ

で
我

々
は

こ
の

問
題

に
着

手
し

，
従

来
の

引
力

効
果

に
よ

る
不

安
定

性
に

加
え

て
，

粒
子

間
相

互
作

用
の

長
距

離
斥

力
効

果
が

密
度

波
形

成
を

も
た

ら
す

こ
と

を
発

見
し

た
。

本
研

究
は

，
安

定
な

密
度

波
の

発
生

と
い

う
２

次
元

双
極

子
フ

ェ
ル

ミ
気

体
特

有
の

相
転

移
現

象
の

存
在

を
は

じ
め

て
指

摘
し

た
と

い
う

点
で

画
期

的
で

あ
っ

た
。

2
1

①
A

 t
ax

o
n
o
m

ic
 s

tu
dy

 o
f

W
h
it
e
h
e
ad

’
s 

to
rr

e
n
t 

fr
o
g、

M
e
ri
st

o
ge

n
ys

 w
h
it
e
h
e
ad

i、
w

it
h
 d

e
sc

ri
pt

io
n
 o

f 
tw

o
n
e
w

 s
pe

c
ie

s 
(A

m
ph

ib
ia

:
R

an
id

ae
).
 Z

o
o
lo

gi
c
al

J
o
u
rn

al
 o

f 
th

e
 L

in
n
e
an

S
o
c
ie

ty
 1

6
1
: 
1
5
7
-
1
8
3
.

2
0
1
1
.

②
A

 s
u
rv

e
y 

o
f

m
o
rp

h
o
lo

gi
c
al

 v
ar

ia
ti
o
n
 i
n

ad
u
lt
 M

e
ri
st

o
ge

n
ys

am
o
ro

pa
la

m
u
s 

(A
m

ph
ib

ia
、

A
n
u
ra

、
 R

an
id

ae
)、

 w
it
h
 a

de
sc

ri
pt

io
n
 o

f 
a 

n
e
w

c
ry

pt
ic

 s
pe

c
ie

s.
 Z

o
o
ta

xa
2
9
0
5
: 
3
3
-
5
6
.2

0
1
1
.

S
S

　
①

は
動

物
分

類
学

分
野

と
し

て
は

国
際

的
に

定
評

の
あ

る
Z
o
o
lo

gi
c
al

 J
o
u
rn

al
 o

f 
th

e
 L

in
n
e
an

S
o
c
ie

ty
誌

（
2
0
1
3
年

 ト
ム

ソ
ン

・
ロ

イ
タ

ー
社

 I
m

pa
c
t 

F
ac

to
r 

2
.6

5
8
）
 に

掲
載

さ
れ

た
業

績
で

あ
る

。
引

用
文

献
デ

ー
タ

べ
ー

ス
で

あ
る

S
c
o
pu

sに
よ

れ
ば

①
の

論
文

の
被

引
用

回
数

は
２

０
１

５
年

１
月

現
在

で
１

３
件

で
あ

る
。

②
は

動
物

分
類

学
分

野
で

速
報

性
の

高
い

オ
ン

ラ
イ

ン
ジ

ャ
ー

ナ
ル

と
し

て
知

ら
れ

る
Z
o
o
ta

xa
誌

（
同

Im
pa

c
t 

F
ac

to
r 

1
.0

6
0
）
に

掲
載

さ
れ

た
業

績
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
業

績
は

日
本

学
術

振
興

会
の

特
別

研
究

員
奨

励
費

（
D

C
1
）
の

助
成

を
受

け
て

行
わ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

ボ
ル

ネ
オ

ハ
ヤ

セ
ガ

エ
ル

属
に

関
す

る
系

統
分

類
学

的
研

究

本
研

究
で

は
，

東
南

ア
ジ

ア
に

生
息

す
る

ボ
ル

ネ
オ

ハ
ヤ

セ
ガ

エ
ル

に
関

し
て

、
分

子
遺

伝
学

的
お

よ
び

形
態

学
的

ア
プ

ロ
ー

チ
か

ら
多

様
性

を
解

明
し

、
複

数
の

新
種

記
載

を
行

う
と

と
も

に
、

分
類

学
的

な
混

乱
を

整
理

し
た

。
本

属
の

幼
生

は
、

腹
面

に
大

型
の

吸
盤

を
持

つ
な

ど
形

態
的

な
特

殊
化

が
著

し
く
、

分
類

学
的

に
重

要
な

形
質

が
幼

生
期

に
現

れ
る

こ
と

が
多

い
。

本
研

究
で

は
そ

れ
に

着
目

し
、

従
来

利
用

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

新
形

質
の

比
較

に
基

づ
い

て
、

分
類

学
的

な
整

理
を

行
っ

た
点

が
評

価
さ

れ
て

い
る

。
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2
4

①
 『

N
e
w

 I
n
si

gh
ts

 o
n

S
c
ie

n
c
e
 E

du
c
at

io
n
 i
n
 A

si
an

C
o
u
n
tr

ie
s 

an
d 

A
re

as
 -

K
o
re

a、
 C

h
in

a 
(B

e
iji

n
g、

H
o
n
g 

K
o
n
g、

 S
h
an

gh
ai

)、
T
ai

w
an

 a
n
d 

S
in

ga
po

re
-
』
、

P
ro

c
e
e
di

n
gs

 o
f 
th

e
S
ym

po
si

u
m

 a
t 

th
e
 6

0
th

A
n
n
u
al

 M
e
e
ti
n
g 

o
f 
th

e
S
o
c
ie

ty
 o

f 
J
ap

an
 S

c
ie

n
c
e

T
e
ac

h
in

g、
 4

9
p.

、
 2

0
1
0
.

②
『
現

代
理

科
の

教
育

改
革

の
特

色
と

そ
の

具
現

化
　

世
界

の
科

学
教

育
改

革
を

視
野

に
入

れ
て

』
、

東
洋

館
出

版
社

、
第

4
章

 ア
ジ

ア
諸

国
の

科
学

教
育

改
革

と
日

本
へ

の
示

唆
、

pp
.1

7
7
-
2
2
4
、

2
0
1
0
年

.
③

日
本

理
科

教
育

学
会

編
著

『
今

こ
そ

理
科

の
学

力
を

問
う

新
し

い
学

力
を

育
成

す
る

視
点

』
、

東
洋

館
出

版
社

、
第

2
章

諸
外

国
が

考
え

る
科

学
の

学
力

、
P

P
.6

6
-
8
9
、

2
0
1
2
年

.

S
S

　
科

研
費

に
よ

る
本

研
究

の
研

究
成

果
に

つ
い

て
は

、
①

の
よ

う
に

、
2
0
1
0
年

8
月

に
開

催
し

た
日

本
理

科
教

育
学

会
全

国
大

会
で

の
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（
日

本
理

科
教

育
学

会
国

際
交

流
委

員
会

と
の

共
同

企
画

）
に

お
い

て
、

研
究

分
担

者
や

研
究

協
力

者
の

協
働

に
よ

り
研

究
発

表
の

形
で

提
供

さ
れ

、
参

会
者

と
の

協
議

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
も

還
元

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
図

書
と

し
て

も
②

・
③

の
よ

う
に

、
日

本
理

科
教

育
学

会
の

責
任

編
纂

に
よ

る
発

行
図

書
の

一
部

を
構

成
す

る
形

で
、

本
研

究
の

研
究

分
担

者
や

研
究

協
力

者
に

よ
っ

て
研

究
成

果
に

基
づ

く
執

筆
が

な
さ

れ
、

成
果

還
元

が
な

さ
れ

て
い

る
。

②
は

主
に

ア
ジ

ア
各

４
ヶ

国
の

科
学

の
教

育
課

程
と

教
材

教
具

・
授

業
実

践
の

特
色

を
中

心
に

記
載

を
し

て
お

り
、

③
は

ア
ジ

ア
４

ヶ
国

の
科

学
に

お
け

る
学

力
観

や
そ

の
評

価
、

さ
ら

に
は

進
学

試
験

の
特

色
を

中
心

に
記

載
を

し
て

い
る

。
と

か
く
欧

米
諸

国
の

科
学

教
育

の
動

向
へ

関
心

を
向

け
が

ち
な

国
内

理
科

教
育

研
究

者
や

理
科

教
員

に
対

し
て

、
近

隣
諸

国
の

革
新

的
な

科
学

教
育

事
情

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
提

供
し

、
日

本
の

理
科

教
育

の
現

状
が

国
際

社
会

の
中

で
ど

の
よ

う
な

位
置

付
け

と
な

っ
て

い
る

か
を

示
唆

し
た

点
に

お
い

て
評

価
さ

れ
て

い
る

。
③

に
つ

い
て

は
日

本
教

育
新

聞
（
2
0
1
3
年

2
月

1
8
日

号
）
で

書
評

に
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

。

　 発
展

急
な

ア
ジ

ア
諸

国
に

お
け

る
理

科
教

育
の

実
態

調
査

科
学

研
究

費
補

助
金

・
基

盤
研

究
(B

)（
課

題
番

号
2
0
4
0
2
0
6
4
）
に

よ
る

本
学

教
員

が
中

核
の

国
内

共
同

研
究

で
あ

る
本

研
究

は
、

ア
ジ

ア
の

中
で

発
展

が
急

な
韓

国
、

中
国

（
更

に
北

京
・
上

海
・
香

港
の

地
区

を
選

定
）
、

台
湾

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

４
ヶ

国
・
地

域
に

お
け

る
理

科
教

育
の

実
態

を
調

査
し

た
。

調
査

内
容

に
、

(1
)教

育
課

程
、

(2
)授

業
理

論
と

方
法

、
(3

)新
し

い
施

設
や

教
育

機
器

（
特

に
IC

T
）

の
導

入
状

況
、

(4
)理

科
教

育
に

関
す

る
特

別
な

充
実

政
策

（
特

に
英

才
教

育
）
の

実
状

、
(5

)競
争

社
会

の
元

で
生

じ
て

い
る

問
題

点
や

そ
の

解
決

方
策

、
を

設
定

し
て

対
象

国
で

の
訪

問
調

査
や

研
究

協
力

者
と

の
情

報
交

換
に

よ
っ

て
そ

の
特

徴
の

記
載

的
研

究
を

進
め

た
。

日
本

の
理

科
教

育
の

現
状

と
の

差
異

を
明

示
す

る
こ

と
で

、
我

々
が

検
討

す
べ

き
課

題
に

つ
い

て
提

言
し

て
い

る
。

2
3

①
S
iz

e
 d

is
tr

ib
u
ti
o
n
 o

f 
go

ld
n
an

o
pa

rt
ic

le
s 

c
o
ve

re
d 

w
it
h

th
io

l-
te

rm
in

at
e
d

c
ya

n
o
bi

ph
e
n
yl

-
ty

pe
 l
iq

u
id

c
ry

st
al

 m
o
le

c
u
le

s 
st

u
di

e
d

w
it
h
 s

m
al

l-
an

gl
e
 X

-
ra

y
sc

at
te

ri
n
g 

an
d 

T
E
M

、
C

h
e
m

. 
P

h
ys

. 
L
e
tt

.、
 4

6
0
、

1
7
3
–
1
7
7
 (
2
0
0
8
).

②
M

u
lt
ip

le
 s

m
al

l-
an

gl
e
 X

-
ra

y 
sc

at
te

ri
n
g 

an
al

ys
e
s 

o
f

th
e
 s

tr
u
c
tu

re
 o

f 
go

ld
n
an

o
ro

ds
 w

it
h
 u

n
iq

u
e
 e

n
d

c
ap

s､
C

h
e
m

. 
P

h
ys

.、
 3

6
4
、

1
4
-
1
8
 (
2
0
0
9
).

③
A

sp
e
c
t-

R
at

io
D

e
pe

n
de

n
c
e
 o

n
 F

o
rm

at
io

n
P

ro
c
e
ss

 o
f 
G

o
ld

 N
an

o
ro

ds
S
tu

di
e
d 

by
 T

im
e
-
R

e
so

lv
e
d

D
is

ta
n
c
e
 D

is
tr

ib
u
ti
o
n

F
u
n
c
ti
o
n
s、

J
. 
P

h
ys

. 
C

h
e
m

.
C

、
 1

1
4
、

 3
8
0
4
−

3
8
1
0

(2
0
1
0
).

S
S

　
①

は
チ

オ
ー

ル
化

し
た

液
晶

分
子

を
結

合
さ

せ
た

金
ナ

ノ
粒

子
の

サ
イ

ズ
分

布
を

小
角

X
線

散
乱

（
S
A

X
S
）
測

定
と

T
E
M

観
察

に
よ

っ
て

明
ら

か
に

し
た

も
の

で
あ

る
。

電
場

応
答

性
を

も
つ

液
晶

分
子

と
金

属
ナ

ノ
粒

子
の

組
み

合
わ

せ
を

は
じ

め
て

着
想

し
た

。
②

は
棒

状
の

形
を

し
た

金
ナ

ノ
ロ

ッ
ド

の
微

細
構

造
を

S
A

X
S
解

析
に

よ
っ

て
明

ら
か

に
し

た
も

の
で

あ
る

。
こ

の
手

法
を

確
立

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
③

の
金

ナ
ノ

ロ
ッ

ド
の

成
長

過
程

を
時

間
分

解
し

て
明

ら
か

に
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

さ
ら

に
、

液
晶

分
子

と
金

ナ
ノ

ロ
ッ

ド
を

組
み

合
わ

せ
、

電
場

に
よ

る
集

合
構

造
と

光
学

機
能

の
制

御
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

こ
れ

ら
の

研
究

は
、

分
子

科
学

討
論

会
、

ナ
ノ

学
会

等
で

研
究

発
表

を
行

い
、

ま
た

分
子

研
研

究
会

で
招

待
講

演
を

行
っ

て
い

る
。

金
ナ

ノ
ロ

ッ
ド

の
成

長
過

程
お

よ
び

配
向

制
御

の
研

究

本
研

究
は

、
特

異
な

構
造

と
性

質
を

有
す

る
金

ナ
ノ

ロ
ッ

ド
に

つ
い

て
、

そ
の

溶
液

中
で

の
成

長
過

程
を

小
角

X
線

散
乱

測
定

や
T
E
M

観
察

に
よ

っ
て

調
べ

た
も

の
で

あ
り

、
基

礎
科

学
的

に
興

味
深

い
テ

ー
マ

で
あ

る
だ

け
で

な
く
、

電
場

に
よ

る
集

合
構

造
の

制
御

へ
発

展
さ

せ
て

光
学

材
料

と
し

て
の

応
用

を
目

指
し

て
い

る
。
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2
5

①
平

成
2
3
年

度
あ

い
ち

C
S
T

事
業

業
務

成
果

報
告

書
、

2
0
1
2
年

②
平

成
2
4
年

度
あ

い
ち

C
S
T

事
業

業
務

成
果

報
告

書
、

2
0
1
3
年

③
平

成
2
5
年

度
あ

い
ち

C
S
T

事
業

業
務

成
果

報
告

書
、

2
0
1
4
年

S
S

【
学

術
的

意
義

】
　

本
研

究
の

一
環

と
し

て
、

2
0
1
1
～

2
0
1
3
年

の
日

本
理

科
教

育
学

会
全

国
大

会
に

お
い

て
、

愛
知

教
育

大
学

に
お

け
る

大
学

院
レ

ベ
ル

で
の

C
S
T
教

員
養

成
に

関
わ

る
事

業
内

容
と

展
開

に
関

す
る

内
容

と
、

愛
知

県
内

に
お

け
る

小
学

校
教

員
の

理
科

観
察

実
験

の
指

導
能

力
の

現
状

調
査

に
関

す
る

内
容

で
研

究
発

表
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
科

学
技

術
振

興
機

構
等

が
主

催
し

て
開

催
さ

れ
る

C
S
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
も

積
極

的
に

関
与

し
て

お
り

、
単

な
る

研
究

成
果

報
告

に
留

ま
ら

ず
、

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

の
企

画
・
実

施
を

2
0
1
3
年

に
担

当
し

て
い

る
。

全
国

で
展

開
さ

れ
る

C
S
T
事

業
の

中
で

も
実

施
形

態
や

成
果

に
関

し
て

、
優

れ
た

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

。

【
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

】
　

本
学

と
名

城
大

学
、

愛
知

県
総

合
教

育
セ

ン
タ

ー
が

共
同

で
編

纂
し

た
①

～
③

で
は

、
、

各
拠

点
大

学
が

行
う

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
態

と
成

果
、

ま
た

支
援

す
る

た
め

の
愛

知
県

内
の

理
科

教
員

の
指

導
能

力
な

ど
に

関
す

る
現

状
と

課
題

、
愛

知
県

内
の

社
会

教
育

施
設

の
活

用
状

況
な

ど
、

愛
知

県
の

状
況

分
析

や
こ

れ
か

ら
の

指
導

に
お

け
る

視
点

分
析

が
行

わ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
は

、
今

後
の

愛
知

県
内

に
お

け
る

理
科

指
導

の
充

実
の

た
め

の
資

料
と

し
て

大
い

に
資

す
る

。
ま

た
、

本
研

究
で

は
小

学
校

教
員

の
理

科
指

導
立

案
を

支
援

す
る

た
め

の
実

験
観

察
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
が

行
わ

れ
、

小
学

校
６

年
、

小
学

校
５

年
、

小
学

校
３

・
４

年
の

３
部

構
成

で
、

理
科

の
実

験
観

察
指

導
の

た
め

の
IC

T
教

材
と

し
て

作
成

さ
れ

た
。

こ
の

教
材

は
無

償
で

県
内

教
員

に
配

付
さ

れ
、

各
市

町
村

単
位

で
の

現
職

研
修

や
研

究
会

で
活

用
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
2
0
1
3
年

と
2
0
1
4
年

の
８

月
に

県
内

教
員

向
け

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
理

科
授

業
充

実
の

た
め

の
講

演
会

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

実
験

研
修

会
な

ど
を

行
い

、
百

名
を

超
え

る
参

加
者

が
あ

っ
た

。
当

日
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

中
日

新
聞

（
2
0
1
3
年

８
月

2
8
日

）
で

も
取

り
上

げ
ら

れ
た

。
現

在
、

C
S
T
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

者
が

愛
知

県
内

で
理

科
研

修
な

ど
で

活
躍

し
て

お
り

、
そ

の
成

果
は

広
く

認
め

ら
れ

て
い

る
。

　 教
員

養
成

大
学

と
理

工
系

学
部

，
教

育
セ

ン
タ

ー
の

連
携

に
よ

る
、

あ
い

ち
C

S
T
活

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

築
と

実
践

本
研

究
は

、
科

学
技

術
振

興
機

構
（
J
S
T
）
が

推
進

す
る

理
数

系
教

員
（
コ

ア
・
サ

イ
エ

ン
ス

・
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
：
C

S
T
）
養

成
拠

点
構

築
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
指

定
を

受
け

、
本

学
と

名
城

大
学

、
愛

知
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

が
連

携
協

力
し

て
愛

知
県

内
で

地
域

の
小

学
校

教
員

へ
の

理
科

指
導

の
研

修
や

教
材

開
発

を
担

う
中

核
的

理
科

教
員

の
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
研

究
開

発
的

に
構

築
す

る
取

り
組

み
で

あ
る

。
本

学
に

お
い

て
は

、
大

学
院

生
を

対
象

と
し

て
実

験
観

察
能

力
、

理
科

授
業

指
導

、
理

科
実

験
観

察
指

導
能

力
な

ど
の

育
成

を
は

か
り

、
理

科
を

苦
手

と
す

る
教

員
へ

の
支

援
を

県
内

地
域

拠
点

校
と

連
携

し
て

充
実

さ
せ

て
い

く
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

築
を

担
当

し
た

。
こ

の
研

究
の

成
果

と
し

て
、

本
学

よ
り

９
名

の
J
-
C

S
T
（
上

級
）
を

輩
出

し
、

県
内

の
理

科
教

育
充

実
に

貢
献

し
て

い
る

。
ま

た
、

本
事

業
に

お
い

て
大

学
院

生
も

関
与

し
て

作
製

さ
れ

た
理

科
実

験
支

援
D

V
D

は
、

県
内

の
教

育
委

員
会

に
配

付
さ

れ
、

各
種

研
修

で
活

用
さ

れ
て

い
る

。

１．研究活動
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2
6

①
『
改

訂
版

　
新

し
い

視
点

で
音

楽
科

授
業

を
創

る
～

新
学

習
指

導
要

領
を

先
取

り
し

た
実

践
方

法
～

』
、

2
3
1
ペ

ー
ジ

、
S
ty

le
n
o
te

社
、

2
0
1
1

②
H

2
3
～

2
5
年

度
科

学
研

究
費

助
成

事
業

、
基

盤
研

究
Ｃ

2
3
5
3
1
2
4
8
、

「
小

中
学

校
教

員
と

共
同

開
発

す
る

言
語

活
動

で
表

現
と

鑑
賞

を
一

体
化

さ
せ

る
音

楽
科

授
業

プ
ラ

ン
」

③
文

部
科

学
省

分
析

委
員

を
務

め
る

S
S

【
学

術
的

意
義

】
　

拙
著

は
1
2
の

学
術

論
文

と
1
2
の

コ
ラ

ム
か

ら
な

り
、

そ
の

中
の

次
の

も
の

は
日

本
音

楽
教

育
学

会
（
日

本
学

術
会

議
協

力
学

術
研

究
団

体
）
の

学
会

誌
に

お
い

て
査

読
合

格
し

た
論

文
に

加
筆

・
修

正
し

た
も

の
で

あ
る

。
①

「
今

、
こ

の
時

代
だ

か
ら

こ
そ

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
な

音
楽

活
動

の
実

践
を

～
ユ

ビ
キ

タ
ス

社
会

に
お

け
る

音
楽

の
基

礎
基

本
の

力
と

し
て

の
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に

着
目

し
て

～
」

②
「
過

疎
地

小
規

模
校

に
お

い
て

地
道

に
続

け
ら

れ
て

き
た

全
校

音
楽

に
見

る
音

楽
教

育
の

原
点

～
」

　
そ

の
中

の
次

の
論

文
の

基
本

理
念

は
、

（
株

）
コ

ニ
カ

・
ミ

ノ
ル

タ
「
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に

関
す

る
研

究
論

文
公

募
」
に

お
い

て
優

秀
論

文
賞

を
受

賞
し

た
。

③
ユ

ビ
キ

タ
ス

化
さ

れ
た

社
会

に
お

け
る

「
音

楽
の

基
礎

・
基

本
の

力
」
の

問
い

直
し

と
、

子
ど

も
自

身
の

思
考

プ
ロ

セ
ス

を
重

視
し

た
授

業
実

践
の

模
索

④
ユ

ビ
キ

タ
ス

化
さ

れ
た

社
会

に
お

け
る

「
音

楽
の

基
礎

・
基

本
の

力
」
の

問
い

直
し

（
２

）

　
【
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

】
①

拙
著

は
、

学
会

お
よ

び
教

育
現

場
で

も
高

く
評

価
さ

れ
、

日
本

音
楽

教
育

学
会

で
新

刊
案

内
と

し
て

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
愛

知
県

だ
け

で
な

く
複

数
の

県
に

お
い

て
現

職
教

員
研

修
で

用
い

ら
れ

て
お

り
、

多
く
の

教
員

養
成

大
学

・
学

部
お

よ
び

音
楽

大
学

の
図

書
館

等
で

学
生

の
閲

覧
に

供
さ

れ
、

卒
業

論
文

・
修

士
論

文
の

作
成

に
も

活
用

さ
れ

て
い

る
。

本
学

学
術

情
報

リ
ポ

ジ
ト

リ
で

は
、

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

件
数

が
多

い
。

②
本

学
附

属
学

校
4
校

お
よ

び
6
地

区
の

授
業

研
究

会
で

継
続

的
に

学
校

教
育

に
関

わ
る

研
究

活
動

を
進

め
て

お
り

、
そ

の
一

端
は

H
2
3
～

2
5
年

度
科

学
研

究
費

助
成

事
業

（
基

盤
研

究
Ｃ

2
3
5
3
1
2
4
8
）
「
小

中
学

校
教

員
と

共
同

開
発

す
る

言
語

活
動

で
表

現
と

鑑
賞

を
一

体
化

さ
せ

る
音

楽
科

授
業

プ
ラ

ン
」
と

し
て

採
択

さ
れ

た
。

③
守

秘
義

務
の

た
め

詳
細

を
書

け
な

い
が

、
文

部
科

学
省

の
分

析
委

員
お

よ
び

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

リ
ー

ダ
ー

を
務

め
て

い
る

。

　 音
楽

科
教

育
学

の
研

究
　

小
中

学
校

音
楽

科
授

業
分

析
　 本

研
究

は
、

音
楽

科
教

育
学

の
研

究
の

中
で

も
、

特
に

学
校

教
育

に
焦

点
を

当
て

て
行

わ
れ

た
研

究
で

あ
り

、
そ

れ
ま

で
活

動
記

録
だ

け
を

記
す

こ
と

の
多

か
っ

た
小

中
学

校
の

音
楽

科
授

業
研

究
の

分
野

に
お

い
て

、
分

析
的

な
手

法
お

よ
び

客
観

的
な

手
法

を
用

い
て

、
冷

静
に

授
業

構
造

と
児

童
・
生

徒
の

音
楽

的
変

容
の

関
係

を
明

ら
か

に
す

る
研

究
手

法
が

、
教

育
現

場
レ

ベ
ル

で
も

有
効

か
つ

説
得

力
の

あ
る

こ
と

を
実

証
し

た
も

の
で

あ
る

。
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2
8

①
国

際
ガ

ラ
ス

展
・
金

沢
2
0
1
0

奨
励

賞

S
S

　
①

は
２

０
１

０
年

度
の

国
際

ガ
ラ

ス
展

・
金

沢
２

０
１

０
に

お
い

て
、

奨
励

賞
を

受
賞

し
た

作
品

で
あ

る
。

こ
の

作
品

は
宙

吹
き

ガ
ラ

ス
と

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
技

法
を

使
っ

て
ガ

ラ
ス

造
形

表
現

の
可

能
性

を
発

展
さ

せ
た

と
言

う
点

で
評

価
が

高
く
、

展
覧

会
図

録
の

中
に

お
い

て
、

審
査

員
か

ら
は

「
技

術
的

に
は

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
に

よ
る

研
磨

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
非

常
に

時
間

の
か

か
る

工
程

を
経

て
い

ま
す

。
で

す
か

ら
、

ガ
ラ

ス
と

い
う

素
材

が
時

間
を

経
て

変
わ

り
風

格
や

趣
が

出
る

の
は

、
と

て
も

面
白

い
と

思
い

ま
す

。
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

ら
し

い
作

品
で

こ
の

技
法

の
巾

を
広

げ
て

く
れ

た
。

ま
た

、
近

付
い

て
よ

く
見

る
と

、
丸

い
部

分
の

一
つ

一
つ

が
吹

き
ガ

ラ
ス

の
端

切
れ

だ
と

分
か

り
ま

す
。

こ
の

ガ
ラ

ス
と

い
う

素
材

を
使

っ
て

こ
の

作
者

が
何

か
を

復
元

し
て

く
れ

る
よ

う
に

見
る

こ
と

も
で

き
、

興
味

深
い

。
な

ぜ
な

ら
私

た
ち

は
ガ

ラ
ス

を
動

か
し

て
自

分
た

ち
の

コ
ン

セ
プ

ト
を

最
も

う
ま

く
表

現
す

る
フ

ォ
ル

ム
に

た
ど

り
着

く
の

で
す

か
ら

。
」
と

言
及

さ
れ

て
い

る
。

　 ガ
ラ

ス
造

形
表

現
の

研
究

本
研

究
は

技
術

的
に

難
し

い
と

さ
れ

る
、

宙
吹

き
技

法
に

よ
る

ガ
ラ

ス
造

形
表

現
の

可
能

性
に

つ
い

て
、

探
究

し
て

い
る

。
宙

吹
き

技
法

で
大

型
の

造
形

作
品

を
制

作
す

る
こ

と
は

非
常

に
高

い
技

術
が

必
要

と
さ

れ
る

が
、

そ
う

し
た

技
法

に
よ

っ
て

成
形

さ
れ

た
ガ

ラ
ス

に
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

技
法

で
彫

刻
し

て
作

品
を

制
作

し
、

素
材

と
時

間
、

熱
と

風
、

生
と

死
等

、
自

然
界

に
お

け
る

事
象

を
可

視
化

、
具

現
化

す
る

こ
と

で
、

ガ
ラ

ス
の

造
形

表
現

の
可

能
性

を
示

す
こ

と
が

で
き

た
。

2
7

『
日

本
の

学
校

吹
奏

楽
を

楽
す

る
』
、

2
1
5
ペ

ー
ジ

、
S
ty

le
n
o
te

社
、

2
0
1
3

S

【
学

術
的

意
義

】
　

拙
著

は
1
5
の

学
術

論
文

と
5
の

コ
ラ

ム
か

ら
な

り
、

そ
の

う
ち

の
1
1
本

は
関

連
学

会
学

会
誌

の
査

読
合

格
論

文
で

あ
る

。

　
そ

の
中

の
次

の
も

の
は

日
本

音
楽

教
育

学
会

（
日

本
学

術
会

議
協

力
学

術
研

究
団

体
）
の

学
会

誌
に

お
い

て
査

読
合

格
し

た
論

文
に

加
筆

・
修

正
し

た
も

の
で

あ
る

。
①

「
フ

ッ
ト

タ
ッ

ピ
ン

グ
に

よ
る

テ
ン

ポ
同

期
の

実
験

研
究

～
タ

ッ
ピ

ン
グ

の
精

度
に

着
目

し
て

～
」

②
「
指

揮
基

本
動

作
に

お
け

る
初

心
者

と
熟

達
者

の
動

作
タ

イ
ミ

ン
グ

の
違

い
に

関
す

る
分

析
的

研
究

～
拍

点
と

打
点

の
関

係
お

よ
び

速
度

変
化

に
基

づ
く
指

揮
基

本
動

作
の

再
考

察
～

」
③

「
異

な
る

提
示

音
の

間
で

出
現

す
る

ピ
ッ

チ
知

覚
の

違
い

に
関

す
る

実
験

的
研

究
～

フ
ラ

ッ
ト

シ
ン

ギ
ン

グ
と

の
関

係
に

着
目

し
て

～
」

　
そ

の
中

の
次

の
も

の
は

日
本

音
楽

表
現

学
会

（
日

本
学

術
会

議
協

力
学

術
研

究
団

体
）
の

学
会

誌
に

お
い

て
査

読
合

格
し

た
論

文
に

加
筆

・
修

正
し

た
も

の
で

あ
る

。
④

「
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

に
お

け
る

“
か

た
ま

り
”
（
時

間
的

な
区

切
り

方
、

時
間

的
な

間
）
の

規
則

性
と

そ
の

確
立

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

の
分

析
的

研
究

～
量

的
時

間
に

よ
る

分
析

と
美

的
な

価
値

観
を

手
が

か
り

に
し

て
～

」

　
さ

ら
に

次
の

論
文

の
基

本
理

念
は

、
（
財

）
ヤ

マ
ハ

音
楽

振
興

会
の

研
究

助
成

に
認

定
さ

れ
た

。
⑤

「
声

や
管

楽
器

に
よ

る
ピ

ッ
チ

マ
ッ

チ
ン

グ
の

精
度

に
つ

い
て

～
ピ

ッ
チ

の
知

覚
エ

ラ
ー

に
関

す
る

実
験

研
究

の
報

告
～

」

【
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

】
　

拙
著

は
、

特
に

日
本

管
打

・
吹

奏
楽

学
会

で
注

目
を

集
め

、
全

国
の

吹
奏

楽
指

導
者

の
間

で
高

く
評

価
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

多
く
の

教
員

養
成

大
学

・
学

部
お

よ
び

音
楽

大
学

の
図

書
館

等
で

学
生

の
閲

覧
に

供
さ

れ
、

卒
業

論
文

・
修

士
論

文
の

作
成

に
も

活
用

さ
れ

て
い

る
。

本
学

学
術

情
報

リ
ポ

ジ
ト

リ
で

は
、

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

件
数

が
多

い
。

分
析

的
手

法
に

よ
る

学
校

吹
奏

楽
の

研
究

、
お

よ
び

音
楽

行
動

分
析

の
研

究

本
研

究
は

、
こ

れ
ま

で
対

処
療

法
的

な
指

導
の

ハ
ウ

ツ
ウ

が
語

ら
れ

る
こ

と
の

多
か

っ
た

学
校

吹
奏

楽
指

導
の

分
野

に
お

い
て

、
実

験
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
分

析
的

手
法

と
客

観
的

な
視

点
か

ら
事

実
を

一
つ

一
つ

確
認

し
て

積
み

上
げ

て
い

く
研

究
手

法
を

用
い

て
、

音
に

対
す

る
音

楽
行

動
や

反
応

を
詳

細
に

解
き

明
か

し
、

そ
れ

を
学

校
吹

奏
楽

の
部

活
動

指
導

と
い

う
教

育
現

場
レ

ベ
ル

に
下

ろ
し

て
概

説
お

よ
び

提
案

し
た

も
の

で
あ

る
。

１．研究活動
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3
1

 「
c
ap

 d
e
 m

ag
n
e
t」

（
サ

ン
ス

タ
ー

文
具

主
催

、
文

具
コ

ン
テ

ス
ト

「
日

経
ビ

ジ
ネ

ス
ア

ソ
シ

エ
賞

」
、

2
0
1
2
年

）

S

　
メ

ー
カ

ー
の

ノ
ベ

ル
テ

ィ
ー

化
を

も
意

識
し

た
当

デ
ザ

イ
ン

は
、

サ
ン

ス
タ

ー
文

具
が

主
催

の
製

品
化

を
前

提
と

し
た

「
文

具
コ

ン
テ

ス
ト

」
（
第

1
7
回

、
2
0
1
2
年

）
に

お
い

て
、

応
募

総
数

3
、

6
4
9
点

の
内

の
入

賞
1
0
点

と
し

て
『
日

経
ビ

ジ
ネ

ス
ア

ソ
シ

エ
賞

』
を

受
賞

し
た

。
プ

レ
ゼ

ン
作

品
「
c
ap

  
de

 m
ag

n
e
t」

は
、

一
部

で
リ

サ
イ

ク
ル

回
収

は
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

廃
棄

さ
れ

て
い

る
一

般
的

な
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

キ
ャ

ッ
プ

を
、

加
工

す
る

こ
と

な
く
、

一
般

家
庭

で
の

簡
単

な
「
再

利
用

」
が

で
き

る
よ

う
に

考
案

さ
れ

た
装

着
型

マ
グ

ネ
ッ

ト
で

あ
る

。
審

査
員

か
ら

は
「
一

目
見

た
瞬

間
に

『
こ

れ
、

欲
し

い
』
 と

思
っ

た
作

品
。

わ
が

家
の

冷
蔵

庫
の

扉
に

は
既

に
た

く
さ

ん
の

マ
グ

ネ
ッ

ト
が

張
り

つ
い

て
い

る
の

で
す

が
、

全
部

キ
ャ

ッ
プ

に
変

え
て

み
た

い
。

エ
コ

っ
ぽ

い
し

、
キ

ャ
ッ

プ
を

集
め

る
の

が
楽

し
く
な

り
そ

う
だ

し
、

ノ
ベ

ル
テ

ィ
ー

や
付

録
と

し
て

ビ
ジ

ネ
ス

に
も

使
え

そ
う

」
と

の
評

価
を

得
た

。
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.s
u
n
-
st

ar
-
st

.jp
/
n
e
w

s/
6
1
/
1
7
th

_p
_a

0
7
.h

tm
l

3
0

①
｢浄

罪
の

旅
―

日
本

の
場

合
―

｣（
招

待
講

演
)於

美
学

会
全

国
大

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
｢

浄
罪

の
場

所
｣表

象
の

東
西

―
こ

の
世

･あ
の

世
ま

た
は

第
三

の
場

所
」
会

場
:東

北
大

学
)

2
0
1
1
(平

成
2
3
)年

1
0
月

②
｢バ

ー
チ

ャ
ル

･メ
デ

ィ
ア

と
し

て
の

六
道

絵
｣（

招
待

講
演

）
於

説
話

文
学

会
5
0
周

年
記

念
大

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
説

話
と

メ
デ

ィ
ア

―
媒

介
と

作
用

―
」

(会
場

:立
教

大
学

)
2
0
1
2
(平

成
2
4
)年

6
月

S

　
①

は
全

国
学

会
で

あ
る

「
美

学
会

」
全

国
大

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

お
け

る
招

待
公

演
で

あ
る

。
　

②
は

全
国

学
会

で
あ

る
「
説

話
文

学
会

」
全

国
大

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

お
け

る
招

待
公

演
で

あ
る

。
こ

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
は

同
学

会
の

設
立

5
0
周

年
を

記
念

し
て

実
施

さ
れ

た
も

の
で

、
文

学
史

研
究

を
美

術
史

研
究

と
結

び
つ

け
た

企
画

と
し

て
評

価
が

高
い

。
こ

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

内
容

は
、

『
説

話
か

ら
世

界
を

ど
う

解
き

明
か

す
の

か
』
（
2
0
1
3
年

、
笠

間
書

院
）
と

し
て

上
梓

さ
れ

、
高

い
評

価
を

得
た

。
招

待
公

演
の

講
演

録
も

、
同

書
に

収
録

さ
れ

て
い

る
。

同
書

へ
の

評
価

と
し

て
「
今

後
の

日
本

古
典

文
学

研
究

の
未

来
が

1
冊

に
ま

と
ま

っ
た

と
言

っ
て

も
過

言
で

は
な

い
。

」
（
「
出

版
ニ

ュ
ー

ス
」
2
0
1
3
.9

下
旬

号
）
、

講
演

録
に

つ
い

て
は

「
地

獄
絵

は
通

常
平

面
的

に
見

ら
れ

が
ち

だ
が

立
体

的
に

考
察

し
て

い
る

」
（
「
古

書
通

信
編

集
部

」
7
月

1
1
日

ツ
イ

ー
ト

）
）
と

い
っ

た
も

の
が

あ
る

。

　 日
本

中
世

の
六

道
絵

に
関

す
る

図
像

学
的

研
究

本
研

究
は

、
日

本
中

世
に

お
け

る
他

界
観

念
の

生
成

・
発

展
過

程
を

絵
画

作
品

の
分

析
を

通
し

て
検

討
す

る
も

の
で

あ
る

。
分

析
手

法
の

基
礎

的
部

分
は

図
像

学
的

手
法

に
よ

る
が

、
本

研
究

の
新

し
さ

と
し

て
、

絵
画

の
意

味
内

容
を

、
そ

の
絵

画
が

用
い

ら
れ

る
場

の
状

況
と

結
び

つ
け

、
そ

の
場

に
お

け
る

イ
メ

ー
ジ

の
総

体
を

復
元

し
よ

う
と

す
る

と
こ

ろ
に

あ
る

。
こ

の
手

法
を

通
じ

て
、

美
術

史
・
文

学
史

・
儀

礼
史

と
分

化
さ

れ
て

な
さ

れ
て

き
た

他
界

観
を

め
ぐ

る
研

究
の

蓄
積

が
総

合
さ

れ
る

展
望

が
開

か
れ

た
。

　 学
用

品
・
文

房
具

の
評

論
及

び
設

計

学
用

品
・
文

房
具

に
関

し
て

2
0
年

余
の

評
論

活
動

を
し

て
い

る
。

近
年

，
文

房
具

に
も

リ
サ

イ
ク

ル
素

材
が

使
わ

れ
て

き
て

は
い

る
が

，
そ

の
殆

ど
は

素
材

の
蘇

生
で

あ
り

，
一

般
家

庭
で

の
簡

単
な

「
再

利
用

」
で

成
立

し
て

い
る

姿
で

は
な

い
。

再
利

用
と

は
，

歯
ブ

ラ
シ

が
後

に
目

地
磨

き
や

靴
磨

き
に

使
わ

れ
る

と
い

っ
た

，
元

の
姿

で
の

蘇
生

で
あ

る
。

再
利

用
で

き
る

身
近

な
物

と
し

て
，

か
ね

が
ね

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
注

目
し

て
き

た
。

本
制

作
で

は
，

文
房

具
と

し
て

の
「
再

利
用

」
に

適
う

コ
ン

セ
プ

ト
の

製
品

（
補

助
具

）
を

設
計

し
た

。

2
9

①
『
お

や
つ

作
り

の
時

間
』
（
油

彩
・
キ

ャ
ン

バ
ス

、
M

3
0
号

）
、

第
6
0
回

記
念

全
日

肖
展

、
東

京
都

美
術

館
、

2
0
1
3
年

7
月

②
『
便

り
』
（
油

彩
・
キ

ャ
ン

バ
ス

、
M

3
0
号

）
、

第
6
1
回

全
日

肖
展

、
東

京
都

美
術

館
、

2
0
1
4

年
7
月

S

　
①

は
2
0
1
3
年

度
の

全
日

本
肖

像
美

術
協

会
（
1
9
5
0
年

設
立

、
会

員
数

1
0
6
名

（
2
0
1
4
年

1
1
月

現
在

）
）

が
主

催
し

た
第

6
0
回

記
念

全
日

肖
展

（
東

京
都

美
術

館
）
に

お
い

て
、

衆
議

院
議

長
賞

を
受

賞
し

、
審

査
委

員
長

の
全

日
本

肖
像

美
術

協
会

会
長

か
ら

「
描

こ
う

と
す

る
も

の
す

べ
て

に
鋭

い
観

察
を

示
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
質

感
は

超
一

級
品

で
あ

る
。

（
中

略
）
従

来
の

い
わ

ゆ
る

ワ
ン

パ
タ

ー
ン

の
表

現
か

ら
、

新
時

代
を

切
り

開
く
世

界
を

模
索

し
て

い
る

か
の

よ
う

。
」
（
『
日

肖
美

術
』
第

1
6
2
号

）
と

評
さ

れ
た

他
、

生
活

の
友

社
刊

『
美

術
の

窓
』
で

も
作

品
が

紹
介

さ
れ

た
。

ま
た

②
は

2
0
1
4
年

度
開

催
の

同
展

（
東

京
都

美
術

館
）
で

、
参

議
院

議
長

賞
を

受
賞

し
、

『
日

肖
美

術
』
第

1
6
4
号

で
、

「
そ

の
卓

越
さ

れ
た

技
巧

は
超

一
級

」
と

評
さ

れ
、

『
美

術
の

窓
』
誌

に
も

作
品

が
掲

載
さ

れ
た

。
こ

の
受

賞
に

よ
り

2
0
0
7
年

の
文

部
科

学
大

臣
賞

、
2
0
0
8
年

の
内

閣
総

理
大

臣
賞

の
受

賞
と

合
わ

せ
、

上
位

四
賞

を
全

て
獲

得
し

た
こ

と
に

な
り

、
い

く
つ

か
の

新
聞

紙
上

で
も

取
り

上
げ

ら
れ

る
な

ど
、

高
く
評

価
さ

れ
て

い
る

。

　 肖
像

画
制

作
に

関
す

る
研

究

本
研

究
は

、
肖

像
画

制
作

に
関

し
て

、
従

来
よ

り
課

題
で

あ
っ

た
構

図
と

背
景

に
つ

い
て

、
頭

像
・
胸

像
・
半

身
像

七
部

身
像

・
全

身
像

の
区

分
毎

に
多

く
の

画
像

収
集

を
行

い
、

分
析

を
試

み
た

結
果

、
ス

タ
ン

ー
ド

な
構

成
法

と
し

て
の

配
置

比
率

や
様

式
を

見
出

し
、

実
証

す
る

た
め

の
制

作
を

行
っ

た
も

の
で

あ
る

。
特

に
日

常
生

活
を

主
題

と
す

る
肖

像
画

で
は

、
背

景
（
大

舞
台

）
以

外
の

物
（
小

道
具

）
の

質
感

描
写

や
光

源
の

工
夫

が
欠

か
せ

な
い

と
す

る
仮

説
を

証
明

で
き

た
。

１．研究活動
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3
3

S

　
①

の
論

文
は

、
小

学
校

6
年

生
に

お
け

る
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
の

授
業

実
践

か
ら

、
こ

れ
ま

で
考

証
さ

れ
て

こ
な

か
っ

た
児

童
の

「
戦

術
的

気
づ

き
」
に

つ
い

て
、

ゴ
ー

ル
型

に
お

け
る

攻
防

の
対

決
情

況
に

着
目

し
、

検
討

し
た

も
の

で
あ

る
。

教
科

教
育

に
関

す
る

科
学

的
研

究
を

行
い

、
教

科
教

育
学

と
教

科
教

育
実

践
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
日

本
教

科
教

育
学

会
の

学
会

誌
に

お
い

て
査

読
合

格
し

た
原

著
論

文
で

あ
る

。

3
2

浜
田

市
世

界
こ

ど
も

美
術

館
（
島

根
県

）
に

お
け

る
「
木

の
お

も
ち

ゃ
展

」
（
2
0
1
1
年

1
1
月

2
6

日
～

2
0
1
2
年

1
月

9
日

開
催

）
出

品
作

品
－

『
ス

パ
イ

ラ
ル

タ
ワ

ー
』
『
ふ

た
り

』
『
珠

ゆ
ら

』
『
き

の
み

』
『
ま

わ
り

木
』
『
れ

ん
き

ゅ
う

』
『
弧

ろ
木

』
『
振

れ
木

』
『
直

方
転

』
『
木

の
音

』
『
M

o
tu

s』
『
E
lli

p』
『
D

O
N

G
U

R
I』

『
ス

パ
イ

ラ
ル

タ
ワ

ー
（
大

型
玩

具
）
』

『
ふ

た
り

（
大

型
玩

具
）
』
『
珠

ゆ
ら

（
大

型
玩

具
）
』
『
き

の
み

（
大

型
玩

具
）
』
『
ま

わ
り

木
（
大

型
玩

具
）
』
『
れ

ん
き

ゅ
う

（
大

型
玩

具
）
』
『
弧

ろ
木

（
大

型
玩

具
）
』

『
振

れ
木

（
大

型
玩

具
）
』
『
直

方
転

（
大

型
玩

具
）
』
『
木

の
音

（
大

型
玩

具
）
』
。

こ
の

う
ち

、
『
D

O
N

G
U

R
I』

は
、

2
0
1
1
年

に
グ

ッ
ド

・
ト

イ
2
0
1
1
（
N

P
O

法
人

日
本

グ
ッ

ド
・
ト

イ
委

員
会

）
に

選
定

さ
れ

、
さ

ら
に

2
0
1
2
年

に
グ

ッ
ド

デ
ザ

イ
ン

賞
（
公

益
財

団
法

人
日

本
デ

ザ
イ

ン
振

興
会

）
を

受
賞

。

S

「
木

の
お

も
ち

ゃ
展

」
期

日
　

2
0
1
1
年

1
1
月

2
6
日

～
2
0
1
2
年

1
月

9
日

観
覧

者
数

　
3
5
日

間
　

4
、

1
2
4
人

（
一

日
平

均
1
1
8
人

）
浜

田
市

世
界

こ
ど

も
美

術
館

の
展

覧
会

は
美

術
文

化
の

地
域

啓
発

と
共

に
子

ど
も

の
美

的
感

性
と

創
造

力
教

育
の

責
を

担
っ

て
い

る
。

そ
の

意
味

で
、

参
加

型
の

「
木

の
お

も
ち

ゃ
展

」
に

お
け

る
企

画
内

容
は

、
手

に
触

れ
て

感
じ

る
「
木

」
そ

の
も

の
の

温
も

り
や

、
丹

念
に

美
し

く
加

工
さ

れ
た

手
に

な
じ

む
心

地
よ

い
形

と
形

の
動

き
及

び
、

そ
の

形
が

発
す

る
音

は
、

子
ど

も
の

関
心

と
美

的
感

性
を

育
て

る
の

に
十

分
で

あ
り

、
浜

田
市

世
界

こ
ど

も
美

術
館

の
ね

ら
い

に
合

致
す

る
も

の
で

あ
っ

た
。

鑑
賞

者
の

意
見

を
ま

と
め

て
み

る
と

満
足

度
は

1
0
0
％

に
近

く
、

寄
せ

ら
れ

た
意

見
は

主
に

、
①

木
の

温
も

り
・
癒

し
と

優
し

さ
を

感
じ

る
②

加
工

さ
れ

た
形

の
動

き
や

発
す

る
音

の
お

も
し

ろ
さ

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

③
子

ど
も

の
熱

中
す

る
姿

が
見

ら
れ

、
創

造
力

の
広

が
り

に
期

待
で

き
る

等
で

あ
っ

た
。

観
覧

状
況

は
、

一
日

平
均

1
1
8

名
（
総

観
覧

者
数

4
、

1
2
4
人

）
。

行
楽

シ
ー

ズ
ン

で
は

な
い

、
比

較
的

人
の

流
れ

が
少

な
く
な

る
時

期
で

あ
り

、
浜

田
市

と
い

う
地

方
の

小
さ

な
都

市
の

状
況

か
ら

考
え

て
も

高
い

数
字

と
い

え
る

。
‹
判

断
根

拠
執

筆
者

：
浜

田
市

世
界

こ
ど

も
美

術
館

館
長

›

①
攻

防
の

対
決

情
況

に
着

目
し

た
児

童
の

「
戦

術
的

気
づ

き
」
に

つ
い

て
 :
 小

学
6
年

ゴ
ー

ル
型

の
授

業
実

践
を

通
し

て
、

日
本

教
科

教
育

学
会

『
日

本
教

科
教

育
学

会
誌

』
 第

3
7
巻

1
号

、
4
3
～

5
2
ペ

ー
ジ

、
 2

0
1
4

年

　 探
索

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

立
体

造
形

活
動

に
お

け
る

発
見

を
導

き
出

す
着

想
ベ

ー
ス

に
関

す
る

研
究

本
研

究
は

、
探

索
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
立

体
造

形
活

動
に

お
い

て
独

創
的

な
も

の
を

発
見

す
る

た
め

に
必

要
な

着
想

ベ
ー

ス
に

つ
い

て
、

研
究

者
自

ら
が

作
品

制
作

を
行

っ
て

そ
の

過
程

を
分

析
し

た
結

果
、

①
分

節
的

な
思

考
・
組

み
換

え
・
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

②
多

面
的

な
思

考
・
既

成
概

念
か

ら
の

解
放

③
直

接
的

な
思

考
・
試

行
錯

誤
・

手
と

脳
と

の
連

鎖
④

思
い

切
っ

た
試

み
・
作

業
仮

説
⑤

現
状

把
握

・
問

題
解

決
能

力
⑥

継
続

的
で

積
極

的
な

取
り

組
み

と
い

う
６

種
の

着
想

ベ
ー

ス
を

導
き

出
し

た
も

の
で

あ
る

。

　 攻
防

の
対

決
情

況
に

着
目

し
た

児
童

の
「
戦

術
的

気
づ

き
」
に

関
す

る
研

究

本
研

究
は

、
小

学
校

6
年

生
の

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

の
授

業
実

践
か

ら
、

従
来

ま
で

考
証

さ
れ

な
か

っ
た

攻
防

の
対

決
情

況
に

着
目

し
た

児
童

の
「
戦

術
的

気
づ

き
」
を

検
討

し
た

も
の

で
あ

る
。

毎
時

の
児

童
の

コ
メ

ン
ト

を
類

型
化

し
分

析
の

枠
組

を
定

め
、

単
元

終
了

後
の

児
童

の
感

想
文

を
分

析
し

た
。

そ
の

結
果

、
「
シ

ュ
ー

ト
」
に

は
「
心

構
え

」
、

「
突

破
」
に

は
「
ゴ

ー
ル

へ
の

意
識

」
、

「
役

割
」
に

は
「
組

織
化

」
へ

の
「
戦

術
的

気
づ

き
」
が

示
唆

さ
れ

た
。

１．研究活動
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3
6

①
 "

C
le

n
bu

te
ro

l
at

te
n
u
at

e
s 

im
m

o
bi

liz
at

io
n
-

in
du

c
e
d 

at
ro

ph
y 

o
f 
ty

pe
 I
I

fi
be

rs
 i
n
 f
as

t-
tw

it
ic

h
e
xt

e
n
so

r 
di

gi
to

ru
m

 l
o
n
gu

s
bu

t 
in

 t
h
e
 s

lo
w

-
tw

it
ic

h
so

le
u
s 

m
u
sc

le
"
 G

lo
ba

l
J
o
u
rn

al
 o

f 
H

u
m

an
 A

n
at

o
m

y
an

d 
P

h
ys

io
lo

gy
 R

e
se

ar
c
h
、

1
: 
1
0
-
1
7
、

 2
0
1
4
.

S

　
現

代
社

会
に

お
け

る
日

常
生

活
で

の
身

体
活

動
量

の
低

下
や

加
齢

に
よ

り
惹

起
さ

れ
る

骨
格

筋
の

萎
縮

変
化

は
不

活
動

に
伴

う
骨

格
筋

の
萎

縮
と

密
接

に
関

連
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

骨
格

筋
の

萎
縮

変
化

を
い

か
に

防
ぐ

か
は

高
齢

化
が

進
行

す
る

現
代

社
会

に
お

い
て

重
要

な
問

題
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
こ

れ
ら

に
関

連
し

た
筋

萎
縮

の
抑

制
・
防

止
の

観
点

か
ら

本
研

究
で

扱
っ

た
問

題
は

優
先

性
の

高
い

価
値

あ
る

研
究

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

萎
縮

抑
制

作
用

を
期

待
し

て
用

い
た

ク
レ

ン
ブ

テ
ロ

ー
ル

は
非

ス
テ

ロ
イ

ド
性

の
同

化
作

用
の

あ
る

β
2
作

動
薬

で
あ

る
こ

と
か

ら
生

体
へ

の
副

作
用

を
考

慮
し

た
研

究
で

あ
る

。
そ

の
萎

縮
抑

制
作

用
を

骨
格

筋
間

だ
け

で
な

く
、

骨
格

筋
を

構
成

す
る

筋
線

維
レ

ベ
ル

で
詳

細
に

検
討

を
加

え
て

い
る

。
筋

線
維

レ
ベ

ル
で

の
詳

細
な

検
討

は
、

ク
レ

ン
ブ

テ
ロ

ー
ル

の
異

な
る

筋
間

で
の

抑
制

作
用

の
違

い
を

説
明

す
る

だ
け

で
な

く
、

他
の

異
な

る
不

活
動

、
無

負
荷

に
よ

る
萎

縮
と

そ
の

抑
制

作
用

に
関

す
る

研
究

の
基

礎
的

デ
ー

タ
と

な
り

う
る

。
し

た
が

っ
て

本
研

究
は

発
展

性
の

あ
る

有
用

な
研

究
と

し
て

評
価

で
き

る
。

ク
レ

ン
ブ

テ
ロ

ー
ル

の
骨

格
筋

線
維

の
萎

縮
抑

制
に

関
す

る
研

究
本 本

研
究

は
骨

格
筋

に
肥

大
効

果
を

も
た

ら
す

非
ス

テ
ロ

イ
ド

性
タ

ン
パ

ク
同

化
剤

で
あ

る
ク

レ
ン

ブ
テ

ロ
ー

ル
が

、
不

活
動

に
よ

り
筋

が
萎

縮
状

態
に

あ
る

際
に

投
与

し
た

場
合

、
骨

格
筋

を
形

成
す

る
筋

線
維

の
お

い
て

萎
縮

抑
制

作
用

を
示

す
か

を
組

織
化

学
的

に
実

証
し

た
。

そ
の

結
果

、
ク

レ
ン

ブ
テ

ロ
ー

ル
は

遅
筋

の
筋

線
維

に
お

い
て

は
抑

制
効

果
が

な
い

が
、

速
筋

に
関

し
て

は
そ

の
速

筋
線

維
に

お
い

て
萎

縮
抑

制
作

用
を

示
す

こ
と

を
実

証
し

た
。

3
5

①
 "

In
 s

it
u
 r

e
al

-
ti
m

e
im

ag
in

g 
o
f 
th

e
 s

at
e
lli

te
c
e
lls

 i
n
 r

at
 i
n
ta

c
t 

an
d

in
ju

re
d 

so
le

u
s 

m
u
sc

le
s

u
si

n
g 

qu
an

tu
m

 d
o
ts

."
H

is
to

c
h
e
m

. 
C

e
ll 

B
io

l.
1
3
5
(1

):
2
1
-
2
6
、

 2
0
1
0
年

S
S

　
①

は
、

損
傷

筋
上

で
の

筋
衛

星
細

胞
の

動
態

を
示

し
た

こ
と

に
あ

り
、

特
に

従
来

観
察

が
困

難
と

さ
れ

て
き

た
生

体
上

で
の

筋
衛

星
細

胞
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
観

察
す

る
手

法
を

開
発

し
た

点
が

高
く
評

価
さ

れ
、

Im
pa

c
t 

fa
c
to

r 
2
.9

の
H

is
to

c
h
e
m

. 
C

e
ll 

B
io

lに
掲

載
さ

れ
、

被
引

用
回

数
に

関
し

て
も

9
件

を
数

え
る

（
go

o
gl

e
 S

c
h
o
la

r調
べ

）
。

ま
た

、
日

本
体

力
医

学
会

か
ら

は
そ

の
研

究
に

高
い

評
価

と
R

e
vi

e
w

原
稿

依
頼

を
受

け
、

 T
h
e
 r

e
gu

la
to

ry
 m

e
c
h
an

is
m

s 
o
f 
sa

te
lli

te
 c

e
ll 

m
ig

ra
ti
o
n
 i
n
 s

ke
le

ta
l 
m

u
sc

le
.

(2
0
1
2
)と

し
て

ま
と

め
た

。
さ

ら
に

、
こ

の
研

究
は

、
筋

再
生

機
能

を
評

価
す

る
た

め
の

In
 V

iv
o
 R

e
al

-
T
im

e
 I
m

ag
in

g 
o
f 
E
xo

ge
n
o
u
s 

H
G

F
-
T
ri
gg

e
re

d 
C

e
ll 

M
ig

ra
ti
o
n
 i
n
 R

at
 I
n
ta

c
t 

S
o
le

u
s 

M
u
sc

le
s.

A
c
ta

 H
is

to
c
h
e
m

. 
C

yt
o
c
h
e
m

. 
(2

0
1
2
);
4
5
(3

):
1
9
3
-
1
9
9
.、

実
際

の
運

動
に

よ
り

誘
発

し
た

筋
損

傷
の

回
復

過
程

を
調

べ
た

、
E
ff
e
c
ts

 o
f 
do

w
n
h
ill

 r
u
n
n
in

g 
in

c
o
rp

o
ra

te
d 

in
to

 l
o
n
g-

te
rm

 e
n
du

ra
n
c
e

tr
ai

n
in

g 
o
n
 s

ke
le

ta
l 
m

u
sc

le
 f
ib

e
r-

ty
pe

 s
w

it
c
h
in

g 
an

d 
at

ig
u
e
 r

e
si

st
an

c
e
.

J
 P

h
y 

F
it
 S

p 
M

e
d.

(2
0
1
4
);
 3

(3
):
 3

5
3
-
3
6
2
.の

掲
載

に
繋

が
る

成
果

で
あ

っ
た

。

3
4

①
「
C

o
n
te

xt
u
al

In
te

rf
e
re

n
c
e
 M

o
du

la
te

d 
by

P
it
c
h
e
r 

S
ki

ll 
L
e
ve

l」
In

te
rn

at
io

n
al

 J
o
u
rn

al
 o

f
S
po

rt
 a

n
d 

H
e
al

th
 S

c
ie

n
c
e
、

J
ap

an
 S

o
c
ie

ty
 o

f 
P

h
ys

ic
al

E
du

c
at

io
n
、

 H
e
al

th
 a

n
d

S
po

rt
 S

c
ie

n
c
e
s、

 1
1
巻

1
号

:6
8
-

7
5
ぺ

ー
ジ

、
 2

0
1
3
年

S

　
運

動
の

力
量

や
タ

イ
ミ

ン
グ

と
い

っ
た

一
つ

の
パ

ラ
メ

ー
タ

ー
の

修
正

で
は

な
く
、

で
き

な
か

っ
た

動
き

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
協

応
動

作
の

獲
得

に
文

脈
干

渉
効

果
が

生
じ

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

著
者

（
C

o
n
te

xt
u
al

 i
n
te

rf
e
re

n
c
e
 i
n
 l
e
ar

n
in

g 
n
e
w

 p
at

te
rn

s 
o
f 
bi

m
an

u
al

 c
o
o
rd

in
at

io
n
S
 T

su
ts

u
i、

T
D

 L
e
e
、

 N
J
 H

o
dg

e
s 

-
 J

o
u
rn

al
 o

f 
m

o
to

r 
be

h
av

io
r、

 1
9
9
8
）
の

研
究

（
引

用
回

数
6
2
）
に

関
し

て
、

そ
の

効
果

は
、

技
能

レ
ベ

ル
に

よ
っ

て
異

な
る

と
い

う
仮

説
(G

u
ad

ag
n
o
li 

an
d 

L
e
e
; 
2
0
0
4
)が

提
唱

さ
れ

て
い

た
。

し
か

し
、

そ
の

こ
と

を
実

験
的

に
証

明
し

た
研

究
は

こ
れ

ま
で

無
か

っ
た

。
本

研
究

で
は

そ
の

仮
説

を
ス

ポ
ー

ツ
課

題
で

証
明

し
、

研
究

結
果

が
、

実
験

室
内

に
留

ま
ら

ず
、

ス
ポ

ー
ツ

現
場

に
お

い
て

も
適

用
で

き
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
。

こ
の

研
究

は
、

N
o
rt

h
 A

m
e
ri
c
an

 S
o
c
ie

ty
 f
o
r 

P
sy

c
h
o
lo

gy
 o

f
S
po

rt
 a

n
d 

P
h
ys

ic
al

 A
c
ti
vi

ty
2
0
1
1
年

学
会

大
会

で
発

表
し

高
い

評
価

を
受

け
た

。
ま

た
、

日
本

体
育

学
会

が
優

秀
な

論
文

を
海

外
に

発
信

す
る

た
め

に
発

行
し

て
い

る
In

te
rn

at
io

n
al

 J
o
u
rn

al
 o

f 
S
po

rt
an

d 
H

e
al

th
 S

c
ie

n
c
e
に

掲
載

さ
れ

た
。

野
球

の
投

手
の

技
能

レ
ベ

ル
に

よ
っ

て
異

な
る

影
響

と
な

る
文

脈
干

渉
効

果
の

研
究

本
研

究
は

，
運

動
技

能
の

習
得

に
関

し
，

練
習

文
脈

が
複

雑
で

干
渉

を
受

け
る

ほ
ど

、
学

習
中

の
で

き
ば

え
は

良
く
な

く
て

も
、

長
期

の
習

得
に

は
有

効
で

あ
る

こ
と

を
示

す
文

脈
干

渉
効

果
に

つ
い

て
、

そ
の

効
果

は
一

様
で

は
な

く
、

技
能

レ
ベ

ル
に

よ
っ

て
異

な
る

と
い

う
仮

説
を

実
際

の
ス

ポ
ー

ツ
課

題
を

用
い

て
検

証
し

た
も

の
で

あ
る

。
仮

説
と

し
て

は
既

に
提

唱
さ

れ
て

い
た

も
の

の
、

そ
の

こ
と

を
実

験
的

に
示

し
た

最
初

の
研

究
で

あ
る

。
こ

の
結

果
は

、
ス

ポ
ー

ツ
の

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
に

お
い

て
、

上
級

者
ほ

ど
干

渉
を

受
け

る
複

雑
な

状
況

で
練

習
す

べ
き

と
い

う
、

実
践

現
場

に
有

用
な

知
見

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

幹
細

胞
に

よ
る

筋
再

生
に

関
す

る
研

究
本 本

研
究

は
、

筋
再

生
に

主
役

と
し

て
の

働
く
筋

衛
生

細
胞

に
関

し
て

、
従

来
よ

り
課

題
で

あ
っ

た
増

殖
・
分

化
を

へ
て

再
生

に
貢

献
す

る
た

め
遊

走
能

を
、

In
 V

iv
o
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
し

た
も

の
で

あ
る

。
こ

の
研

究
手

法
は

、
量

子
ナ

ノ
ド

ッ
ト

（
Q

do
ts

）
用

い
た

点
で

画
期

的
で

あ
り

，
こ

れ
よ

り
生

体
筋

上
の

筋
衛

星
細

胞
を

同
定

に
成

功
す

る
と

と
も

に
、

6
0
分

間
の

連
続

観
察

結
果

で
は

，
健

常
側

か
ら

損
傷

方
向

へ
平

均
移

動
速

度
1
0
5
n
m

/
m

in
で

経
時

的
に

移
動

す
る

筋
衛

星
細

胞
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
た

．
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3
8

①
『
E
ff
e
c
ts

 o
f 
P

ro
pa

n
e
 o

n
L
o
w

 T
e
m

pe
ra

tu
re

 G
ro

w
th

o
f 
3
C

-
S
iC

 F
ilm

s 
o
n
 S

i
(1

1
1
) 
by

 P
la

sm
a 

A
ss

is
te

d
C

V
D

』
、

M
at

e
ri
al

s 
S
c
ie

n
c
e

F
o
ru

m
 V

o
ls

. 
7
1
7
-
7
2
0

(2
0
1
2
) 
pp

 1
8
1
-
1
8
4

O
n
lin

e
 a

va
ila

bl
e
 s

in
c
e

2
0
1
2
/
M

ay
/
1
4
 a

t
w

w
w

.s
c
ie

n
ti
fi
c
.n

e
t

S

　
本

論
文

は
主

に
S
iC

 並
び

に
ワ

イ
ド

ギ
ャ

ッ
プ

半
導

体
に

関
わ

る
多

く
の

研
究

者
が

投
稿

す
る

レ
フ

リ
付

き
の

論
文

で
あ

る
。

本
論

文
は

ヘ
テ

ロ
エ

ピ
タ

キ
シ

ャ
ル

成
長

、
特

に
S
i基

板
へ

の
S
iC

エ
ピ

タ
キ

シ
ャ

ル
成

長
の

可
能

性
を

プ
ラ

ズ
マ

ア
シ

ス
ト

に
よ

り
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
と

モ
ノ

シ
ラ

ン
ガ

ス
の

流
量

比
に

注
目

し
、

系
統

的
に

成
長

さ
せ

、
Ｘ

線
回

折
解

析
並

び
に

電
子

顕
微

鏡
観

察
に

よ
り

、
成

長
S
iC

/
S
i薄

膜
の

結
晶

構
造

評
価

を
行

い
、

積
層

欠
陥

、
双

晶
を

含
む

も
の

の
、

9
5
0
℃

で
配

向
性

の
高

い
か

つ
単

結
晶

に
近

い
S
iC

薄
膜

が
プ

ロ
パ

ン
／

モ
ノ

シ
ラ

ン
比

が
2
.5

程
度

で
得

ら
れ

る
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

こ
の

結
果

は
、

S
iC

の
応

用
的

な
潜

在
力

を
さ

ら
に

広
げ

、
S
iC

の
ヘ

テ
ロ

成
長

の
展

望
も

開
け

、
有

用
な

研
究

と
し

て
評

価
で

き
る

。

プ
ラ

ズ
マ

ア
シ

ス
ト

に
よ

る
3
C

-
S
iC

薄
膜

の
S
i(
1
1
1
)基

板
へ

の
低

温
成

長
に

関
す

る
研

究

本
研

究
は

、
高

温
等

の
厳

し
い

条
件

で
の

半
導

体
素

子
材

料
と

し
て

期
待

さ
れ

て
い

る
S
iC

を
S
i基

板
上

に
プ

ラ
ズ

マ
ア

シ
ス

ト
C

V
D

に
よ

り
低

温
で

成
長

さ
せ

、
透

過
電

子
顕

微
鏡

像
、

X
線

回
折

解
析

等
に

よ
り

結
晶

評
価

を
行

い
、

3
C

-
S
iC

の
低

温
で

の
ヘ

テ
ロ

エ
ピ

タ
キ

シ
ャ

ル
成

長
の

可
能

性
に

言
及

し
た

。

3
7

①
『
T
i-

5
0
.2

N
i-

5
Z
r 

S
h
ap

e
M

e
m

o
ry

 A
llo

y 
S
qu

ar
e
 R

o
ts

P
ro

du
c
ti
o
n
 b

y 
th

e
 C

as
ti
n
g

T
e
c
h
n
iq

u
e
 M

at
e
ri
al

s』
、

M
at

e
ri
al

s 
S
c
ie

n
c
e
 F

o
ru

m
V

il.
 7

8
3
-
7
8
6
、

 p
p.

2
4
4
5
-

2
4
4
9
 2

0
1
4
年

S

　
①

論
文

は
、

T
h
e
rm

e
c
2
0
1
3
国

際
会

議
で

の
招

待
講

演
で

あ
る

。
T
h
e
rm

e
c
国

際
会

議
は

、
次

世
代

材
料

の
加

工
及

び
生

産
技

術
に

関
す

る
国

際
会

議
で

あ
り

、
機

能
材

料
の

分
野

で
は

、
国

際
的

な
研

究
者

が
多

く
発

表
す

る
会

議
で

あ
る

。
こ

の
会

議
は

１
９

８
８

年
か

ら
開

か
れ

今
回

で
８

回
目

に
な

る
。

こ
の

中
の

S
m

ar
t/

In
te

lli
ge

n
tM

at
e
ri
al

s 
&
 P

ro
c
e
ss

e
sの

セ
ッ

シ
ョ

ン
で

招
待

講
演

を
行

っ
た

。
こ

の
分

野
で

は
よ

り
高

温
で

動
作

す
る

形
状

記
憶

合
金

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
今

回
の

講
演

内
容

が
「
鋳

造
法

」
を

用
い

た
高

温
形

状
記

憶
合

金
の

応
用

の
第

一
歩

に
な

る
研

究
で

あ
る

。
形

状
記

憶
合

金
の

鋳
造

法
に

関
し

て
は

、
日

本
材

料
科

学
会

「
材

料
の

科
学

と
工

学
」
第

５
１

巻
（
１

）
１

２
−

２
１

ペ
ー

ジ
に

、
掲

載
さ

れ
注

目
さ

れ
て

い
る

。

T
i-

N
i-

Z
r高

温
形

状
記

憶
合

金
鋳

造
材

の
形

状
記

憶
特

性
の

研
究 本

研
究

は
、

最
大

２
０

０
℃

程
度

の
温

度
で

動
作

す
る

T
i-

N
i-

Z
r系

高
温

形
状

記
憶

合
金

を
、

鋳
造

法
に

よ
り

初
め

て
作

製
し

た
。

作
製

し
た

試
料

に
対

し
形

状
記

憶
処

理
を

施
し

、
熱

分
析

測
定

装
置

に
よ

り
動

作
温

度
の

評
価

を
行

う
と

と
も

に
、

万
能

材
料

試
験

機
を

用
い

て
、

形
状

記
憶

特
性

の
温

度
依

存
性

の
評

価
を

行
っ

た
。
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①

本
論

文
で

は
、

我
が

国
の

中
学

校
技

術
・
家

庭
科

技
術

分
野

と
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
「
デ

ザ
イ

ン
・
技

術
」

の
傾

向
性

と
類

似
性

に
つ

い
て

検
討

し
た

も
の

で
あ

る
。

そ
の

結
果

、
「
構

想
・
設

計
力

－
製

作
力

」
「
技

術
実

践
・
行

為
力

－
技

術
認

識
・
評

価
力

」
の

二
つ

の
構

成
要

因
は

、
国

の
違

い
を

越
え

た
技

術
学

力
の

構
成

要
因

の
一

つ
で

あ
る

可
能

性
が

推
察

さ
れ

た
。

こ
の

こ
と

は
、

今
後

の
日

本
の

技
術

教
育

の
学

力
構

成
を

構
築

す
る

た
め

の
知

見
を

提
供

し
て

い
る

点
で

、
学

術
的

意
義

が
高

い
。

　
②

本
論

文
で

は
、

日
本

と
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
、

米
国

の
３

カ
国

間
に

お
け

る
技

術
科

教
育

の
内

容
構

成
や

指
導

内
容

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
検

討
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
日

本
に

お
い

て
も

、
他

国
と

同
様

に
、

発
達

段
階

に
応

じ
た

課
題

を
通

じ
て

、
学

習
者

が
起

こ
り

う
る

危
険

を
予

測
し

、
そ

の
危

険
を

回
避

す
る

た
め

に
修

正
・
改

善
す

る
創

造
的

な
思

考
の

育
成

の
必

要
性

が
示

唆
さ

れ
た

。
こ

の
点

は
、

日
本

の
技

術
科

教
育

の
内

容
構

成
と

指
導

内
容

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
上

で
重

要
な

知
見

で
あ

り
、

学
術

的
意

義
が

高
い

。

技
術

科
教

育
に

お
け

る
比

較
教

育
研

究

本
研

究
は

，
我

が
国

の
教

育
改

革
，

革
新

の
た

め
の

教
育

課
程

政
策

上
で

不
可

欠
の

手
段

で
あ

る
比

較
教

育
に

基
づ

き
，

連
合

王
国

（
通

称
イ

ギ
リ

ス
）
と

米
国

，
日

本
の

技
術

科
教

育
の

教
育

制
度

，
教

育
課

程
，

教
育

内
容

と
教

育
方

法
を

分
析

・
解

明
し

た
も

の
で

あ
る

。
こ

の
手

法
は

，
文

献
調

査
に

留
ま

ら
ず

，
統

計
分

析
を

用
い

て
比

較
検

討
し

て
い

る
点

が
画

期
的

で
あ

る
。

こ
れ

に
よ

り
，

各
国

の
技

術
科

教
育

で
育

む
べ

き
技

術
学

力
の

構
成

要
因

の
知

見
を

示
す

こ
と

が
で

き
た

。

3
9

①
「
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
1
4
～

1
6
歳

『
デ

ザ
イ

ン
・
技

術
』
と

日
本

の
技

術
分

野
と

の
評

価
規

準
の

構
成

要
因

の
比

較
分

析
、

第
5
3
巻

第
４

号
、

2
3
1
～

2
4
1
ペ

ー
ジ

、
2
0
1
1
年

②
 S

im
ila
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an
d

D
if
fe

re
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o
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th

e
 A

im
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C
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 b
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e
e
n
 t

h
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C
u
rr

e
n
t 

C
o
u
rs

e
 o

f 
S
tu

dy
 i
n

T
e
c
h
n
o
lo

gy
 E

du
c
at

io
n
 i
n

J
ap

an
 f
ro

m
 2

0
0
8
、

 “
D

e
si

gn
an

d 
T
e
c
h
n
o
lo

gy
”
 i
n
 t

h
e

N
at

io
n
al

 C
u
rr
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u
lu

m
 i
n

E
n
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an
d 

fr
o
m

 2
0
1
4
 a

n
d

S
ta

n
da

rd
s 

fo
r

T
e
c
h
n
o
lo

gi
c
al

 L
it
e
ra

c
y 

in
th

e
 U

S
A

 f
ro

m
 2

0
0
0
、

T
e
c
h
n
o
lo

gy
 E

du
c
at

io
n

R
e
se
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c
h
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o
n
fe

re
n
c
e

(T
E
R

C
2
0
1
4
)、

 2
0
1
4

S

１．研究活動

43



4
1

①
『
環

境
転

移
に

つ
い

て
』
、

精
神

分
析

研
究

、
5
3
（
2
）
号

、
1
9
4

～
2
0
2
ペ

ー
ジ

、
2
0
0
9
年

S

　
転

移
tr

an
sf

e
re

n
c
e
と

い
う

現
象

は
、

本
来

、
患

者
の

感
情

、
過

去
の

対
象

表
象

、
無

意
識

的
願

望
な

ど
が

治
療

者
に

向
け

ら
れ

る
精

神
内

界
現

象
で

あ
る

。
本

論
文

に
お

い
て

、
著

者
は

、
精

神
分

析
的

精
神

療
法

過
程

に
お

い
て

、
患

者
の

“
背

景
と

し
て

の
環

境
”
が

治
療

者
の

背
景

に
向

け
ら

れ
る

現
象

と
し

て
の

転
移

に
つ

い
て

発
見

し
、

そ
の

転
移

の
意

味
が

表
出

的
な

意
味

か
ら

防
衛

的
な

意
味

へ
と

変
遷

す
る

過
程

を
発

見
し

、
詳

細
に

考
察

し
て

い
る

。
本

概
念

は
、

前
述

の
従

来
の

転
移

の
概

念
を

さ
ら

に
発

展
さ

せ
て

、
今

日
の

精
神

分
析

的
精

神
療

法
の

実
践

に
貢

献
し

た
。

一
方

で
、

精
神

病
理

額
的

に
は

、
近

年
、

増
え

つ
つ

あ
る

混
血

児
の

心
的

成
長

過
程

に
お

け
る

、
前

景
に

存
在

す
る

対
象

表
象

と
背

景
に

存
在

す
る

環
境

表
象

の
意

味
を

論
じ

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
本

論
文

は
、

日
本

精
神

分
析

学
会

に
お

い
て

、
そ

の
価

値
を

高
く
評

価
さ

れ
、

平
成

2
2
年

1
1
月

に
日

本
精

神
分

析
学

会
学

会
奨

励
賞

（
山

村
賞

）
の

受
賞

論
文

と
な

っ
た

。

4
0

①
S
o
c
ia

l 
C

ar
e
 o

f 
th

e
E
ld

e
rl
y 

in
 J

ap
an

: 
T
h
ro

u
gh

C
o
m

pa
ra

ti
ve

 S
tu

dy
 o

f 
L
if
e

C
o
u
rs

e
 i
n
 5

 S
o
c
ie

ti
e
s

2
n
d 

In
te

rn
at

io
n
al

 M
e
e
ti
n
g

o
f 
S
S
K
 B

io
po

lit
ic

s 
o
f 
th

e
E
ld

e
rl
y、

 2
0
1
4

②
ア

ジ
ア

の
社

会
変

動
と

産
育

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
―

５
地

域
ラ

イ
フ

コ
ー

ス
調

査
か

ら
―

愛
知

教
育

大
学

研
究

報
告

(人
文

・
社

会
科

学
編

）
、

 愛
知

教
育

大
学

、
 (
第

6
3
輯

):
1
5
5
-

1
6
6
、

 2
0
1
4

③
S
o
c
ia

l 
C

h
an

ge
 i
n
 2

0
C

e
n
tu

ry
’
s 

A
si

a 
an

d 
L
if
e

c
o
u
rs

e
 o

f 
th

e
 E

ld
e
rl
y:

F
o
c
u
si

n
g 

o
n
 C

h
ild

bi
rt

h
 a

n
d

C
h
ild

c
ar

e
 N

e
tw

o
rk

s 
in

 F
iv

e
S
o
c
ie

ti
e
s

T
h
e
 2

0
th

 I
A

G
G

 W
o
rl
d

C
o
n
gr

e
ss

 o
f 
G

e
ro

n
to

lo
gy

an
d 

G
e
ri
at

ri
c
s、

In
te

rn
at

io
n
al

 A
ss

o
c
ia

ti
o
n

o
f 
G

e
ro

n
to

lo
gy

 a
n
d

G
e
ri
at

ri
c
s、

 2
0
1
3

S

　
①

2
0
1
4
年

5
月

3
0
日

に
ソ

ウ
ル

大
学

社
会

科
学

部
で

開
催

さ
れ

た
、

2
n
d 

In
te

rn
at

io
n
al

 M
e
e
ti
n
g 

o
f

S
S
K
 B

io
po

lit
ic

s 
o
f 
th

e
 E

ld
e
rl
y 

で
招

待
講

演
者

と
し

て
研

究
成

果
を

報
告

し
た

。
国

際
会

議
の

テ
ー

マ
は

、
W

h
at

's
 M

at
te

r 
in

 B
io

po
lit

ic
s 

o
f 
th

e
 E

ld
e
rl
y 

で
あ

っ
た

。
総

報
告

7
本

の
う

ち
、

外
国

か
ら

の
報

告
者

は
3
名

（
中

国
1
名

、
日

本
2
名

）
で

あ
っ

た
。

　
②

科
学

研
究

費
研

究
の

成
果

で
あ

る
ア

ジ
ア

5
地

域
ラ

イ
フ

コ
ー

ス
調

査
の

結
果

を
、

出
産

、
育

児
の

テ
ー

マ
に

絞
っ

て
共

著
論

文
と

し
て

ま
と

め
た

も
の

で
あ

る
。

　
③

　
②

の
も

と
に

な
っ

た
研

究
報

告
で

あ
る

。
ア

ジ
ア

各
地

域
の

共
同

研
究

者
と

共
同

で
、

ソ
ウ

ル
で

開
催

さ
れ

た
国

際
学

会
に

お
い

て
報

告
し

た
。

2
0
世

紀
ア

ジ
ア

の
社

会
変

動
と

高
齢

者
の

ラ
イ

フ
コ

ー
ス

に
関

す
る

研
究

2
0
0
7
-
2
0
0
9
年

度
に

科
学

研
究

費
（
基

盤
（
B

)）
の

助
成

を
受

け
て

、
中

国
（
大

連
）
、

韓
国

（
ソ

ウ
ル

、
テ

グ
）
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
（
イ

ロ
コ

ス
）
、

日
本

（
名

古
屋

）
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

約
1
0
0
人

～
2
0
0
人

の
高

齢
者

の
方

々
を

対
象

に
し

た
、

ラ
イ

フ
コ

ー
ス

を
聞

き
取

る
質

問
紙

調
査

を
実

施
し

た
。

日
本

に
よ

る
植

民
地

支
配

の
時

代
も

含
む

2
0
世

紀
の

歴
史

と
人

生
の

関
わ

り
を

、
特

に
出

産
、

育
児

、
介

護
等

、
女

性
が

関
わ

る
こ

と
の

多
い

出
来

事
に

焦
点

を
あ

て
て

聞
き

取
る

も
の

で
、

対
象

と
な

る
1
9
2
0
-
4
0
年

代
生

ま
れ

の
方

々
の

年
齢

の
こ

と
を

考
え

る
と

、
緊

急
性

の
高

い
課

題
で

あ
っ

た
。

科
研

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

終
了

後
も

、
各

地
域

で
収

集
し

た
デ

ー
タ

の
整

理
、

分
析

を
進

め
、

国
内

外
の

学
会

で
研

究
報

告
を

行
っ

て
い

る
。

2
0
1
4
年

度
に

は
こ

の
調

査
デ

ー
タ

を
用

い
、

「
ケ

ア
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
を

中
心

に
し

て
、

ソ
ウ

ル
大

学
で

行
わ

れ
た

国
際

会
議

で
報

告
を

行
っ

た
。

育
児

と
高

齢
者

ケ
ア

両
面

か
ら

5
地

域
比

較
デ

ー
タ

の
分

析
結

果
を

通
し

て
、

各
地

域
に

お
け

る
基

層
的

家
族

・
親

族
シ

ス
テ

ム
と

ケ
ア

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

変
容

に
関

す
る

考
察

を
行

っ
た

。

環
境

転
移

に
関

す
る

研
究

本
研

究
は

，
男

性
恐

怖
を

呈
す

る
混

血
女

性
の

精
神

分
析

的
精

神
療

法
の

中
で

展
開

し
た

転
移

に
つ

い
て

考
察

し
た

論
文

で
あ

る
。

患
者

は
迫

害
的

な
外

国
人

体
験

や
女

性
蔑

視
体

験
を

有
し

、
治

療
空

間
を

当
初

は
迫

害
的

な
空

間
と

し
て

体
験

し
て

い
た

が
、

治
療

が
進

む
中

で
治

療
空

間
を

穏
や

か
で

静
か

な
場

所
や

空
間

と
し

て
体

験
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

筆
者

は
こ

の
治

療
展

開
に

つ
い

て
，

治
療

者
を

非
人

間
化

し
環

境
と

し
て

体
験

す
る

環
境

転
移

と
し

て
捉

え
治

療
を

進
め

る
こ

と
で

治
療

過
程

に
支

持
的

影
響

が
あ

っ
た

こ
と

を
記

し
て

い
る

。
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Ⅰ 中期計画の達成状況 

中期目標 

学長のリーダーシップによるマネージメント機能を強化し、附属学校園は、それぞれの特性を活かした先導

的・実験的な学校教育の実践を行い、学部・大学院の教育に関する研究に協力しながら、教育実習等の活用を

拡大し、学部・大学院と共同して国レベルをはじめ地域の教育課題の解決と学校教育の発展に寄与する。 

 

中期計画 

①附属学校園は、大学の実験校・実習校として、附属学校園の組織運営・業務運営の効率化を図る中で、附属

学校園教員と大学教員との共同による教育研究を推進しながら、人的・物的資源の効果的かつ効率的活用をめ

ざす。 

進捗状況 

Ⅰ   Ⅱ   ○Ⅲ   Ⅳ   （○を付す） 

判断理由（中期計画の実施状況等） 
＜１＞ 2010～2012 年度 中期計画実施状況概略 

①７附属学校園の代表者（校長）と各附属学校園を支援する大学教員７人の計 14 人から成る「附属学校セブ

ンプロジェクト」を組織し、学長裁量経費を活用して、附属学校園が新たに設定した研究テーマを実践した。

これらの成果を「７プロジェクト報告書 2011」にまとめ、学内をはじめとして、学外の教育関係者へ配布し

た。 

②大学教員の支援により、７附属学校園のユネスコスクールへの加盟を推進した。2012 年度には、附属幼稚

園および附属名古屋小学校の加盟が承認された。 

③附属学校の教育実習を現地調査するとともに実習生に対してアンケート調査を行った。それらの調査結果に

基づき、教育実習実施に係る備品、消耗品を措置し、教育実習の円滑な実施体制の確保及び将来的な教育実習

環境の改善に取り組んだ。 

＜２＞ 2013 年度 年度計画実施状況 

年度計画 年度計画実施状況 
進捗状況 
(○を付す) 

① 今後の附属学校の在り方

について検討し、大学の実

験・実習校としての発展に

寄与する。 

2000 年４月１日設置の学校評議員制度について、他大学の附

属学校及び愛知県公立学校の状況等を調査確認のうえ、各附

属学校と検討した結果、委嘱者の選出区分の明確化、学校評

議員の硬直化を避けるための最長継続任期を定めた。また、

経費面では謝金額の見直しを行うなど、附属学校長が、より

効果的に組織的、機動的な運営が図れるよう見直しを図っ

た。 

Ⅰ 

Ⅱ 

○Ⅲ 

Ⅳ 

② 教育研究、教育実習等の

内容について、自己点検評

価としてまとめる。 

大学の「自己点検・評価報告書 2012」作成に連動して、附属

学校における教育研究、教育実習等の実績を、今年度作成す

る附属学校自己点検評価報告書にまとめた。 

Ⅰ 

Ⅱ 

○Ⅲ 

Ⅳ 

③ 大学との連携により、全

附属学校のユネスコスクー

ルの加盟を目指す。 

ユネスコスクールは、2012 年度の幼稚園、名古屋小学校に続

き、今年度、岡崎小学校、名古屋中学校、岡崎中学校の加盟

が認められた。また、高等学校は、加盟申請中である。 

Ⅰ 

Ⅱ 

○Ⅲ 

Ⅳ 

④ 前年度に実施した教育実

習環境の改善について検討

し、大学・附属学校の緊密

な関係により適切な教育実

習体制の確立を行う。 

前年度に実施した教育実習環境の改善（教育実習設備品等）

については、今年度の教育実習に際して有効に活用されてい

る。 

Ⅰ 

Ⅱ 

○Ⅲ 

Ⅳ 
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中期計画 

②附属学校園は、学部・大学院と共同で行う教育研究活動の成果を地域に向けて発信し、教育内容・方法の開

発及び教員研修等を地域の教育界と連携・協力しながら、先導的・実験的な取組を推進する国レベルの拠点校

及び地域のモデル校として寄与する。 

進捗状況 

Ⅰ   Ⅱ   ○Ⅲ   Ⅳ   （○を付す） 

判断理由（中期計画の実施状況等） 
＜１＞ 2010～2012 年度 中期計画実施状況概略 

①大学・附属学校共同研究会と協力して、附属学校園との研究交流並びに附属学校園の研究レベルの向上を図

るための研究会を実施した。また、附属学校運営委員会を通して、附属学校園の教育研究の推進に向けた協議

と指導を行った。 

②大学教員が附属学校園を訪問する旅費を学長裁量経費により措置し、大学と附属学校園間の研究交流の推進

に取り組んだ。 

＜２＞ 2013 年度 年度計画実施状況 

年度計画 年度計画実施状況 
進捗状況 

(○を付す) 

⑤ 大学教員の交流訪問を軸

にした附属学校教員との共

同での教育研究活動の推進

を図る。 

学長裁量経費での予算措置（旅費）により、今年度実施した

７附属学校の教育研究発表会へ22人の大学教員の参加があ

り、研究交流を深めることができた。 

Ⅰ 

Ⅱ 

○Ⅲ 

Ⅳ 

⑥ 各附属学校の地域貢献度

を検証する。 

附属学校の地域貢献度については、今年度作成する附属学校

自己点検評価報告書にまとめた。 
Ⅰ 

Ⅱ 

○Ⅲ 

Ⅳ 

 

中期計画 

③大学の実験校・実習校としての役割を踏まえた附属学校園の見直しを行う。 

進捗状況 

Ⅰ   Ⅱ   ○Ⅲ   Ⅳ   （○を付す） 

判断理由（中期計画の実施状況等） 
＜１＞ 2010～2012 年度 中期計画実施状況概略 

①「附属学校園の在り方懇談会」を開催し、附属学校園の組織・運営の在り方を検討した。検討結果に基づ

き、附属学校園の校園長の選考方法、また、校園則の見直しを行った。 

②附属学校園教員の労働時間の適正化に向けて検視を行うとともに、産業労働医と連携して附属学校園教員の

メンタルヘルスケアーに積極的に取り組んだ。また、後援会費等の寄付金化を進めた。 

③大学と連携して、附属学校園教員の科学研究費助成事業（奨励研究）の申請内容の充実に努めた。 

＜２＞ 2013 年度 年度計画実施状況 

年度計画 年度計画実施状況 
進捗状況 

(○を付す) 

⑦ 大学の実験校・実習校と

しての役割を踏まえた附属

学校園の見直しを行う。 

2013 年４月１日施行の国立大学校法人愛知教育大学附属学校

規則について、より効果的かつ効率的な学校運営を図るた

め、附属学校ごとに学校運営に適した内規の整備を行った。 

Ⅰ 

Ⅱ 

○Ⅲ 

Ⅳ 

 

２．附属学校

49



 

 

Ⅱ 基準ごとの評価 
 

基準１ 教育課題について 

（１） 観点ごとの分析 

観点１−１： 学校現場が抱える教育課題について、実験的、先導的に取り組んでいるか。 

 

【観点に係る状況】 

附属学校では、毎年度、教育研究発表会を開催している（別添資料１－１－１）。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、定期的に教育研究発表会が開催されており、附属学校は、継続して、各種の教育課題

について、実験的、先導的に取り組んでいると判断する。 

 

 

観点１−２： 地域における指導的あるいはモデル的学校となるように、様々な教育課題の研究開発

の成果公表等に取り組んでいるか。 

 

【観点に係る状況】 

附属学校では、教育研究発表会を開催するとともに、その成果を書籍として、地域の教育界に対し

て、広く成果公表等に努めている。（資料１－２－Ａ） 

また、開催される教育研究発表会には、愛知県内の教員をはじめ多数の参加実績がある（別添資料

１－１－１）。 

 

資料１－２－Ａ 出版された書籍 

2010 年度 

・附属幼稚園「心豊かな幼児の育成【第３年次】～言葉で表現する力に視点をあてて～」（愛知教育大学附属
幼稚園） 

・附属名古屋小学校「研究紀要 49 「『自分の考え』をしっかりともつことができる子」の育成をめざした
教科指導－「『自分の考え』を再構築する子」に迫る－」（界文社） 

・附属岡崎小学校「生活教育研究紀要第 61 号 共に学び 共に生きる－かかわり合いを深める教師の営み
－」（愛知教育大学附属岡崎小学校） 

・附属岡崎中学校「次代を創る－学びを深め合う授業の実現から－」（明治図書） 
・附属岡崎中学校「次代を創る（研究のあゆみ４）－学びを深め合う授業の実現から－」（愛知教育大学附属

岡崎中学校） 
・附属高等学校「研究紀要第 37 号」（愛知教育大学附属高等学校） 
・附属特別支援学校「特別支援教育に役立つあそびの工夫」（愛教大出版会） 
・附属特別支援学校「研究紀要第 31 集 主題『人とのかかわりをひろげる子』副題『人とのかかわり』をさ

ぐる」（愛知教育大学附属特別支援学校） 

2011 年度 

・附属幼稚園「心豊かな幼児の育成【第４年次】～ことばで考え、言葉で表現する力に視点をあてて～」（愛
知教育大学附属幼稚園） 

・附属名古屋小学校「研究紀要 50 「『自分の考え』をしっかりともつことができる子」の育成をめざした
教科指導－「『再構築した自分の考え』を生かす子」に迫る－」（界文社） 

・附属岡崎小学校「生活教育研究紀要第 62 号 共に学び 共に生きる－協同的に学ぶ子どもを支える教師の
営み－」（愛知教育大学附属岡崎小学校） 

・附属名古屋中学校「研究紀要第 51 集 かかわり合いの中で学ぶ授業の創造－言語活動を通して－第２年
次」（愛知教育大学附属名古屋中学校） 

・附属岡崎中学校「生き方の探究（研究のあゆみ１）」（愛知教育大学附属岡崎中学校） 
・附属高等学校「研究紀要第 38 号」（愛知教育大学附属高等学校） 
・附属特別支援学校「子どもたちのよさをとらえた特別支援教育」（愛教大出版会） 
・附属特別支援学校「研究紀要第 32 集 主題『人とのかかわりをひろげる子』副題『人とかかわる中で学ぶ

授業』」（愛知教育大学附属特別支援学校） 
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2012 年度 

・附属幼稚園「『学びと育ち』の連続性を見通した幼児期の教育を考える～学びの連続性を探る～」（愛知教
育大学附属幼稚園） 

・附属名古屋小学校「研究紀要 51 『自分を磨き、学び続ける子』の育成－感動ある授業を通して『自己を
磨く』子に迫る－」（界文社） 

・附属岡崎小学校「教師の『授業を読む』力を鍛える－『共に学び 共に生きる』子どもを育む授業づくりを
通して－」（明治図書） 

・附属岡崎小学校「生活教育研究紀要第 63 号 共に学び 共に生きる」（愛知教育大学附属岡崎小学校） 
・附属岡崎中学校「生き方の探究（研究のあゆみ２）－『学んだこと』を行動につなげる－」（愛知教育大学

附属岡崎中学校） 
・附属高等学校「研究紀要第 39 号」（愛知教育大学附属高等学校） 
・附属特別支援学校「この子らしさを活かす支援ツール 子どもの豊かな生活の実現をめざして」（愛教大出

版会） 
・附属特別支援学校「研究紀要第 33 集 主題『人とのかかわりをひろげる子』副題『人とかかわる中ことの

喜びや楽しさを味わうことができる授業』」（愛知教育大学附属特別支援学校） 

2013 年度 

・附属幼稚園「『学びと育ち』の連続性を見通した幼児期の教育を考える【第２年次】～学びの連続性を確か
める～」（愛知教育大学附属幼稚園） 

・附属名古屋小学校「研究紀要 52 『自分を磨き、学び続ける子』の育成－『学び続ける』子に迫る－」
（界文社） 

・附属岡崎小学校「生活教育研究紀要第 64 号 新たな時代の生活教育を探る」（愛知教育大学附属岡崎小学
校） 

・附属名古屋中学校「研究紀要第 52 集 かかわり合いの中で学ぶ授業の創造－言語活動を通して－最終年
次」（愛知教育大学附属名古屋中学校） 

・附属岡崎中学校「生き方の探究（研究のあゆみ２）－『学んだこと』を行動につなげる中で、成長し続ける
子ども－」（愛知教育大学附属岡崎中学校） 

・附属高等学校「研究紀要第 40 号」（愛知教育大学附属高等学校） 
・附属特別支援学校「この子らしさを活かす支援ツール２」（ジアース教育新社） 
・附属特別支援学校「研究紀要第 34 集 主題『人とのかかわりをひろげる子』副題『その子がもつ人とのか

かわり方を活かした授業』」（愛知教育大学附属特別支援学校） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、教育研究の成果の公表に努めており、地域における指導的あるいはモデル的学校とし

ての役割を十分に果たしていると判断する。 

 

 

（２） 優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

附属学校においては、毎年度、相当数の愛知県内外の教育関係者に対して、教育研究の成果を公表

している。 

 

【改善を要する点】 

教育・研究課題及びその成果の検証を行う等、愛知県内のみならず、全国のさらに多くの教育関係

者に研究成果の公表を拡大していくための検討が求められる。 
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基準２ 大学との連携 

（１） 観点ごとの分析 

観点２−１： 附属学校の運営等について、大学側との間で協議機関等が設置され機能しているか。 

 

【観点に係る状況】 

大学の管理責任者及び附属学校の現場責任者を構成員とした委員会を設置している。また、委員会

では、附属学校の運営上の課題を提議し、審議解決を図るなど、附属学校の管理、運営に関する適切

な見直しを行っている（別添資料２－１－１、資料２－１－Ａ）。 

 

資料２－１－Ａ 附属学校運営委員会で行った改善事項 

2010 年度 

・国立大学法人愛知教育大学附属学校園の労働時間について整備し、附属学校教員に対する労働状況の改善を
図った。 

2011 年度 

・新採用大学教員の附属学校・一般公立校における FD の実施を推進し、附属学校と大学との連携強化を図っ
た。 

・附属学校教員の評価制度を導入した。 
・附属小学校への少人数学級（40 人→35 人）を導入した。 

2012 年度 

・学則の細則である附属学校部・附属学校規程と、さらに当該規程の細則として附属学校別で設置していた内
規（校則）の整備を行い、新たに「附属学校規則」として一元化し、附属学校が、機動的に運営、管理がで
きる体制とした。 

2013 年度 

・附属学校長の助言機関である学校評議員制度の見直しを図り、校長がより活用しやすい体制へと整備した。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、附属学校の運営上の課題に対して大学と附属学校が連携して対処しており、大学及び

附属学校責任者による附属学校運営委員会は適切に機能していると判断する。 

 

 

観点２−２： 大学の教員が一定期間附属学校で授業を担当したり、行事に参加したりするシステム

が構築されているか。 

 

【観点に係る状況】 

一部の附属学校では、大学教員が附属学校において授業を担当している（資料２－２－Ａ）。また、

高大連携スクールにおいて、大学教員が附属学校等の生徒に対して授業を開講している（別添資料２

－２－１）。さらに、毎年度開催される教育研究発表会をはじめとした授業研究会等に、多くの大学

教員が指導者、助言者として参加している（別添資料２－２－２）。 
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資料２－２－Ａ 大学教員の附属学校授業担当実績 

2010 年度 

・附属名古屋中学校：音楽（合唱指導） 
・附属岡崎中学校：理科 

2011 年度 

・附属名古屋中学校：音楽（合唱指導） 
・附属岡崎中学校：理科 

2012 年度 

・附属名古屋中学校：音楽（合唱指導） 
・附属岡崎中学校：理科、保健体育 

2013 年度 

・附属名古屋中学校：音楽（合唱指導） 
・附属岡崎中学校：理科、保健体育 

 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、大学教員の授業担当については、附属学校の課題があるものの、大学教員は附属学校

の教育研究発表会に恒常的に参加しており、附属学校が行う行事への大学教員への参加システムは構

築されていると判断する。 

 

 

観点２−３：附属学校が大学の FD の場として活用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

2011 年度から、新採用教員が本学の教員養成の理解を深め、学生の教育実習の支援・指導に生か

すとともに、大学での授業力向上にとって有益な機会とするために、新採用大学教員の FD 研修の一

部を附属学校で実施している（別添資料２－３－１、２－３－２、２－３－３）。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、附属学校で FD 研修が実施されており、附属学校が大学の FD の場として活用されて

いると判断する。 

 

 

観点２−４−①： 大学の教育に関する研究に組織的に協力する体制の確立及び協力の実践が行われ

ているか。 

 

【観点に係る状況】 

附属学校は、概算要求特別経費や大学教育研究重点配分経費による大学の教育研究事業に積極的に

協力している（資料２－４－①－A）。 
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資料２－４－①－Ａ 大学の教育研究事業 

①概算要求特別経費 

2010 年度 

  事項名：小学校外国語活動を前提とした小・中・高での英語関連科目の連携を進める英語教員養成カリキ
ュラムの開発と授業実践力を高めるための教育改革 

  担当講座：外国語教育講座 
  協力附属学校：附属名古屋小学校、附属岡崎小学校、附属名古屋中学校、附属岡崎中学校 

2011 年度 

  事項名：小学校外国語活動を前提とした小・中・高での英語関連科目の連携を進める 
 担当講座：外国語教育講座 

  協力附属学校：附属名古屋小学校、附属岡崎小学校、附属名古屋中学校、附属岡崎中学校 
  事項名：環境研究と環境教育の融合によるエコキャンパスづくり 
  担当講座：理科教育講座、美術教育講座、技術教育講座 
  協力附属学校：附属幼稚園 

2012 年度 

  事項名：小学校外国語活動を前提とした小・中・高での英語関連科目の連携を進める英語教員養成カリキ
ュラムの開発と授業実践力を高めるための教育改革 

  担当講座：外国語教育講座 
  協力附属学校：附属名古屋小学校、附属岡崎小学校、附属名古屋中学校、附属岡崎中学校 
  事項名：環境研究と環境教育の融合によるエコキャンパスづくり 
  担当講座：理科教育講座、美術教育講座、技術教育講座 
  協力附属学校：附属幼稚園 

2013 年度 

  事項名：教員養成機能の充実－学長のリーダーシップによる教員養成機能の高度化－ 
  担当者：教育担当理事 

 協力附属学校：附属幼稚園、附属名古屋小学校、附属岡崎小学校、附属名古屋中学校、附属岡崎中学校、
附属高等学校、附属特別支援学校 

  事項名：環境研究と環境教育の融合によるエコキャンパスづくり 
  担当講座：理科教育講座、美術教育講座、技術教育講座 
  協力附属学校：附属幼稚園、附属名古屋中学校、附属岡崎中学校 

②大学教育研究重点配分経費 

2010 年度 

  事項名：集団に目を向けた特別支援教育 
 担当講座：障害児教育講座 
 協力附属学校：附属特別支援学校 

2011 年度 

  事項名：食育キャラクター「食まるファイブ」活用した教材開発と指導法 
 担当講座：家政教育講座 
 協力附属学校：附属岡崎中学校 

2013 年度 

  事項名：ESD（接続可能な開発のための教育）活動の推進に向けた附属学校の教育研究に関する研究－７
プロジェクト 

 担当者：国際交流センター 
 協力附属学校：附属幼稚園、附属名古屋小学校、附属岡崎小学校、附属名古屋中学校、附属岡崎中学校、

附属高等学校、附属特別支援学校 

 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、附属学校の協力の下、数多くの教育研究プロジェクトが実施されており、附属学校は、

大学の様々な研究課題に対して、７附属学校で組織的に、あるいは、個々の学校で、積極的に協力の

実践を行っていると判断する。 
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観点２−４−②： 大学と附属学校が連携して、附属学校を活用する具体的な研究計画の立案・実践

が行われているか。 
 

【観点に係る状況】 

附属学校を国の拠点校、地域のモデル校と位置づけるために、７つの附属学校園と大学教員７名に

よる「セブンプロジェクト」を設置し、2010 年度及び 2011 年度に、学長裁量経費の予算措置によ

るプロジェクトを実施した（別添資料２－４－②－１、２－４－②－２）。また、2013 年度には、

大学のいじめ問題プロジェクトチームと附属学校が連携して、附属学校におけるいじめ防止基本方針

の策定に取り組んだ（別添資料２－４－②－３）。 

2003 年度に設置した大学教員・附属学校教員の連携による共同研究会を毎年開催し、各分科会か

らの報告をまとめた報告書を作成している（資料２－４－②－A、別添資料２－４－②－４）。 

大学院生がアイリスパートナーとして、また、大学教員がスクールカウンセラーとして、附属学校

の相談活動を支援している。また、大学教員が附属学校教員と連携して、いじめ・不登校の予防を目

的とした調査、研究活動を行っている(資料２－４－②－B)。 
 

資料２－４－②－Ａ 大学・附属学校共同研究会の組織 

部 会 名 分    科    会    名 

管理運営 附属学校の管理運営 

教育実習  

介護等体験  

教科教育 
 

国語、書写・書道、社会科、算数・数学、理科、生活科・総合学習、音楽、図工・美術、 

保健体育、技術、家庭、英語、道徳・特活、特別支援、養護、幼児教育及び小学校低学年教育 

プロジェクト 
 

進路・生徒指導・ボランティア、いじめ・不登校・学級崩壊、習熟度・少人数教育、 

高大連携、メディア・情報教育 
 

資料２－４－②－B アイリスパートナー、スクールカウンセラー、調査研究の実績 

2010 年度 

・附属岡崎小学校：アイリスパートナー４人、スクールカウンセラー１人 
・附属岡崎中学校：アイリスパートナー５人、スクールカウンセラー１人 
・附属高等学校：アイリスパートナー２人 

2011 年度 

・附属岡崎小学校：アイリスパートナー７人、スクールカウンセラー１人 
・附属岡崎中学校：アイリスパートナー２人、スクールカウンセラー１人 
・附属高等学校：アイリスパートナー２人 

2012 年度 

・附属岡崎小学校：アイリスパートナー７人、スクールカウンセラー１人 
・附属名古屋中学校：いじめ・不登校予防の調査研究 
・附属岡崎中学校：アイリスパートナー２人、スクールカウンセラー１人 
・附属高等学校：アイリスパートナー２人 

2013 年度 

・附属岡崎小学校：アイリスパートナー３人、スクールカウンセラー１人 
・附属名古屋中学校：いじめ・不登校予防の調査研究 
・附属岡崎中学校：アイリスパートナー１人 
・附属高等学校：アイリスパートナー１人 
 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、大学と附属学校によるプロジェクト、共同研究会、相談活動及び調査研究活動が組織、

運営されており、大学と附属学校が連携して、教育、研究の推進を図っていると判断する。 
 

観点２−５−①： 附属学校における質の高い教育実習を提供する場として実習生の受入を進めてい

るか。 
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【観点に係る状況】 

教育実習（主免実習）の前に、尾張、三河、名古屋のそれぞれの地域の学校で実習を行う実習生に

対して、地域ごとに附属学校が事前指導を担当している（別添資料２－５－①－１）。また、教育実

習の３週間化に伴って、新たに必要となった事前指導の一部を附属学校教員が担当している（別添資

料２－５－①－２） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、それぞれの地区で附属学校による事前指導が実施されており、あるいは、附属学校教

員が事前指導の一部を担当しており、附属学校が実習生全員に対して質の高い教育実習指導を行って

いると判断する。 

 

観点２−５−②： 大学の教育実習計画は、附属学校を十分に活用したものとなっているか。 

 

【観点に係る状況】 

基礎実習、応用実習、導入実習のすべてが、附属学校で実施されている。附属学校は 1 校当たり平

均して、主免実習（大学院小学校教員免許取得コースを含む。）では約 40 人、隣接校実習（現代学

芸課程の実習を含む）では約 50 人の実習生の実習を担当している。また、大学の全教育実習生のう

ち、主免実習では約３割、隣接校実習では約４割を附属学校で受け入れている。同様に、附属特別支

援学校は、大学の全教育実習生の約４割の実習生の実習を担当している（別添資料２－５－②－１、

２－５－②－２）。 

なお、附属学校は、大学院生（アイリスパートナー）が臨床心理士の資格を取得するための実習校

としても活用されている(資料２－４－②－B)。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、附属学校は大学の教育実習計画全体のなかで相当数の実習生を受け入れており、大学

の教育実習計画に附属学校は十分な役割を果たしていると判断する。 

 

観点２−５−③： 大学の教育実習の実施への協力を行うために適切な組織体制となっているか。 

 

【観点に係る状況】 

大学の教育実習計画は、大学及び附属学校の実習担当者を構成員とする教育実地研究専門委員会の

審議を経て実施されている（別添資料２－５－③－１）。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、附属学校教員が参加した教育実地研究専門委員会の下で、教育実習が運営されており、

大学の教育実習の実施への協力体制が適切に整えられていると判断する。 

 

（２） 優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

セブンプロジェクトをはじめとして、大学と附属学校が協働して、大学及び附属学校のそれぞれの

教育、研究の推進並びに教育実習の充実に向けた様々な取り組みがなされている。 

【改善を要する点】 

教員養成大学に付置された附属学校としての役割を果たすために、大学教員が附属学校で一定期間

授業を担当するシステムを構築する等、教育・研究における大学と附属学校のより一層の緊密な連携

が求められる。 
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基準３ 附属学校の役割・機能の見直しについて 

（１） 観点ごとの分析 

観点３−１： 附属学校の使命・役割を踏まえた附属学校の在り方やその改善・見直しについて十分

な検討や取組がおこなわれてきたか。 

 

【観点に係る状況】 

附属学校運営委員会並びに 2010 年度においては新たに設置した「附属学校園の在り方懇談会」に

おいて、大学と附属学校が連携して、附属学校の業務運営、組織運営上の様々な課題の改善・見直し

を行った（資料３－１－A）。 

 

資料３－１－Ａ 取り組んだ業務運営、組織運営上の課題 

①小人数学級への改訂（2011 年度） 

（目的）2011 年度、公立学校において制度化された少人数学級と同様に、教育研究のパイロット校である愛
知教育大学附属学校における教育研究推進のため、小学校の学級定員引き下げ（少人数学級）及びこれに
伴う幼稚園の学級定員の引き下げを行う。 

（必要性）愛知県を始めとする 16 県の公立小学校において、既に少人数学級が実施されている。教員となる
愛知教育大学学生に対する教育実習時においては、公立学校の現状に沿った現場教育を行わなければなら
ない。公立小学校より、普通学級における個別に指導を有する児童への対応について、具体的な事例、指
導及び助言が求められている。 

（期待される成果）愛知教育大学学生に対して少人数学級に対応した実践的教育実習が可能となる。少人数学
級での教育活動における指導、助言などで、より効果的な地域貢献が可能となる。 

（内容）附属名古屋小学校１年生：1 学級入学定員 40 人から 35 人に改訂、附属岡崎小学校１年生：１学級
入学定員 40 人から 35 人に改訂、附属幼稚園４歳児：入園定員 35 人から 30 人に改訂 

②附属学校規則の制定（2012 年度） 

 －制定理由－ 
 本学附属学校（幼稚園を含む。）に関わる規則等は、国立大学法人愛知教育大学学則（以下「学則」と
いう。）第 29 条に規定され、同条第５項の規定に基づき、国立大学法人愛知教育大学附属学校部及び愛知
教育大学附属学校規程（以下「附属学校部等規程」という。）が附属学校の管理運営に関する細則とし
て、さらに附属学校部等規程第 10 条の規定に基づき、７校園の附属学校校則が細々則として定められてい
たが、本学の第２期中期目標・中期計画の 2012 年度年度計画に基づき、「附属学校園の組織・運営の在
り方について検討する。」ことに関わって、特に附属学校校則について、学校教育法及び学校教育法施行
規則等との照査を始めとして、見直しの検討を行ってきたところであり、その結果、設置者（学長）が定
める学則の細則として、従来、段階的に設けていました附属学校部等規程及び附属学校校則を一本化し
て、大学との連携及び附属学校の管理運営上の取扱いを、より明確にするため、本規則を制定した。 

③学校評議員規程の見直し（2013 年度） 

（主旨）2000 年度の学校教育施行規則改正により導入されていた学校評議員について、制度の見直しをす
る。 

（見直し内容）学校評議員の委嘱手続きの明瞭化、学校評議員の方の適切な人選、任期の設定、学校評議員へ
の適切な謝金額の設定 

 
【分析結果とその根拠理由】 

以上により、様々な課題に対して、附属学校運営委員会とは別の協議機関が設置され、大学と附属

学校が連携して、附属学校の役割・機能の検討及び見直に取り組んでいると判断する。 

 

観点３−２： 外部資金獲得のための取り組みはなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

2010 年度以降、附属学校教員による科学研究費補助金（奨励研究）の申請件数及び採択件数の増

大に向けて、大学が積極的に申請書作成の支援を行ってきている（資料３－２－A）。また、附属高

等学校では、サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト受託事業が毎年度採択されている（資料

３－２－B）。 
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資料３－２－Ａ 附属学校教員による科学研究費補助金の年度別申請等実績表（件数） 

学校名 

2013 年度 
実  績 

2012 年度 
実  績 

2011 年度 
実  績 

2010 年度 
実  績 

申請 採択 申請 採択 申請 採択 申請  採択 

附属幼稚園 ０  0  0 
 

0 
 

附属名古屋小学校 ９  9  10   10   

附属岡崎小学校 ９ １ 10  10   0 
 

附属名古屋中学校 ３  ２  1   1 1 

附属岡崎中学校 17 １ 10  9   9   

附属高等学校 20 ５ 19 ４ 0 
 

0 
 

附属特別支援学校 10  13  12   6   

合  計 68 7 63 4 42 0 26 1 

 

資料３－２－B サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト受託事業 

2010 年度 

・「機能性電子材料の最前線～電子の作用が新材料をつくる」（連携先：名古屋大学） 

2011 年度 

・「見て。切って、触れて、作る『かたちの数学』」（連携先：愛知教育大学） 
・「メディアを通した情報の送受信“受け手と発信元とのズレの認識”」（連携先：愛知教育大学） 

2012 年度 

・「機能性電子材料の最前線～電子のユニークなふるまいを探る」（連携先：名古屋大学）。 

2013 年度 

・「世界にひとつしかない分子を創る～化学結合の理解で拓く世界」（連携先：静岡大学） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

以上により、申請件数ならびに採択件数ともに増加しており、また、受託事業も毎年採択されてお

り、附属学校教員並びに大学の両者が、外部資金獲得のために積極的に取り組んでいると判断する。 

 

 

（２） 優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

申請数が、2011 年度実績では 42 件から、2013 年度実績では 68 件と増加した。 

 

【改善を要する点】 

さらに申請件数を伸ばすと同時に、研究内容のより一層の充実により、採択件数及び受託事業を増

加させる必要がある。 
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基準 資料番号 根拠資料・データ名

基準１ １－１－１ 愛知教育大学附属学校「教育研究発表会」開催実績一覧

２－1－１ 附属学校運営委員会規程

２－２－１ 高大連携スクール 平成22年度～25年度テキスト目次

２－２－２ 大学教員の教育研究発表会指導者実績

２－３－１ 新採用大学教員の附属学校・一般公立校におけるＦＤの実施について（２０１１．４．４）

２－３－２ 新採用大学教員の附属学校・一般公立校におけるＦＤの実施計画案（２０１２．４．１０）

２－３－３ 新採用大学教員の附属学校・一般公立校におけるＦＤの実施計画案（２０１３．４．１９）

２-４-②－１ ２０１０年度学長裁量経費（プロジェクト経費）実施報告書，リーフレット

２-４-②－２ ２０１１年度学長裁量経費（プロジェクト経費）実施報告書，報告書２０１１（表紙のみ，別途冊子）

２-４-②－３ 附属学校のいじめ防止対策検討チーム

２-４-②－４ 大学・附属学校共同研究会報告書２０１１．３～２０１４．３(表紙及び目次）

２-５-①－１ 平成２２年度～平成２５年度　事前及び事後の指導の実施について

２-５-①－２ 平成２５年度後期教育実習について

２-５-②－１ 平成２２年度～平成２５年度　教育実地研究実施計画

２-５-②－２ 教育実習実績集計表（平成２２～２５年度）

２-５-③－１ 愛知教育大学教育実地研究専門委員会規程

自己点検・評価報告書【附属学校】2010～2013　別添資料一覧

基準２
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〔平成２２年度～平成２５年度〕

　　 ※参加者総数の内訳は，別紙のとおり

附 属 学 校 名 区分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 4年平均参加者

開催日 11月11日（木） 11月10日（木） 11月15日（木） 11月14日（木）

主  題 心豊かな幼児の育成 心豊かな幼児の育成 心豊かな幼児の育成
「学びと育ちの連続性」を見通し
た幼児期の教育を考える（１年
次）

副  題 ～環境に視点をあてて～ ～言葉で表現する力に視点をあてて～
～ことばで考え，言葉で表現する
力に視点をあてて～

～学びの連続性を探る～

参　加　者　総　数 ３７８名 ３８９名 ３９２名 ３４４名

愛知県内学校教員数 ２５０名 ２１１名 ２４１名 ２８８名 ２４７名

開催日 6月2日（水） 5月31日（火） 5月30日（水） 5月28日（火）

主  題
「『自分の考え』をしっかりとも
つことができる子」の育成をめざ
した教科指導（第二次分）

「『自分の考え』をしっかりとも
つことができる子」の育成をめざ
した教科指導（最終次分）

「自己を磨き，学び続ける子」の
育成（第１年次）

「自己を磨き，学び続ける子」の
育成（第２年次）

副  題
「『自分の考え』を再構築する
子」に迫る

「『自分の考え』を再構築する
子」に迫る

感動ある授業を通して，「自己を
磨く」子に迫る

「学び続ける」子に迫る

参　加　者　総　数 ９８１名 ９９４名 １，０４５名 ９３６名

愛知県内学校教員数 ７４７名 ７６５名 ７４６名 ４６５名 ６８０名

開催日 6月1日（火） 6月1日（水） 5月29日（火） 5月29日（水）

主  題
共に学び　共に生きる（第2年
次）

共に学び　共に生きる（第3年
次）

共に学び　共に生きる（第4年
次）

～授業づくりを通して新たな時代
の生活教育を探る～（第１年次）

副  題
かかわり合いをを深める教師の営
み

協同的に学ぶ子どもを支える教師
の営み

　 　

参　加　者　総　数 １，２２８名 １，１１９名 １，３６７名 ９０１名

愛知県内学校教員数 ４６５名 ４６５名 ６７７名 ４５６名 ５１５名

開催日 10月1日（金） 10月7日（金） 10月5日（金） 10月4日（金）

主  題
かかわり合いの中で学ぶ授業の創
造（第１年次）

かかわり合いの中で学ぶ授業の創
造（第２年次）

かかわり合いの中で学ぶ授業の創
造（第３年次）

かかわり合いの中で学ぶ授業の創
造（第４年次）

副  題 ― 言語活動を通して 言語活動を通して 言語活動を通して

参　加　者　総　数 ８２０名 ８２５名 ６７４名 ７４１名

愛知県内学校教員数 ６７４名 ６７８名 ５７１名 ５６４名 ６２１名

開催日 10月5日（火） 10月8日（土） 10月2日（火） 10月1日（火）

主  題
次代を創る－学びを深め合う授業
の実現から－

生き方の探求　１年次 生き方の探求　２年次 生き方の探求 ３年次

副  題
子どもが「本気で学ぶ」授業の実
現がら

　  
「学んだことを」を行動につなげ
る

参　加　者　総　数 １，２９６名 ４１０名 ９２１名 １，０７１名

愛知県内学校教員数 ５９４名 ２９５名 ５３９名 ７８８名 ５５４名

開催日 11月5日（金） 11月2日（水） 11月7日（水） 11月6日（水）

主  題 学びの可能性を拓く 学びの可能性を拓く 学びの可能性を拓く 学びの可能性を拓く

副  題 ― ― ― ―

参　加　者　総　数 １０５名 １２８名 ４８名 ９９名

愛知県内学校教員数 ２５名 ２７名 ３１名 ４９名 ３３名

開催日 11月12日（金） 11月11日（金） 11月10日（金） 11月8日（金）

主  題
人とのかかわりを育み，豊かに生
きる子ども　１年次

「人とのかかわり」をひろげる子
２年次

「人とのかかわり」をひろげる子
３年次

「人とのかかわり」をひろげる子
４年次

副  題 人とのかかわりをさぐる 人とかかわる中で学ぶ授業 　 　

参　加　者　総　数 ７６１名 ７２５名 ６５０名 ６６４名

愛知県内学校教員数 ４２１名 ４０８名 ４６９名 ３２０名 ４０４名

校種 国立 公立 私立 計（ａ）

幼稚園 0 91 30 121

小学校 0 980 3 983

中学校 1 589 22 612

高等学校 1 197 55 253

【別添資料１－１－１】

愛知教育大学附属学校「教育研究発表会」開催実績一覧（開催日・研究テーマ・愛知県内参加校数）からの地域貢献状況

平成２５年度愛知県内国公私立学校数（校種別，本学除く，参考：愛知県教育関係職員録２０１３）

附 属 高 等 学 校

附 属 特 別 支 援 学 校

附 属 幼 稚 園

附 属 名 古 屋 小 学 校

附 属 岡 崎 小 学 校

附 属 名 古 屋 中 学 校

附 属 岡 崎 中 学 校
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【別添資料１－１－１】の別紙
別紙：附属学校教育研究発表会参加者内訳

附属学校名 機関別 職種別 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度
愛知教育大学 附属教員 0 25 21 7

大学教員 32 7 6 7
小計 32 32 27 14

他機関 他附属教員 0 0 2 2
他大学教員 3 5 5 3
公立学校等（県内） 250 211 241 288
公立学校等（県外） 0 0 13 20
その他（県内） 93 141 103 17
その他（県外） 0 0 1 0

小計 346 357 365 330
378 389 392 344

愛知教育大学 附属教員 28 22 20 11
大学教員 28 24 37 73
計 56 46 57 84

他機関 他附属教員 2 4 25 1
他大学教員 0 7 12 0
公立学校等（県内） 747 765 746 465
公立学校等（県外） 0 0 8 30
その他（県内） 176 172 160 328
その他（県外） 0 0 37 28

小計 925 948 988 852
981 994 1,045 936

愛知教育大学 附属教員 97 97 59 77
大学教員 18 18 41 25
小計 115 115 100 102

他機関 他附属教員 2 0 0 0
他大学教員 14 3 5 4
公立学校等（県内） 465 465 677 456
公立学校等（県外） 0 0 19 1
その他（県内） 632 536 545 338
その他（県外） 0 0 21 0

小計 1,113 1,004 1,267 799
1,228 1,119 1,367 901

愛知教育大学 附属教員 32 32 0 17
大学教員 21 24 16 14
小計 53 56 16 31

他機関 他附属教員 5 14 2 23
他大学教員 2 1 2 3
公立学校等（県内） 674 678 571 564
公立学校等（県外） 0 0 8 7
その他（県内） 86 76 74 111
その他（県外） 0 0 1 2

小計 767 769 658 710
820 825 674 741

愛知教育大学 附属教員 55 21 94 69
大学教員 36 17 23 39

小計 91 38 117 108
他機関 他附属教員 4 4 4 1

他大学教員 2 1 0 1
公立学校等（県内） 594 295 539 788
公立学校等（県外） 0 0 0 1
その他（県内） 605 72 251 172
その他（県外） 0 0 10 0

小計 1,205 372 804 963
1,296 410 921 1,071

愛知教育大学 附属教員 36 36 1 0
大学教員 11 8 13 10

小計 47 44 14 10
他機関 他附属教員 0 1 2 0

他大学教員 1 1 1 0
公立学校等（県内） 25 27 31 49
公立学校等（県外） 0 0 0 0
その他（県内） 32 55 0 40
その他（県外） 0 0 0 0

小計 58 84 34 89
105 128 48 99

愛知教育大学 附属教員 61 41 33 47
大学教員 10 14 9 8
小計 71 55 42 55

他機関 他附属教員 1 1 1 3
他大学教員 0 0 1 0
公立学校等（県内） 421 408 469 320
公立学校等（県外） 0 0 4 4
その他（県内） 268 261 133 281
その他（県外） 0 0 0 1

小計 690 670 608 609
761 725 650 664

愛知教育大学 附属教員 309 274 228 228
大学教員 156 112 145 176

小計 465 386 373 404
他機関 他附属教員 14 24 36 30

他大学教員 22 18 26 11
公立学校等（県内） 3,176 2,849 3,274 2,930
公立学校等（県外） 0 0 52 63
その他（県内） 1,892 1,313 1,266 1,287
その他（県外） 0 0 70 31

小計 5,104 4,204 4,724 4,352
5,569 4,590 5,097 4,756

計

計

附 属 幼 稚 園

附属名古屋小学校

附 属 岡 崎 小 学 校

附属名古屋中学校

附 属 岡 崎 中 学 校

附 属 高 等 学 校

附属特別支援学校

計

計

計

計

計

計

計
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【別添資料２ -１ -１】

国立大学法人愛知教育大学附属学校運営委員会規程

２００４年６月３０日

規 程 第 ８７ 号

（趣旨）

第１条 この規程は，国立大学法人愛知教育大学附属学校規則（２０１３年規程第１５号）

第１３条第２項の規定に基づき，愛知教育大学附属学校運営委員会(以下｢委員会｣とい

う。)に関し必要な事項を定めるものとする。

（目的)

第２条 委員会は，附属学校の円滑な管理・運営を図ることを目的とする｡

（所掌事項)

第３条 委員会は，次の事項を審議する。

(1) 附属学校の連絡調整に関する基本的事項

(2) 附属学校の教育・研究活動に関する基本的事項

(3) 附属学校の予算に関する基本的事項

(4) 附属学校長の選考に関する基本方針

(5) 附属学校の教員人事に関する基本方針

(6) その他附属学校の管理・運営に関する基本的事項

（構成)

第４条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。

(1) 学長

(2) 理事

(3)事務局長

(4)附属学校部長

(5)各附属学校(園)長及び副校(園)長

(6)その他委員会が必要と認めるもの

（委員長及び副委員長)

第５条 委員会に，委員長及び副委員長を置く。

２ 委員長は，学長が指名した理事をもって充てる。

３ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

４ 副委員長は，附属学校部長をもって充てる

（会議)

第６条 委員会は，委員の３分の２以上の出席をもって成立する。

２ 議事は，出席者の過半数の賛成をもって決定し，可否同数の場合は議長が決定する。

（部会)

第７条 委員会は，必要に応じて委員で構成する部会を設けることができる。

（専門委員会)

第８条 委員会は，必要に応じて委員及び委員以外の者で構成する専門委員会を設けるこ
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とができる。

２ 専門委員会の構成員は，学長が委嘱する。

（委員以外の者の出席)

第９条 委員会は，必要に応じて関係者に出席を求め，その意見を聴くことができる。

（事務)

第１０条 委員会の事務は，附属学校課において行う。

（雑則)

第１１条 この規程に定めるもののほか，委員会の運営に必要な事項は，委員会が別に定

める。

附 則

この規程は，２００４年１０月１目から施行する。

附 則（２００５年規程第４１号）

この規程は，２００５年７月１目から施行する。

附 則（２００８年規程第６７号）

この規程は，２００８年４月１目から施行する。

附 則（２０１０年規程第５号）

この規程は，２０１０年４月１目から施行する。

附 則（２０１０年規程第５４号）

この規程は，２０１０年４月１目から施行する。

附 則（２０１０年規程第５４号）

この規程は，２０１０年４月１目から施行する。

附 則（２０１３年規程第２６号）

この規程は，２０１３年４月５目から施行し，２０１３年４月１日から適用する。

２．附属学校
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大学教員の教育研究発表会指導者実績

指導教科等名 教員所属講座名 大学教員氏名 指導教科等名 教員所属講座名 大学教員氏名 指導教科等名 教員所属講座名 大学教員氏名 指導教科等名 教員所属講座名 大学教員氏名

幼児教育 幼児教育 梅沢 由紀子 幼児教育 幼児教育 梅沢 由紀子 幼児教育 幼児教育 梅沢 由紀子 幼児教育 幼児教育 小川　英彦

幼児教育 幼児教育 新井 美保子 幼児教育 幼児教育 新井 美保子 幼児教育 幼児教育 小川　英彦 幼児教育 幼児教育 新井 美保子

幼児教育 幼児教育 林　牧子 幼児教育 幼児教育 林　牧子 幼児教育 幼児教育 新井 美保子 幼児教育 幼児教育 林　牧子

特別支援 幼児教育 小川　英彦 幼児教育 生活科教育 久野　弘幸 幼児教育 幼児教育 林　牧子 幼児教育 幼児教育 鈴木　裕子

特別支援 養護教育 山田　浩平 特別支援 幼児教育 小川　英彦 幼児教育 幼児教育 鈴木　裕子 幼児教育 生活科教育 久野　弘幸

養護教育 養護教育 山田　浩平 幼児教育 生活科教育 久野　弘幸 幼児教育 美術教育 竹井　史

養護教育 養護教育 山田　浩平

国語科 教職実践講座 佐藤　洋一 国語科 教職実践講座 佐藤　洋一 国語科 教職実践講座 佐藤　洋一 国語科 教職実践講座 佐藤　洋一

社会科 社会科教育講座 真島　聖子 社会科 社会科教育講座 真島　聖子 社会科 社会科教育講座 真島　聖子 社会科 社会科教育講座 真島　聖子

算数科 数学教育講座 佐々木　徹郎 算数科 数学教育講座 佐々木　徹郎 算数科 数学教育講座 佐々木　徹郎 算数科 数学教育講座 佐々木　徹郎

理科 理科教育講座 平野　俊英 理科 理科教育講座 吉田　淳 理科 理科教育講座 平野　俊英 理科 理科教育講座 大鹿　聖公

生活科 生活科教育講座 中野　真志 生活科 生活科教育講座 中野　真志 生活科 生活科教育講座 久野　弘幸 生活科 学校教育 生嶌　亜樹子

音楽科 音楽教育講座 新山王　政和 音楽科 音楽教育講座 新山王　政和 音楽科 音楽教育講座 新山王　政和 音楽科 音楽教育 新山王　政和

図画工作科 美術教育講座 礒部　洋司 図画工作科 美術教育講座 藤江　充 図画工作科 美術教育講座 藤江　充 図画工作 美術教育 樋口　一成

体育科 保健体育講座 上原　三十三 家庭科 家政教育講座 青木　香保里 家庭科 家政教育講座 青木　香保里 家庭科 家政教育講座 青木　香保里

外国語活動 外国語教育講座 高橋　美由紀 体育科 保健体育講座 上原　三十三 体育科 保健体育講座 上原　三十三 体育科 保健体育講座 上原　三十三

外国語活動 外国語教育講座 高橋　美由紀 外国語活動 外国語教育講座 高橋　美由紀
外国語活動 外国語教育講座 高橋　美由紀


食育 家政教育講座 早瀬　和利 保健指導 養護教育講座 後藤　ひとみ

国語 教職実践 佐藤　 洋一 国語 教職実践 佐藤　洋一 国語 教職実践 佐藤　洋一 国語 教職実践 佐藤　洋一

社会 教職実践 中妻 雅彦 社会 教職実践 中妻　雅彦 社会 教職実践 中妻　雅彦 社会 教職実践 中妻　雅彦

算数 数学教育 影山 和也 算数 数学教育 山田　篤史 算数 数学教育 山田　篤史 算数 数学教育 青山　和裕

理科 理科教育 大鹿 聖公 理科 理科教育 大鹿　聖公 理科 理科教育 大鹿　聖公 家庭科 理科教育 山田　綾

音楽 音楽教育 新山王 政和 音楽 音楽教育 新山王　政和 音楽 音楽教育 新山王　政和 体育 保健体育 森　勇示

図工 美術教育 松本　昭彦 家庭科 家政教育 山田　綾 家庭科 家政教育 山田　綾 生活 生活科教育 中野　真志

家庭科 家政教育 青山　香保里 体育 保健体育 森　勇示 体育 保健体育 森　勇示

体育 保健体育 森　勇示 生活 生活科教育 野田　敦敬 生活 生活科教育 中野　真志

生活 生活科教育 野田　敦敬

国語 国語教育 有働　裕 国語 国語教育 有働　裕 国語 国語教育 丹藤　博文 国語 国語教育 丹藤　博文

社会 社会教育 土屋　武志 社会 社会教育 土屋　武志 社会 社会教育 土屋　武志 社会 社会教育 土屋　武志

数学 数学教育 飯島　康之 数学 数学教育 飯島　康之 数学 数学教育 飯島　康之 数学 数学教育 飯島　康之

理科 理科教育 遠西　昭壽 理科 理科教育 遠西　昭壽 理科 理科教育 遠西　昭壽 理科 理科教育 遠西　昭壽

音楽 音楽教育 新山王　政和 音楽 音楽教育 新山王　政和 音楽 音楽教育 新山王　政和 音楽 音楽教育 新山王　政和

美術 美術教育 富山　祥瑞 美術 美術教育 礒部　洋司 美術 美術教育 礒部　洋司 美術 美術教育 富山　祥瑞

体育 保健体育 森　勇示 体育 保健体育 森　勇示 体育 保健体育 森　勇示 体育 保健体育 森　勇示

技・家 家政教育 山田　綾 技・家 技術教育 清水　秀己 技・家 技術教育 鎌田　敏之 技・家 家政教育 伊深　祥子

英語 外国語教育 建内　高昭 英語 外国語教育 建内　高昭 英語 外国語教育 建内　高昭 英語 外国語教育 建内　高昭

帰国 日本語教育 稻葉　みどり 帰国 日本語教育 稻葉　みどり 帰国 日本語教育 稻葉　みどり 帰国 日本語教育 稻葉　みどり

学校保健 養護教育 五十嵐　哲也 学校保健 養護教育 古田　真司 学校保健 養護教育 古田　真司 学校保健 養護教育 古田　真司

国語 教育実践講座 佐藤　洋一 国語 教育実践講座 佐藤　洋一 国語 教育実践講座 佐藤　洋一 国語 教育実践講座 佐藤　洋一

社会 社会科教育講座 土屋　武志 社会 社会科教育講座 土屋　武志 社会 社会科教育講座 土屋　武志 社会 社会科教育講座 舩尾　日出志

数学 理科教育講座 飯島　康之 数学 理科教育講座 飯島　康之 数学 理科教育講座 飯島　康之 数学 理科教育講座 飯島　康之

理科 理科教育講座 平野　俊英 理科 理科教育講座 平野　俊英 理科 理科教育講座 平野　俊英 理科 理科教育講座 遠西　昭壽

音楽 音楽教育講座 新山王　政和 音楽 音楽教育講座 新山王　政和 音楽 音楽教育講座 新山王　政和 音楽 音楽教育講座 新山王　政和

美術 美術教育講座 藤江　　充 美術 美術教育講座 野澤　博行 美術 美術教育講座 野澤　博行 美術 美術教育講座 野澤　博行

保健体育 保健体育講座 森　　勇示 保健体育 保健体育講座 森　　勇示 保健体育 保健体育講座 森　　勇示 保健体育 保健体育講座 森　　勇示

技術家庭科 技術教育講座 太田　弘一 技術家庭科 技術教育講座 宮川秀俊 技術家庭科 技術教育講座 宮川秀俊 技術家庭科 技術教育講座 太田　弘一

技術家庭科 家政教育講座 山田　　綾 技術家庭科 家政教育講座 山田　　綾 技術家庭科 家政教育講座 山田　　綾 技術家庭科 家政教育講座 山田　　綾

英語 外国語教育講座 建内　高昭 英語 外国語教育講座 建内　高昭 英語 外国語教育講座 建内　高昭 英語 外国語教育講座 建内　高昭

シンポジウム 理科 渡邉　幹男 シンポジウム 理科 渡邉　幹男 シンポジウム 理科 渡邉　幹男 シンポジウム 理科 渡邉　幹男

シンポジウム 社会 水野　英雄 シンポジウム 理科 遠西　昭壽 シンポジウム 数学 佐々木　徹郎 シンポジウム 社会 近藤　裕幸

シンポジウム 外国語 藤原　康弘 シンポジウム 保体 上原　三十三 シンポジウム 教職 佐藤　洋一 シンポジウム 外国語 藤原　康弘

現職研修 理科 戸田　茂 PTA研修会 家庭科 早瀬　和利 現職研修 学校教育 生嶌　亜樹子

現職研修 教員養成高度化 高綱睦美

小学部全教科 障害児教育講座 吉岡　恒生 小学部全教科 障害児教育講座 吉岡　恒生 小学部全教科 障害児教育講座 吉岡　恒生 小学部全教科 障害児教育講座 吉岡　恒生

中学部全教科 障害児教育講座 岩田　吉生 中学部全教科 障害児教育講座 岩田　吉生 中学部全教科 障害児教育講座 岩田　吉生 中学部全教科 障害児教育講座 岩田　吉生

高等部全教科 障害児教育講座 飯塚　一裕 高等部全教科 障害児教育講座 船橋　篤彦 高等部全教科 障害児教育講座 船橋　篤彦 高等部全教科 障害児教育講座 小田　侯朗

計（人数）

附属学校名

附属特別支援学校

附属名古屋小学校

附属岡崎小学校

附属名古屋中学校

附属幼稚園

附属岡崎中学校

附属高等学校

【別添資料２-２-２】
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教育実習実績集計表（※各データは，大学年次報告書等から抽出）

※附属実習 ※附属実習 ※附属実習 単位：人 ※１年次

年度 区分 主免 基礎免 養護 隣接校種 副免 教育 特別支援 基礎 応用 導入 合計 介護等体験活動

22 附属学校受入人数  267   266  28 673 20 103 1,357 674

公立学校受入人数  395   410  26 0 0 0 831 -

実習生総人数  662   676  54 673 20 103 2,188 674

附属学校受入率(%) 40   39  52 100 100 100 62 100

附属学校受入校数 6 5 2 7 6 3 29 1

附属１校当たり人数 44.50 53.20 14.00 96.14 3.33 34.33 46.79 674.00

公立学校受入校数 287 211 18 0 0 0 516  -

公立１校当たり人数 1.38   1.94  1.44 0.00 0.00 0.00 1.61 -

※延べ受入校 ※基礎：特支課程学生の小実習分再掲除く

年度 区分 主免 基礎免 養護 隣接校種 副免 教育 特別支援 基礎 応用 導入 合計 介護等体験活動

23 附属学校受入数 224 7 6 215 3 47 22 718 30 115 1,387 716

公立学校受入数 429 21 39 317 29 62 26 0 0 0 923 -

実習生総数 653 28 45 532 32 109 48 718 30 115 2,310 716

附属学校受入率(%)  33   39  46 100 100 100 60 100

附属学校受入校数 6 5 2 6 7 3 29 1

附属１校当たり人数 39.50 53.00 11.00 119.67 4.29 38.33 47.83 716.00

公立学校受入校数 320 211 18 0 0 0 549  -

公立１校当たり人数 1.53   1.93  1.44 0.00 0.00 0.00 1.68 -

※延べ受入校 ※基礎：特支課程学生の小実習分再掲除く

年度 区分 主免 基礎免 養護 隣接校種 副免 教育 特別支援 基礎 応用 導入 合計 介護等体験活動

24 附属学校受入数 209 5 6 220 4 41 19 691 14 94 1,303 688

公立学校受入数 424 22 41 321 26 71 33 0 0 0 938 -

実習生総数 633 27 47 541 30 112 52 691 14 94 2,241 688

附属学校受入率(%)  31   39  37 100 100 100 58 100

附属学校受入校数 6 5 2 6 6 3 28 1

附属１校当たり人数 36.67 53.00 9.50 115.17 2.33 31.33 46.54 688.00

公立学校受入校数 325 226 21 0 0 0 572  -

公立１校当たり人数 1.50   1.85  1.57 0.00 0.00 0.00 1.64 -

※延べ受入校 ※基礎：特支課程学生の小実習分再掲除く

年度 区分 主免 基礎免 養護 隣接校種 副免 教育 特別支援 基礎 応用 導入 合計 介護等体験活動

25 附属学校受入数 206 4 5 202 3 37 14 699 - 85 1,255 688

公立学校受入数 465 24 41 321 32 57 26 0 - 0 966 -

実習生総数 671 28 46 523 35 94 40 699 - 85 2,221 688

附属学校受入率(%)  29   37  35 100 - 100 57 100

附属学校受入校数 6 5 2 6 - 3 22 1

附属１校当たり人数 35.83 48.40 7.00 116.50 - 28.33 57.05 688.00

公立学校受入校数 344 218 23 0 - 0 585  -

公立１校当たり人数 1.54   1.88  1.13 0.00 - 0.00 1.65 -

※延べ受入校 ※基礎：特支課程学生の小実習分再掲除く

【別添資料２-５-②－２】２．附属学校
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